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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺はすべてを守れない。

　だから、手の届く範はん囲いにいる大切な人たちを絶対に守る。

　そのためなら、俺はすべてを斬きるよ。







　　　序章







　その少女は、人形劇が苦手だった。いや、嫌けん悪おすらしていた。

　人形師が人形のうしろに立ち、糸を使って操あやつる一連の動きが、気味のいいものではなかったからだ。

　理由は知れていた。少女が物心ついた頃ころよりすぐ近くに現れた冷たいオバケのせいだ。

　少女が、怒いかり、喜び、悲しむといった喜き怒ど哀あい楽らくに心身が包まれたときに必ずといっていいほど出現する冷たい、氷のオバケ──。

　出現するときは、決まって少女の横や背後からだった。

　氷のオバケは、少女が何度話しかけても、怒鳴りつけても、感情を表すどころか、言葉を発することすらしなかった。それどころか、微び動どうだにしない。ただ、そこにいるだけ。幼心にオバケの周りでわめき散らす自分のほうがオバケの人形のように思えてしまい、心底嫌いやだった。

　だからこそ、人形劇が苦手だったのだ。氷のオバケが、見えない糸で自分を操っているように思えてしまうから──。

　大好きな両親にオバケのことを話しても、娘むすめの冗じよう談だん、幼少時によくある妄もう想そうだと思って、真しん剣けんに取り合ってくれなかった。怖こわいことに、氷のオバケは、毎夜寝ねている両親の枕まくら元もとに立っていた。じっと覗のぞき込むように父と母の顔を見ていた。まるで、自分の両親を取られたかのように感じて、少女は氷のオバケを憎ぞう悪おした。

　ある年のこと、九歳になった少女に悲劇は訪おとずれる。

　両親を同時に失ったのだ──。

　同じ職場で共働きをしていた両親は、仕事先で謎なぞの爆ばく発はつ事故に巻き込まれて……。

　そのあとのことを少女はよく覚えていない。両親の死を告げられ、葬そう儀ぎを終え、引き取り先の親類縁えん者じやが見つからず……。少女は、深い悲しみと氷のオバケへの複雑な感情を抱いだいたことだけは覚えていた。

　気づいたら、自分はやさしい笑えみを浮うかべる見ず知らずの老女の家にいた。

　老女は──魔ま女じよ、魔法使いだった。少女の氷のオバケも信じ、逆にオバケのことを教えてくれた。

　──あなたに魔法を教えてあげるわね。

　柔にゆう和わな表情を見せる老女は、少女にオバケとの付き合い方と、不思議な力──魔法を授さずけてくれたのだ。

　老女は、少女がオバケのことを疎うとんじるたびにこう語りかけてくれた。

　──いい、ラヴィニア。自分の力を恐おそれてはいけないわ。

　少女ことラヴィニアに魔法を教えてくれた老女──魔法の師は、自分の力に怯おびえる弟で子しにいつだって優やさしくそう言ってくれた。

　──魔法は誰だれかを幸せにできる不思議な力、そして、その氷のお人形は──────。







　　　一章　再動／新生活
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　そこは──暗黒だった。

　光が一いつ切さいなく、音すらも聞こえてこない混じりけのない漆しつ黒こく──。

　目を開いているはずなのに闇やみしかなく、耳を澄すましているはずなのに僅わずかな音すら聞こえてこない。

　指を動かしても何かに触ふれることすらない。いや、そもそも、いま指を動かしているのか、動かせているのか、それすらも感じ取れない──。

　心音さえ聞こえてこないことに気づいて、彼──幾いく瀬せ鳶とび雄おは自身が死んでいるのかと錯さつ覚かくを覚えるが……。

　バジッという感電したかのような音と共に、全身を鋭するどい痛みと神経を激しく逆なでる感かん触しよくが襲おそう。

　痛みに目を瞑つぶり、次に開けたとき──眼前に光が広がっていった。その先から白い腕うでが伸のびてくる。

　見知った者の腕のように思えた。こちらを引き寄せようと手を伸ばす誰かの腕。鳶雄はそれを摑つかもうと自身の右腕を突つき出すが──。その右腕は、漆黒だった。

　およそ人のそれとは思えない黒い腕──。黒い体毛に覆おおわれ、五指の爪つめはすべて鋭えい利りであり、獣けものめいたものだった。

　鳶雄は自分の顔を手で触さわる。そこで初めて彼は、自分の顔が異物となっていることに気づいた。

　突き出た口、ピンと立った耳、腕と同じように顔中を毛が覆っていた。

　光から伸びる誰かの手が──しだいに遠くなっていく。鳶雄は、急いで腕を伸ばして摑もうとするが、まったく届く気配を見せない。

　このままでは、あの人の手を摑めない。何か、あそこまで伸びる何かがあれば……っ！

　そこまで考えて、彼の脳のう裏りを過よぎるのは、歪いびつな形の突とつ起き物だった。意識すれば、腕からそれが生はえて伸びるだろう。それであの手まで届くはずだ。

　──ダメだ。突起物を、ブレードを伸ばせば、あの人の手は傷ついてしまう。

　遠のく大事な人との距きよ離りを詰つめられるのは、異い形ぎようの刃やいばのみ──。

　ふいにその声は耳元で囁ささやかれた。

『──おまえの刃は、どこまでも届く。だが、おまえの刃は、すべてを傷つける──』

　その声は、せせら笑って最後にこう言った。

『──おまえは、すでに人を止やめているのだから』
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　──朝。

　目を覚ましたとき、鳶雄は尋じん常じようじゃない量の寝ね汗あせをかいていた。

　上半身だけを起こし、意味もなく部屋を見み渡わたす。呼吸が荒あらく、動どう悸きも激しい。体全体が震ふるえているのがわかる。

　部屋の中心で丸くなって寝ている黒い狗いぬにビックリするが、相棒の《刃ジン》だ。

　当初は子犬だったのだが、先日の事件で立派な大型の成犬となっている。むろん、通常とは異なる方法でこうなったのだが……。

　大きく深呼吸をしながら、鳶雄は手で顔を覆う。手に水すい滴てきがつく。涙なみだだ。

　──なんだ、あの夢は……。

　たとえようのない幻げん影えいのような悪夢。息を整えて、胸の鼓こ動どうが正常に戻もどってから、大きく深呼吸をひとつつく。

　──ベッドを出よう。

　そう決めて、鳶雄は上にかかっていたタオルケットを取り払はらう。ふいに手が何かに触ふれた。──ぷに、と。

　ん？　鳶雄は手から伝わってくる不思議な柔やわらかさに気づいた。訝いぶかしく思い、ベッドの横に視線を動かした。

「うーん……」

　…………。

　一いつ瞬しゆん、鳶雄の思考が飛んだ。

　おかしい。おかしいぞ。隣となりに女の子が寝ている。白シャツ一枚の姿だ。危険な白い生足が、健常な青少年の双そう眸ぼうに飛び込んでくる。

　──皆みな川がわ夏なつ梅めだ。

　見知った女の子だった。でも、おかしい。彼女は同じマンションの違ちがう部屋で寝ているはずなのだ。自分が寝ね惚ぼけているのかと思い、頭かぶりを振ふる。ついでに目もこすろう。

　目をパチクリさせて再度自分の隣で寝ているものを確かく認にんする。

「ちょっとぉ……、どうして取るのぉ……」

　寝ながら文句を言いつつ、彼女は取り払ったタオルケットを自分にかけようとしていた。

　いやいや、キミがちょっと待て。いつの間に俺の部屋に入ったんだ？　いや、そうじゃない。なんで俺のベッドに潜もぐりこんでいるんだ、この娘は。

　落ち着け、落ち着け俺！　さっきよりも強く深呼吸をする。

　ダメだ──。落ち着けない。艶なまめかしい白シャツ姿の少女が隣にいては、年とし頃ごろの鳶雄には眼福──否いな、毒すぎる。いつもはアップにしている髪かみをおろしているせいか、色っぽく感じてしまう。しかも、何だか着き崩くずれしている。寝相が悪いのだろう。

　とりあえず、起こすか。そうだ。それが一番だ。

　鳶雄は隣で眠ねむる少女の肩かたを揺ゆり動かす。

「お、おい。起きろって」

「……うぅ。もう、ちょっとだけ……。だって、昨日はむにゃむにゃ……」

　昨日は何だ!?　昨日、俺は何をしましたか!?　何度首を捻ひねっても、どうにも思い出せない。……着き替がえて、マンションの共同フロアに行こう。そうしよう。

　ここは起こさず彼女に寝ね床どこを明け渡したほうが賢けん明めいだ。

　鳶雄はそろりそろりとベッドから抜け出て、クローゼット前まで移動する。

　ため息をつきながら寝ね間ま着きを脱ぬいで、服を取りだそうかというときだった。

　ピンポーンというインターホンの音。──と、同時に間かん髪はつ容いれずに玄げん関かんの扉とびらがガチャリと開かれる音も耳に届いてくる。

「よー、幾瀬、起きてっか？」

　鮫さめ島じま！　同じマンションに住む仲間の鮫島綱こう生きだ。その大きな声が玄関から聞こえてきた。ぶわっと嫌な汗あせが全身から一気に噴ふき出てくる。

「ん？　なんだ、まだ起きてねぇのか。しゃーねぇな。いっちょ叩たたき起こしてやるか」

　鮫島の声と共にドカドカと廊ろう下かを進む音が響ひびいてきた。

「遅おそいからシャークと一いつ緒しよに来たのです」

　ラヴィニアの声も聞こえてきた！　どうやら、魔女っ子ことラヴィニアも鮫島と共に鳶雄の部屋を訪ねてきたようだった。

「おい、皆川夏梅が部屋にいなかったぞ？　というよりも、どうして俺がガキの使いをしなければ……」

　銀ぎん髪ぱつの少年──ヴァーリまで来ているのか!?

　待て！　それは待て！　ヤバい！　皆川夏梅が自分のベッドで寝ている！　しかも、ちょうど自分は寝間着を脱いで上半身裸はだかの状態だっ！

　この現場を見られたら、何を言われるかわかったもんじゃない！

「鳶雄ったら、たまに朝ダメよね」

　──っ！　こ、この声は幼おさな馴な染じみの紗さ枝えの声だっ！　鮫島やラヴィニアだけではなく、一番見られたらいけない者まで来ているというのか!?

「うーん……。ふはぁ……。もう、朝から大きな声出さないでよー」

　追い打ちとばかりに、後方から目覚めの声が耳に入ってくる。

　寝間着を脱いだ状態──半はん裸らの鳶雄が振り返ると、ベッドから上半身だけを起こした夏梅と目が合ってしまった。

　ひくついた表情の鳶雄と、

「…………」

　状じよう況きようをよく吞のみ込めずに表情が固まった様子の夏梅。

　彼女は、鳶雄の半裸と自分の置かれている立場を見比べている。徐じよ々じよに彼女の寝ぼけ眼まなこが元に戻っていき、顔も段々と赤くなっていく。突とつ然ぜん、タオルケットを抱だきしめ、顔を半分隠かくしてしまった。ちらりちらりと鳶雄のほうを見てきては、気き恥はずかしそうにタオルケットで顔を隠す。

　え？　何その反応は……。

　普ふ段だん目にしている彼女ならば、怒ど声せいを張り上げて枕まくらを投げてくるはずなのに。予想外な夏梅の反応に鳶雄も困こん惑わくしてしまった。

「寝込み、襲ったんだね……」

　夏梅は少し残念そうな苦く笑しようを漏もらす。

　いやいやいやいや。

「ち、違うだろう！　あのだな──」

「ううん。私は幾瀬くんを責めないよ。年頃だもんね。男の子って、そういうのガマンできないときがあるって聞いたことあるし……」

　この娘むすめは、完かん璧ぺきに勘かん違ちがいなさっておられる……。非常にマズい展開だ。

「ちょっ、いやいや。そうじゃなくて──」

　弁明したい鳶雄は、知らず知らずのうちに半裸で夏梅に詰め寄っていた。

「よー！　鳶雄ー！」

　バンッと勢いよく扉を開け放った不良風ふう体ていの少年──鮫島綱生は、部屋の現状を見て笑え顔がおのまま固まった。

　ベッドで顔を紅潮させている少女と、ベッドの少女に詰め寄っている半裸の少年。

　第三者が見れば、どう考えても何かあったのだと映るだろう。

「……あっ。あー、お邪じや魔までしたか？」

　普段絶対に口にしないであろう敬語を使う鮫島の表情は、強面こわもてに似合わない間の抜ぬけたものだ。続いて入ってきたのは──。

「幾瀬鳶雄がどうしたというんだ？　俺は早く朝食をだな……」

　ヴァーリだったが、この現状を見ようとしたときに少年の両目が背後に立った者──ラヴィニアの手によって塞ふさがれた。

「？　おい、何も見えないぞ？」

「ヴァーくんにはちょっとだけ早い光景なのです」

「何？　魔王の血を引く俺でもダメなのか？　そうなのか……」

　そして、最後に入ってきたのは──。

「……鳶雄？」

　紗枝だった──。

　……あ、ああ、あああああ……。一番見られたくなかった者にこの状況を見られてしまった。手で顔を覆う鳶雄。言い訳すら見つからない。

　……鳶雄の一日としては、最悪のスタートとなった。
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　その日の朝食は気まずいものだった。

　誰だれが入ってもいいマンションの空き部屋にて、顔を真っ赤に染めながら、鳶雄はため息をつき、同じく顔を紅潮させている皆川夏梅という図。

　その夏梅は肩に留まっている鷹たかに餌えさを与あたえていた。彼女の鷹で、名前はグリフォン。

　二人の対面に座る鮫島は朝食の食パンをかじりつつ、鳶雄、夏梅の二人を交こう互ごに見比べていた。

　鮫島の膝ひざの上には、先に食事を済ませた白い猫ねこが丸まって寝ている。彼の猫、白びやく砂さだ。

　スープを静かに飲むラヴィニアと──食パンにソース、マヨネーズ、ケチャップをマシマシのハムエッグを挟はさんで頰ほお張ばっているヴァーリ。

　休日の朝のためか、皆みなは部屋着だった。鳶雄は上がＴシャツで下が短パン、夏梅はキャミソールとホットパンツ、鮫島も鳶雄と同じく短パンだが、上はタンクトップだ。髪をおろしていた夏梅もすっかり普段のアップ姿である。鮫島曰いわく、「鳥みてぇな頭」だそうだ。「鳥頭って言いたいの!?」と彼女は激怒していたが……。

　ラヴィニアは普段着で、ヴァーリはＴシャツに短パン、首にはマフラーという同じくいつもの出いで立ちだった。

　ラヴィニアとヴァーリに限っては、普段から同じような格好で過ごしている。同様の衣服をいくつもストックしているのだろう。

　そんな五人の間に妙みような沈ちん黙もくが続く。カチャカチャとスプーンやフォークが当たる音がやけに大きく聞こえた。

　この空気に耐たえ切れなくなったのか、鮫島はこめかみをひくつかせながら口を開く。

「もう、いいじゃねぇか。誤解だったんだろうが。幾瀬と皆川の間には、何もなかったんだろう？」

　鮫島にはすでにあの光景の弁明ができている。

　どこか抜けている突とつ貫かん娘むすめの夏梅を普段から見ているためか、真ま面じ目めな鳶雄が「誤解だ」と一言だけ言って納なつ得とくしてくれた。

　夏梅はばつが悪そうに──東とう城じよう紗枝のほうに視線をちらりちらりと送っていた。

「……そういう問題じゃないの。東城さんに本当に悪いと思って……」

　紗枝と鳶雄の視線が──合う。途と端たんに顔を紅潮させる両者。夏梅は、鳶雄と紗枝に気を遣つかったのだろうが、幼馴染みながら、そういうことに向き合っていなかった二人は気恥ずかしい思いを同時に抱いだいてしまった。

　鮫島が頰ほおをポリポリとかく。

「ま、男なんだし、浮うわ気きの一回ぐらいいいんじゃねぇか？　幾瀬、おまえだって、女ぐらい数人は知りたいだろ？」

　などと、すんなりと彼は答えた。

　ドガッ！　と、テーブルに身を乗り出した夏梅のチョップが、鮫島の頭部に直下した。チョップを食くらった頭を押さえる鮫島と、頭を抱かかえて唸うなる夏梅。

「バカか、あんたはッ！　よく、この二人を前にして言えたわね！　うー！　違うの、違うのよ、幾瀬くん、東城さん！　昨日、深夜にトイレへ立ったのよ！　気づいたら、幾瀬くんのベッドに──」

　そこまで言って彼女は恥ずかしそうに顔を両手で覆おおう。

「もうお嫁よめに行けない！」

「ま、待てよ。まるで俺が悪いみたいじゃないか」

　さすがに鳶雄もこれには抗こう議ぎする。

「つーか、便所に行って、違う部屋にある野や郎ろうのベッドに潜り込むなんて、並の芸当じゃねぇぞ。しかも今日から学校もどきに通い出すってときによ」
















　チョップを食らった箇か所しよをさすりつつ、キレ気味の鮫島は言う。

「うるさいうるさいうるさーい！　年がら年中バイクで暴走してるアンタに言われたかないわよ！」

「んだと！」

　どうやら、今日も夏梅と鮫島の早朝バトルから始まりそうだ。しかも、鳶雄の抗議も届いていない。

　鳶雄は呆あきれるようにため息をついた。紗枝のほうに視線を送ると──夏梅と鮫島のやり取りを見て、小さく笑っていた。

　……誤解は解けていそうだ。まあ、幼い頃ころから一緒に過ごしてきた仲だ。紗枝は、自分のことを誰よりも理解してくれているだろうと鳶雄は安あん堵どする。

　鳶雄の足あし下もとには、大型の黒くろ狗いぬ──刃が食事を終えたところだった。用意したゆでた鶏とりのささみ一キロをぺろりと平らげていた。大型犬だからといって、普通この量は一回の食事としても食べすぎである。しかもこの量を朝夕二回も摂とるのだ。……普通ではないゆえの食事量なのだと鳶雄は理解しているが……。

　出会った当初、あれほど小さかった刃が、わずかな間でここまで大きくなる──。それだけの異常な体験を自分はしてきたのだと鳶雄は思ってしまう。

　例の事件──『虚うつ蟬せみ機関』との戦いから二か月ほど過ぎていた。事件に巻き込まれた鳶雄、紗枝、夏梅、鮫島の四人は、すべてが終わったあと、再びこのマンションに集つどい、新たな生活をスタートさせている。

　この国の闇やみ、そして異能、異い形ぎようたちの世界に触ふれてしまった鳶雄たちは元の生活に戻もどれるはずもない。彼らが現状世話になっている組織──『神の子を見張る者グリゴリ』を頼たより、鳶雄たちは通っていた高校を退学することになった。

　それから二か月ほど、このマンションで自宅待機しながら、自主勉強をしていた。

　あの事件でケガを負った紗枝と鮫島だが、グリゴリのサポートもあってか、順調に──いや、予想以上の回復力を見せて、すでに日常生活をそつなくこなせるまでになっていた。鮫島は、独立具現型のセイクリッド・ギアを有するため、白砂との同調から、回復力が高まったのだろうと組織から言われた。

　紗枝のほうは……例の黒い獅し子しを身に宿したことで、身体面に何かしらの影えい響きようが出ているのではないかと告げられている。『虚蟬機関』とそれに関かん与よした者たちが生んだ技術ゆえにどんな副作用があるかわからないと、いまだグリゴリによる一日一度の検査が必要だった。何事もなければいいが……と鳶雄は平へい穏おんを願うばかりだ。

　そのようななか、今日から鳶雄たちはグリゴリが案内してくれる施し設せつ──『堕ちてきた者たちネフイリム』と呼ばれるセイクリッド・ギアを所有する子供たちの通う施設に身を寄せることになった。

　このマンション自体が、その施設の生徒の学生寮りようでもある。鳶雄は、まだ自分たち以外の住人を見ていなかった。しかし、共同フロアの使い方からして、どうにも自分たち以外の者たちも住んでいるようなのである。

　事前に聞かされている話では、鳶雄たちは『バラキエル教室』というクラスに入ることになっていた。

　紗枝と視線が合う。紗枝は、鳶雄から見た自分の容姿が気になったようだ。

「……やっぱり、この服、ちょっと特とく殊しゆだよね」

　そう言う紗枝が着ているのは──グリゴリから支給されたネフィリムの制服である。紗枝だけじゃなく、鳶雄、夏梅、鮫島もネフィリムの制服を着込んでいた。

　これがなかなかにデザイン的な制服である。青を基調としているのだが……それよりも鳶雄たちが気になったのは、少々逸いつ脱だつしたデザインだ。

　学校の制服というより、漫まん画がやアニメなどで中高生ぐらいの少年少女が所属する特殊対策的な組織の制服めいている。一見、コスプレにしか見えないだろう。

　これには夏梅と鮫島も口くち喧げん嘩かを止やめて意見を述べる。夏梅はその場で立ち上がって、スカートの裾すそを持つ。

「ちょっと、スカート短めだよね」

　スカートから覗のぞかせる女子高生の健康な白い太ももが目に入ってしまい、鳶雄は視線をずらしてしまう。

　鮫島も制服の襟えりぐりに指を入れて、ダルそうにしていた。

「ったく、普ふ段だん着ぎはダメっつーからな。堅かた苦くるしいことこの上ないぜ」

　全員、思うところはあるようだった。鳶雄は……普通の制服が良かったという本音もあるが、それよりもこのような状じよう況きよう下かに陥おちいっても学べるところがあることに喜びを感じていた。

　そのネフィリムの『教室』とやらで、学生らしい一いつ般ぱん的な勉強はできる──教えてくれるとのことだった。ありがたいことだ。普通の人間らしい生活を奪うばわれても、普通の人間と同じ教養は得たい。同い年の子と頭の差で平均値を下げたくなかった。

　しかし、教えてくれるのはそれだけではない。

　──セイクリッド・ギアの本格的な使い方及および異能力者、異形のモノとの戦い方も学べるとのことだ。

　異形の力を得てしまった以上、それは無視できない。使いこなせなければ、いまのこの生活さえも壊こわれてしまうかもしれない。それだけは避さけたかった。あれだけの体験をしてようやく手にした平穏なのだから──。

　そう、いくつもの難関、悲劇を乗り越こえ、鳶雄たちはいまここにいる。

　あれから、虚蟬機関の残党とそれに協力していた魔法使い──『オズの魔法使い』は襲おそいかかって来なかった。だが、終わり……ではないだろう。

　これは一時的な休息だ。それは全員の合がつ致ちした意見だった。

　それに自分たち以外にも生き残りの生徒──四し凶きようがいる。もしかしたら、彼らはいまこうしている間にも敵と戦っているのかもしれない。

　そう考えると、自分たちの一時的とはいえ平穏を申し訳なく感じてしまう。

　だが、鳶雄はこの穏おだやかな時間を大切にしたかった。失ってしまったものは大きいが、得たものも大きい。この状況だからこそ、夏梅や鮫島、ラヴィニア、ヴァーリに出会えたのだ。何よりも紗枝とも再び笑い合える。この環かん境きようを大事にしたい。

　鳶雄があらためてそう思っているところで、紗枝が手をあげた。

「今夜はカレーにしようと思うんだけど、皆みなは何か入れてほしい具とか、苦手なものってある？」

　ここで鳶雄たちと共に生活を始めた紗枝。救い出した両親とは離はなれて生活をしていた。

　彼女の一家もあの事件に関与していたために日常の生活を送れない立場にある。グリゴリの協力を得て、害の及ばない辺境で素す性じようを変えて新たな生活をしている。

　これは、あの研究施設から救い出した同級生とその肉親たちも同様だった。グリゴリの監かん視しのもと、現状どうにか平和に暮らしているという。グリゴリに記き憶おくの一部は改ざんされたようだが……まずは無事に暮らせることが第一だと鳶雄は思う。

　そんななかで鳶雄たちに付いてきてくれた東城紗枝。まだ杖つえが必要な生活だが、それ以外は健康そのものだ。鳶雄たちのグループでは、主に炊すい事じを担当していた。

　夏梅が挙手する。

「あ、私、付け合わせに福ふく神じん漬づけとらっきょうがあれば問題ないわ」

「スタンダードなら別になんでもいいぜ」

　と、鮫島。彼は凝こった料理よりも、家庭的な味付けを好んだ。その点では紗枝の調理（それと鳶雄の調理も）は好こう相あい性しようである。不良少年は、紗枝の料理にいまだ文句をつけたことがない。

　ラヴィニアも手をあげる。

「私は甘口がいいのです」

　皆の意見をまとめる紗枝。

「はい、わかったわ。鳶雄も甘口でいいよね。いつもと一いつ緒しよで鍋なべふたつ用意しましょう」

　ヴァーリがミルクをぐいっと飲んだあとに言う。

「カレーは別にこだわりはないが、中細の中ちゆう華か麵めんだけは買ってきてもらいたいな」

　夏梅がヴァーリに突つっ込む。

「カレーだってのに、中華麵なんてどうするのよ？」

「ふっ、皆川夏梅は知らないようだな。茹ゆでた中細の麵にカレーをかけるとカレーメンになるぞ。ちぢれ麵にルーが絡からんで、これがなかなかにうまい」

「ヴァーくんは、シチューの中にも麵を入れるほどなのです」

　ラヴィニアがそう言った。

　……ヴァーリはカレーにもシチューにも麵を入れるのか。そういえば、以前カレーやシチューを作ったときにしきりに「麵はないのか？」と訊きいてきたのを鳶雄は思いだした。

　鮫島がブフッと吹ふきだした。

「ルシドラ先生はどこまでも麵麵麵なのかよ。栄養のバランスがおかしいから、こんなにちっこいんだろうな」

　これに不満げなヴァーリ。

「むむっ！　鮫島綱生、そのルシドラというのは止めろと言ったはずだぞ」

　夏梅もヴァーリの嗜し好こうに肩かたをすくめていた。

「いやいや、カレーの残りにうどん、シチューの残りにスパゲッティ……とかならわかるけどね」

「通つうは中華麵を投入するのだ」

　えへんと胸を張って銀ぎん髪ぱつの少年は麵について語っていたが……ふいに背後の気配に気づいて振ふり返りもせずに口の端はしを吊つり上げる。

「なんだ、朝から来るなんて珍めずらしいな。──アザゼル」

　全員の視線が一点に集まる。

　いつの間にか、部屋の冷蔵庫を勝手に開けるスーツ姿の男性が入り込んでいた。高そうなスーツを着き崩くずした格好だった。男性は、冷蔵庫の中に入っていた炭酸飲料のペットボトルを取りだして蓋ふたを開け、呷あおりだす。

　テーブルの空いている席に座り、全員を見み渡わたした。

「よー、若人わこうど諸君」

「アザゼル総そう督とく！」

　夏梅が男性──グリゴリ総督であるアザゼルの登場に驚おどろいていた。突とつ然ぜんの登場だったので、夏梅だけではなく、鳶雄も紗枝も鮫島も驚いていた。

　ヴァーリとラヴィニアは、気配もなく現れたアザゼルを平然と受け止めているようだが……。

　アザゼルが鳶雄たちに訊いてくる。

「塩あん梅ばいはどうだ？　おっと、俺はパン二枚でよろしく頼たのむ、東城紗枝」

　紗枝にパンを頼むアザゼル。紗枝もついつい「は、はい」と答えて、トースターにパンを二枚入れていく。

　ヴァーリがアザゼルに問う。

「わざわざ食しよく卓たくにまで顔を出すってことは、何か用事があるってことか？」

　アザゼルは炭酸飲料を呷り、こう言う。

「まあ、それもあるし、単にキミたち──他た人にん行ぎよう儀ぎもなんだな。『おまえたち』でいいか。おまえたちとスキンシップを取りたいって面もある。ほら、今日は転入の日だろう？　ま、その施設を取り仕切っている立場なんでな。転入生とこういう朝の交流もいいだろう？」

　フレンドリーに接してくるアザゼル。

　悪いヒトではない。ここまで鳶雄や夏梅たち、陵りよう空くうの生徒を導いてくれたのは、間ま違ちがいなくこの男のおかげだ。こうして、生きて紗枝と朝食をいただけているのも、アザゼルの協力があったからこそだ。

　だが、捉とらえきれない──。正体、底が把は握あくできないのもまた事実。こうしてここに現れたが、この「スキンシップ」の裏に何があるのか。この男の思おも惑わくはまるで摑つかみ取れない。

　アザゼルは懐ふところから小冊子を取りだした。鳶雄たちには覚えがあった。「ネフィリム」に関するもので、いわゆる「入学のしおり」みたいなものだ。

　アザゼルがしおりを片手に訊いてくる。

「一応、目を通してくれたか？」

　鳶雄、紗枝、夏梅はうなずく。鮫島は目を泳がせていたが……。

　しおりに書かれていたことを要約すると、「ネフィリム」がどういうところで、どういう者が通っているか、そこで教えられることについてだ。そして、施し設せつ内で生活するに従っての約束事、その約束事を破った場合のペナルティー、そういうことも記されていた。

　あまりに浮うき世よ離ばなれした単語が並べられていて、ヴァーリではないが、中二病の少年が書き連ねた創作物の設定に思えてしまった。しかし、そこではそれが日常の世界──。

　少し前まで過ごしてきた生活とは、あまりにかけ離れすぎた世界に飛び込んでいるということなのだろう。

　鳶雄たちの反応を確かく認にんして、アザゼルはニコリと笑えみを作る。

「ならいい。ま、わからないことがあれば職員に訊いてくれ」

　トースターに入れていたパンの焼き上がった音。紗枝がアザゼルに手て渡わたした。

　アザゼルはそれをかじって言う。

「食ったら、『ネフィリム』に行く方法を教えてやろう」

　そうして、アザゼル込こみでの（奇き妙みような空気が渦うず巻まく）朝食は続いていった。
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　朝食を済ませた鳶雄たちは、バッグを持ち、通学の準備を整えた。

　マンションの一階で待っていたアザゼルに付いていくと、外には出ずにあろうことか、マンションのエレベーターのほうに向かっていってしまう。

　訝いぶかしく感じながらも鳶雄たち転入組はアザゼルに付いていく。

　エレベーターに入り込む前にアザゼルは、鳶雄たちに黒色のＩＤカードらしきものを手渡してきた。

「これがうちの関係者専用ＩＤカード……まあ、おまえさんたちにしてみれば学生証ってやつだな」

　手に取る鳶雄。黒いカードには写真もなく、鳶雄には読めない文字が羅ら列れつしている。

　アザゼルは先にエレベーターに乗り込み、鳶雄たちにも乗るよう促うながした。鳶雄たちのセイクリッド・ギア──相棒たる刃、グリフォン、白砂も主あるじに付き添そっていく。刃は鳶雄の横に、グリフォンは夏梅の肩に、白砂は鮫島の足あし下もとについた。

　しかし、ラヴィニアとヴァーリはエレベーターに乗り込まない。

　ラヴィニアが言う。

「私はそこの生徒ではないので、一緒には行かないのです。ただ、あとでヴァーくんと一緒に見学に行くのですよ」

「ま、先に行って未知の領域に慣れておくといいさ」

　ヴァーリはふふんと変わらずの生意気な態度でそう言った。

「じゃあ、またあとでな」

　アザゼルがラヴィニアとヴァーリに別れを告げるなり、エレベーターの扉とびらを閉めた。

　内部の階層ボタンを押すことなく、アザゼルは先ほどのＩＤカードをボタンの下側にあった認証機器にかざした。すると、程ほどなくしてエレベーターは──下がっていく。

　乗り込んだとき、そこは一階だった。それより下がるとなると──。

「地下があるのかよ、このマンション」

　鮫島が苦く笑しようしていた。

　どうやら、このマンションにはまだ自分たちの知らない装置がたくさんありそうだ。

　しかし、鳶雄はエレベーターの認証機器の存在に合が点てんもしていた。乗り込むたびにずっと気になっていたのだ。地下に行くための装置だとは露つゆほどにも想像できなかったが。

　乗ってから数十秒。エレベーターはまだ下がっていく。地下数階というレベルではないことは、鳶雄も気づいていた。階層を表す数字は、機能していないため正確なところはわからない。

　乗っているなかで、夏梅がアザゼルに問う。

「ねー、総督！　質問いいですか？」

「おう、皆川夏梅くん、何かな？」

「総督ってアザゼルって名前ですよね？　それって、聖書にも載のってる堕だ天てん使し？」

　そう、それは鳶雄も気になっていた。彼は──アザゼルは自分を堕おちた天使、堕天使だと名乗った。鳶雄が改めて調べてみたところ、グリゴリの名前が神話──旧約聖書関連に記されている。そこにグリゴリのリーダー格として、アザゼルの名前も書かれていたのだ。

「ああ、そうだ」

　アザゼルは平然と肯こう定ていする。

　……目の前の男が、神話レベルの存在、堕天使組織のボス……。夏梅は「わーお」と喜んでいたが、鳶雄は言い知れない怖こわさを感じてしまっていた。

　そんな会話をしつつも、エレベーターはついに到とう着ちやくする。

　扉が開くとそこは──拓ひらけた白い空間であった。天てん井じようも高く、横にも広く、奥行きもかなりある。

　何もない空間を進むアザゼル。中央辺りに立つと、先ほどのＩＤカードをその場で取りだしてみせた。すると、アザゼルの足下の床ゆかが開き、下から何かの機械が出てくる。

　それは、駅の改札口にある自動改札機によく似ていた。

　アザゼルがカードをぷらぷらと手で揺ゆらしながら言う。

「ここは『ネフィリム』に続くゲートのひとつだ。よーく見ておけ。んで、俺がこの先を通ったら、真ま似ねして通ってみてくれ」

　言うなり、アザゼルがカードを機械にかざす。機械に緑色のランプで矢印が表示された。アザゼルが改札機を通ると──淡あわい光に包まれて姿を消してしまった！

　先ほどまでそこにいたアザゼルがすっかり消えてしまっている！　改札機の特とく殊しゆな力であることはすぐにわかったのだが……。

「へー、おもしろそうね」

　夏梅はこの現象に嬉き々きとして前に出ていく。改札機を前にして、物もの怖おじせずにさっきのアザゼルの真似をして機械にカードをかざす。そして、通っていくと──やはり、今度は夏梅が光に包まれて消えていった。

「行くしかねぇんだろうな」

　鮫島は息を吐はきながら、夏梅に続いていく。

　鳶雄と紗枝も互たがいにうなずきあって、夏梅と鮫島を追った──。




　改札機を通り、光に包まれた先で待っていたのは──。

　鳶雄が目を開けるとそこは──どこかの建物内だった。

　先ほどの空間と違ちがい、建物の内部らしい黒光りの内装がされている。前方を確認すると、奥まで延びる通路。横を見れば、右にも左にも改札機がずらりと並び、後方を見やれば、やはり、奥まで延びる通路となっていた。天井も高く、この建物内が広大な場所なのだと認識できる。

「よし、全員来たな。ようこそ、『ネフィリム』へ」

　先にたどり着いていたアザゼルが、鳶雄たちを歓かん迎げいするようにそう言った。

　改札機を通った先に待っていた夏梅、鮫島、アザゼル……と、さらにもう一名、背の高い男性が佇たたずんでいる。体格が良く、精せい悍かんな顔つきをしていた。ただものではない気配は、鳶雄たちも容易に感じ取っている。

　男性の存在を気にしていることに気づいたアザゼルは、紹しよう介かいをしてくる。

「おまえたちに教育係をつけようと思ってな。ちょうど、当面の間だけ非番の幹部がいたんでそいつに頼たのむことにした。こいつは、グリゴリの幹部で名前は──バラキエル」

　男性──バラキエルと呼ばれた男性は、一歩前に出る。

「よろしく頼む」

　簡単なあいさつだった。……が、男性は鳶雄のことをじっと見つめていた。

　気になる鳶雄だったが……男性ことバラキエルは、

「……すまない、知っている者に少しだけ面おも影かげがあったのだ。気にしないでくれ」

　そんなふうに謝ってきた。

　しかし、このヒトが『バラキエル』……。『バラキエル教室』ということは、このヒトが鳶雄たちの……。

　アザゼルはバラキエルの背中を叩たたき、皆みなに言った。

「そんなわけで、今日からしばらくはこのバラキエルに指示をあおげ。施設内の案内も頼んであるから、ま、早めにここでの生活に慣れてくれ」

　こうして、鳶雄たちの新たな生活──試練がスタートとなった。
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　鳶とび雄おたちがグリゴリの教育施設──『堕ちてきた者たちネフイリム』に来てから、半月が経過していた。

　彼らがそこに通って習っていることは、一いつ般ぱん的な教養から始まり、この世に存在するあらゆる異能、異い形ぎようについての知識なども同時に教えられていた。

　当然、『堕ちてきた者たちネフイリム』は正式な学校ではない。いちおう、クラスもいくつかあり、そこに十代の少年少女が幾いく人にんも在ざい籍せきはしているが、鳶雄たちはこの世界に入ってきたばかりのため、先に身につけねばならないことがある。ここで生きていく以上、異能、異形の世界について、最低限知らなければならない。そのため、まずはこの施設に在籍する生徒たちに一通りのあいさつを述べたあとで、鳶雄たちは別の集中授業に入った。

　異能については、主に彼らの身に宿った神器──『セイクリッド・ギア』の説明となり、ラヴィニアが使うような魔ま法ほうについても触ふれていく。

　異形については、グリゴリが捕とらえた魔物──モンスターを実際にその目で確かく認にんする授業内容となった。

　つまり、鳶雄、紗さ枝え、夏なつ梅め、鮫さめ島じまの四人は、『堕ちてきた者たちネフイリム』に来てからの半月で、いままでの人生においてまったく触れてこなかった、関係のなかった世界を教育として、知識として教え込まれていたのである。

　ついこの間、異能を発現し、異能力者と戦い始めた鳶雄にとって、驚おどろくことばかり……いや、冗じよう談だんのように思える話の数々だった。

　とはいえ、身に起こったこと、現在教えられていることは事実なのだ。実際に異能があり、自身にも宿っていて、魔法も魔物も存在する。それは先日の戦いで嫌いやというほど、命の危険に晒さらされながら体験してきた。

　しかし、戦いから一歩退ひいた閑かん寂じやくのなかで知識として、教育として、当たり前のように教えられると当とう惑わくすることばかりだった。

　鮫島はこの状じよう況きようを眉み間けんにしわを寄せながら、こう述べていた。

「……ファンタジーもんの作り方を真ま面じ目めに解説されてるみたいだぜ……」

　そう思ってしまうのも仕方のないことかもしれない。それほどまでに、異能と異形のことを授業として受けるのは常識の範はん囲い外がいすぎた。だが、これはここで生きていく以上、初歩的な知識、基き礎その情報なのだ。これらを知らずして、ここの生徒として生活はできないのだろう。

　そういう知識面での授業がありつつも、実際の学業らしく体育ともいえる体を動かす科目もあった。

　ちょうど、鳶雄、鮫島の二人は、運動用のウェアに着き替がえて、施し設せつの屋内ランニングトラックで走り込みを続けていた。

　トラックを幾度も駆かけ回り、ようやくメニューであった十五キロの長ちよう距きよ離りを終える。

　走り終わった鮫島は、ゴール直後にその場で座り込み、ぜーはーと激しく息をついていた。鮫島は全身から汗あせを噴ふきだしながら、毒づく。

「……ったく、毎回何キロも何キロも走らせやがってよ……っ！　俺らにオリンピックでも狙ねらわせる気かってんだ……っ！　こんなに走ったのは中ちゆう坊ぼうの頃ころ以来だぜ……っ！」

　鮫島のあとにゴールした鳶雄は息も絶え絶えになりながらも言った。

「……バラキエル先生が言うには、まずは体力だそうだから……。……逃にげ回るだけの体力がまずは必要ってのはなんとなくわかる気はするよ。だって、俺たちはこっちの世界では初心者だ。初心者以前の状態でも容よう赦しやなく命を狙われたわけだし、少なくとも走り回れるだけの体力がなければ……今度こそ殺されてもおかしくない」

　彼らに諸もろ々もろ教えている堕天使の幹部──バラキエル。

『堕ちてきた者たちネフイリム』の主なシステムとして、一定数の生徒が一人の教師の下について指導を受けることになっている。ひとつの教室に複数の生徒を集めて、授業ごとに教師が替かわる一般的な学校とは性質が違った。そのため、鳶雄たちは、バラキエルの下で授業を受けていた。この場合、『バラキエル教室』の生徒ということになる。

　グリゴリの幹部は数が限られており、その下で教えを受けられるのは非常に貴重だと、総そう督とくのアザゼルに言われた。

　それは鳶雄たちへの期待ゆえか、それとも危険視ゆえか──。

　そのバラキエルが、基礎知識を教えたあとに鳶雄たちに課したのが、体力作りだった。何をしても、まずは体力がなければどの局面でも長くは動けない。だからこそ、徹てつ底てい的な走り込みを彼らに課した。

　鮫島は、先日の戦いで重傷を負ったのだが、すでに完治に近い状態となっており、こうして長距離を走っても文句を垂れるほどには回復していた。これも彼に宿るセイクリッド・ギアの作用があるからだという。彼のセイクリッド・ギアたる白い猫ねこ──白びやく砂さは、長距離から帰ってきた主あるじのもとに歩み寄り、頭をすりすりして甘えていた。

　セイクリッド・ギアといえば、鳶雄の相棒こと刃ジンはというと、主と共に十五キロを併へい走そうし、ゴール後も隣となりで整然とお座りをしていた。主と違い、刃は息ひとつ切らせていない。

　単に体力が凄すさまじいのか、それともセイクリッド・ギアゆえに疲つかれることを知らないのか……。とはいえ、主としては刃の横でぜーはーといつまでも息を切らしていては格好が悪いだろう。

　鳶雄は、水分補給をして、体を程ほどよくストレッチしたあとに次の訓練メニューである縄なわ跳とびをするため、縄を手に取った。

　縄跳びをし始めた鳶雄を尻しり目めにして、鮫島が言う。

「……前から思ってたが、幾いく瀬せ、おまえって優等生っつーよりも負けず嫌ぎらいか？」

　などと言いだした。

「急に何？」

　跳びながら問い返す鳶雄に鮫島は言う。

「いや。優等生のように模も範はん的な行動するくせに、目がギラついているっつーか、何か、分身の狗いぬにさえ弱みを見せないよな」

　鮫島も鳶雄の横に並んで縄跳びをしだした。

「元から優等生じゃないよ。勉強はそこそこだし、運動も目立って得意ってほどでもないし」

　鳶雄が言うように彼は陵りよう空くう高校時代から、目立った存在ではなかった。勉強はそこそこ、運動も可もなく不可もなくの一般的な男子高校生だった。幼おさな馴な染じみの紗枝のほうが、クラスで人気だったほどだ。

　それを聞いて鮫島は笑った。

「そうか。同じ学校出身なのに、俺はあそこにいた頃、おまえのことを一いつ切さい知らなかったからな。目立たない普ふ通つうの生徒なら、俺が知らなくても仕方がないか」

　当時の鮫島からすれば、毒にも薬にもならない鳶雄の存在は道ばたの石ころ同然だっただろう。鳶雄が、ケンカが強かったり、女子生徒たちの憧あこがれの的だったりすれば、鮫島の耳にも届いただろうが……あいにく、そこまでの器量は持ち合わせていなかった。

　逆に鳶雄の耳には不良として有名だった鮫島のことが、嫌というほど入ってきていた。

　その二人がどういうことか、横に並んでぴょんぴょんと縄跳びトレーニングをしているのだから、運命とは面おも白しろいものだと鳶雄は感じてしまう。

　鳶雄と鮫島が縄跳びをしているなかで、女子たちの声が聞こえてくる。

「……ぜーぜー、こ、こんなに走って……本当、いいダイエットよね、これ。それより、東とう城じようさんこそ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ふぅー、どうにか、歩けるぐらいはね」

　息を切らす夏梅と紗枝だった。運動着姿の二人。夏梅が鳶雄たちがやっていた長距離走のメニューをちょうど終えたところなのだろう。

　鳶雄たちのようにセイクリッド・ギアを有していない紗枝は、座学だけで十分だったのだが、いい機会だから自分も体力をつけるのと、リハビリを兼かねて、軽め特訓に取り組むことを選せん択たくしたのだった。軽めとはいえ、あの事件があったあとの彼女にとってはキツいメニューには違ちがいない。トラックを歩くだけでも玉のような汗をかく。

　同様に事件でケガを負った鮫島は……胸を貫つらぬかれたことなどなかったかのように長距離を走り、縄跳びもぴょんぴょんと跳はねていた。

「頑がん丈じようが取り柄えなんでな」

　──と、笑うほどだった。

　全員が走り終わり、次の行動に移っていくなかで、鳶雄たちの座学の講師兼けんトレーニングの監かん督とくを務めるバラキエルが姿を見せる。

　強面こわもての表情で鳶雄たちを確認すると、ひとつうなずいた。

「うむ、長距離は終えたようだな。まだメニューは半分だが、水分補給だけは気をつけるように」

　一見、怖こわそうな空気を漂ただよわせる長身の男性だが、見た目に反して気配りのできる人物でもあった。特訓に関して、一切の妥だ協きようを許さず、メニューを全部こなすまでは頑がんとして譲ゆずらないが、鳶雄たちの心身の限度も計っており、限界を超こえるトレーニングは決してさせない。

　大声で鳶雄たちを急せかすことはせず、ドンとうしろに構えて見届けつつアドバイスを送ることに徹てつしきっていた。

　こういうことに文句を吐はきそうな鮫島が、黙だまってメニューをこなすのも、バラキエルの放つ無言のプレッシャーだけではなく、身にまとう雰ふん囲い気きから強つわ者ものの存在感を感じ取っているからだろう。

　そのような基礎特訓をこなしていく鳶雄たちだが、体力、筋力作りをしたあとは場所を変えて組み手となる。ランニングトラックから、広々としたトレーニングルームに移動した。天てん井じようも非常に高く、戦せん闘とうのしやすい場所となっていた。

　基本、組み手はバラキエルとの一対一が主なのだが、時折相手が替わる日もあった。

　そういうときは決まって──。

「俺の出番のようだ」

　鳶雄たちの前に姿を現したのは、不敵な笑えみを浮うかべる銀ぎん髪ぱつの少年──ヴァーリだった。

　そう、ヴァーリが組み手の相手となるときもあるのだ。

　鳶雄たちのように平日は毎日というわけではないが、ヴァーリも『堕ちてきた者たちネフイリム』にはよく顔を出している。グリゴリは、そのヴァーリに鳶雄たちの組み手の相手をするように言付けてあったのだ。

　とうのヴァーリはこの組み手をそれなりに楽しんでいるようで──、

「……ふふっ、幾瀬鳶雄、鮫島綱こう生き、さあ、用意をしろ。この『白い龍バニシング・ドラゴン』が今日も相手をしてやろう」

　小こ柄がらな体たい軀くでどーんと構えて、鳶雄、鮫島の二人の前に立つ。

　どうやら、思っている以上に鳶雄と鮫島の成長が楽しいようで、二人の組み手相手を率そつ先せんして請うけ負っていた。

　鳶雄と鮫島は、お互たがいに相棒──刃と白砂を従える。

　刃を前方に据すえる鳶雄と、白砂を肩かたに置く鮫島はそれぞれで戦闘スタイルを確立しつつあった。

　壁かべ際ぎわで待機している夏梅と紗枝が応おう援えんを送ってくる。

「男子ぃ！　今日こそヴァーくんに勝ってよね！」

「三人ともケガしないようにね！」

　鳶雄的にはどうにもどちらも難しい。できるだけケガはしないようにしたいが、相手が年下とはいえ格上なため、それは相当無茶な相談だ。

　鳶雄と鮫島、そしてヴァーリ、その双そう方ほうの間に入るようにバラキエルが立つ。両サイドの臨戦態勢を確かく認にんしたのち、「はじめっ！」と組み手の開始を告げる。

　先に動いたのは、鮫島だった。肩に乗せた白砂の尾おを変化させ、伸のばしていく。それを自身の腕うでにぐるぐると巻いてもらい、鋭するどい円えん錐すい形のランスにさせた。そこに──バチバチと音を鳴らしながら電気が走り出す。

　鮫島は先日の『虚うつ蟬せみ機関』との争いの折、白砂を無意識に次のステージ──四し凶きようの真の姿に一歩近づけた。その際、白砂は白い獣けもの──サーベルタイガーのような面めん貌ぼうを持った三メートル以上の巨きよ獣じゆうに変化を遂とげたのだ。いまはその姿になってはいないが、巨獣に変化したときに発現したスパーク現象は、通常の猫サイズでも放てるようになっており、鮫島のランスにそれを生じさせている。

　鳶雄はその電でん撃げきに当たらぬよう距きよ離りを取って並んだ。とうの鳶雄＋刃コンビにも変化は訪おとずれている。刃は音もなく足あし下もとの影かげより、一本の片かた刃ばの剣けんを生み出すと、それを口に横一文字にくわえた。刃は、子犬のときのように体からブレードを生はやすことはしなくなった代わりに、任意であらゆる影からブレードを生やすようになった。

　つまり、刃自身の意志でもブレードを生やすようになったのである。これは刃自体が子犬の頃ころよりも自我を持った証しよう拠こであった。

　そして、鳶雄にも能力の成長が現れていた。

「──出ろ」

　鳶雄が、そうぼそりと念じながらつぶやくと、足下の影よりぬるりと得え物ものが出現していく。長い柄えが、足下より伸びてきて鳶雄がそれをつかんで一気に引き抜ぬいた。

　彼が手に持ったのは、柄と刀身の長い鎌かまであった。流りゆう麗れいに弧こを描えがく、対象物を刈かり取る得物──。雑草を刈り取るための鎌ではなく、死神が手にするような大型の鎌である。『虚蟬機関』との戦いでセイクリッド・ギアとしての能力は上がっており、鳶雄も刃を通して任意のブレードを影から生み出すことができるようになっていた。

　鳶雄も『虚蟬機関』との争いで、相棒の刃だけではなく、自分も戦闘中に動かねばならないことを実感していた。戦場で逃にげ回って、刃に命令するだけでは、今後の戦闘で生き残れない。刃のマスター──本体である鳶雄は、確実に相手に狙ねらわれる。

　主に危機が迫せまれば、刃が守ってはくれるだろうが、それにも限界はあるだろう。相手が刃より強ければ、すべてが終わる。そのため、主である鳶雄自身も強くなければならない。

　鮫島と同様にセイクリッド・ギアとの連係が必要なのだ。それをおこなうにはマスター自体が強くなければ話にならない。

　鳶雄が、戦闘中に扱あつかう武器として選んだのが鎌だったのである。それ以前に各種様々な刃はのついた得物を実際に握にぎって振ふるってみたのだが……手に馴な染じんだのが、予想だにしてなかった鎌だったのだ。一見、剣よりも遥はるかに扱いにくいと思えたのだが、鳶雄は手に取るなり、器用にくるくると鎌を回して、振り上げ、引き抜き、振り下ろす挙動が様になっていた。仲間は鎌を選んだことを不気味がった（ヴァーリは好意的だった）が、鳶雄は直感で「これだ」と自分の得物を決めたのだった。

　その鳶雄が、練習相手となるヴァーリを前に、鎌をくるくると数度回したあとに構えた。

　最初に仕し掛かけたのは、鮫島だった。鋭く飛び出していき、スパークが走るランスをヴァーリに向けて打ち込んでいく。ヴァーリは回かい避ひする気配も見せず、鋭く迫るランスの一撃を、手でパシンと払はらうだけで攻こう撃げきの軌き道どうをずらしてしまう。間かん髪はつを容いれずにヴァーリは鮫島に向けて手に灯ともった輝かがやき──オーラを撃うち放った。鮫島は、ランスを盾たてにしてその一発をどうにか防ぐが、オーラの衝しよう撃げきは凄すさまじく、不良少年の体を後方に押し出していく。しかし、鮫島がうしろに吹ふっ飛ばされることはなかった。

　鮫島が仕掛けたところで、次は刃だった。黒い弾だん丸がんと化した刃は、目にも留まらぬハイスピードでヴァーリに詰つめ寄り、口にくわえたブレードで斬きりかかる。ヴァーリは正面から、その振りかぶったブレードを──右手の指二本で挟はさんで止めてしまった。──が、成犬サイズとなっている刃の体重は、むろん攻撃に上乗せされており、単純な体格差で劣おとるヴァーリの体勢を強ごう引いんに崩くずそうとする。ヴァーリもそれを察知して、瞬しゆん時じに指を離はなして刃を衝撃波で後方に吹き飛ばす。吹き飛ばされながらも、刃は空中で華か麗れいに反転して、見事に着地した。

　鳶雄＋刃、鮫島＋白砂は体勢を立て直して、再びヴァーリに構えた。

　これが、現時点での三者の実力差であった。出会いの頃より鳶雄たちも成長しており、銀髪の少年に手も足も出ずに訓練が終しゆう了りようするということはなかったのだ。

　とはいえ、鳶雄たちはいまだに勝機が見えない。それだけの少年だ。ヴァーリとの模も擬ぎ戦は、十回を超えるが、いまのようにこちらの行動、攻撃を軽くいなしてくる。

　再び仕掛けていく鳶雄と鮫島だが……鳶雄が振るう大鎌も、鮫島の放つランスも、ヴァーリを追い詰めるだけの脅きよう威いはまるでなく、刃と白砂が主あるじと抜ばつ群ぐんの息が合った攻撃を見せるものの、銀髪の少年に本気を出させるだけのものにはなっていなかった。

　鳶雄が、どうにか形にはなっていた大鎌の攻撃姿勢で振り下ろしていく。肩かた口ぐちを狙い、そのまま斜ななめに切り抜かんばかりに斬りかかるが──ヴァーリは残像だけを残して、鎌の一振りを容易に躱かわす。

　主である鳶雄の攻撃が空くうを切ったのと同時に、刃も再び飛び出しており、ヴァーリの死角に回ってから、攻撃を加えていく。ヴァーリは軽々と避よけるが、彼の足下の影から、歪いびつな形のブレードが鋭く生えてきた。赤く光る刃の目。黒い狗いぬが、それらを自分の意志で出現させたのだ。

　ヴァーリはその影からのブレードすらもその場でジャンプして躱す。しかし、そのヴァーリの足に白い何かが巻き付いていった。──白砂の尾の一本だった。一いつ切さいの気配を感じさせずにヴァーリの足を取ったのだ。

　巻き付いた尾は、そのまま電撃を流して、着地したばかりのヴァーリに伝わっていく。バチバチと少年の体に激しい電撃が襲おそうが……ヴァーリは体にオーラを纏まとっているせいか、さほど効いているようには見えない。しかし、足を尾で繫つないでいるのは確かだ。

「隙すきありだっ！」

　距離を詰めていた鮫島が、電撃を纏ったランスでヴァーリを打ち抜こうとした。この状態ならば避けられないと踏ふんだのだろうが──ヴァーリは背中から光り輝く両りよう翼よくを出現させる。

　──彼のセイクリッド・ギアだった。

　セイクリッド・ギア発現の余波で、ヴァーリの足に巻かれていた白砂の尾が、強引に引きはがされていく。

　ヴァーリは輝く翼つばさを生やしたまま、その場で天てん井じよう高くまで飛び上がった。天井の付近でこちらを見下ろし、皮肉げに笑った。

「隙？　ふっ、あれぐらいで調子づくようじゃまだまだだね」

　天井からオーラの塊かたまりを雨のように乱れ撃ちしてきた！　これには飛ぶことができない鳶雄も鮫島もたまったものではないっ！　大鎌はその一発で刃を折られ、鮫島の肩にいた白砂も直撃を受けて、後方に飛ばされてしまった。刃も避けるので精せい一いつ杯ぱいで飛びかかることもできない。オーラの塊をその身に受けると、鈍どん器きで打ちつけられたような衝撃が全身を襲う。

　鳶雄と鮫島の得物が、離れたことを確認して、バラキエルが息を吐いて、手をあげた。

「そこまで！」

　その一声で模擬戦は、終わりを告げる。結局、今回もヴァーリに本気の「ほ」の字も出させることができず、鳶雄も鮫島も悔くやしさに歯は嚙がみした。

　応援していた夏梅の「情けないぞ、男子！」という声に鳶雄は言葉もない。鮫島は「うっせ、鳥頭！」と応戦していたが……。

　だが、これが現時点での鳶雄とヴァーリの実力差である。年下の彼との差はまだまだ残ざん酷こくなほど、開いていた。




　　　　２




「いつつ……」

　シャワールームでトレーニング後の汗あせを流す鳶雄は、体中に残る痛みにまいっていた。あのあと、もう一戦、ヴァーリと模擬戦をしたが……変わらず捉とらえきることができずに一方的にダメージを受けてしまった。体のあちらこちらに痣あざができていた。

　二戦負けたところで、今日の特訓はお開きとなり、汗を流すためにシャワーを浴びていた。鮫島はさっさとシャワーを済ませて、ここをあとにした。彼も痣だらけだったが、元気は有り余っているようで、ツーリングをしにいったのだ。彼なりの気分転てん換かんがバイクの運転のようで、良いことがあっても悪いことがあっても、気を取り直すためバイクにまたがっていた。

　気を取り直せない鳶雄はというと、シャワーを浴びながら、素す早ばやく、攻撃をあしらうのが巧うまい相手を捉える術すべを脳内で模も索さくしていた。

　得物に大鎌を選んだとはいえ、物が大ぶりな以上、挙動も構えも大おお仰ぎようとなる。ヴァーリを相手にした場合、上段から振り下ろしても、下段から振り上げても、いち挙動ひとつひとつが大げさだ。体の仕草から、次にどう来るか、相手が上手であればあるほど、手の内は見み透すかされるだろう。自身の肉体を鍛きたえ上げれば、攻撃の挙動をもっと早くすることは可能だろうが……。ついこの間まで普ふ通つうの高校生だった自分にとって、鍛たん練れんしなければ叶かなわないものをいますぐ手に入れることは難しい。

　──やはり、強くなるには刃との連係が何よりも重要ということになる。

　当然だが、鳶雄にとっての『最強』の手段、能力は、己おのれのセイクリッド・ギアたる黒い狗『刃』である。それを最大限活用しないのは愚おろか者以外の何者でもない。

　……自分の攻撃のバリエーションの内容と数を刃との連携のなかで培つちかっていくしかないだろう。

　鳶雄はそこからさらに刃との連係をあれこれ脳内で思し慮りよしていく。十分ほど過ぎた頃になって、ようやくシャワーを浴びすぎていることに気づいた。ハッと我に返り、頭かぶりを振ってシャワーの栓せんを締しめる。

　ロッカールームで下を穿はいてから、上半身裸はだかのまま、備え付けられていた長なが椅い子すに腰こしをおろす。横にお座りした刃の頭を撫なでながらも、鳶雄は今日の特訓の反省を頭のなかでしていく。

　いくら考えたところで、現状、力量差が覆くつがえらないのは確実なのだ。当たり前の答えでもって、今日も気持ちに決着をつけさせよう。

　……こうやって、毎日、勝てない悔しさを落ち着かせる。……案外、自分は負けず嫌ぎらいなんだなと皮肉げに自じ嘲ちようした。

　鮫島もバイクに乗ることで、自分と同じように気持ちを切り替かえているのだろう。

　十代の男子たるもの、やはり年下に負けるのは悔しいものなのだ。

「トビー、試合後の水分補給はしなきゃダメなのですよ？」

　──と、横合いから、声がかかり、自分の前に給水ボトルが出された。鳶雄は「ありがとう」と自然に受け取り、自然に呷あおったが……。

　……おかしな点に気づいて、視線を横に向ける。

　そこには、競泳水着を着た金きん髪ぱつの美少女──ラヴィニアが座っていたのだった！　突とつ然ぜんのことに驚おどろいて、その場で立ち上がる鳶雄。

「ラヴィニアさん！　どうしてここに!?」

　ここは男子のシャワールームだ。女性のラヴィニアがいること自体おかしい。

　しかし、鳶雄の言葉に首を傾かしげるラヴィニア。

　いつものとんがり帽ぼう子しを被かぶっていないせいか、髪かみがキラキラ光っているように思えた。しかも髪も水着も濡ぬれている。屋内プールに入っていたようだ。

　彼女は度たび々たびこの施し設せつの設備を活用している。自分たちの特訓をたまに見学しに来るが……今日は見かけないため、来ていないものだと思っていたのだ。

「ラヴィニアでいいのですよ？」

　見けん当とう違ちがいの答えが返ってきた。しかも彼女までその場で立ち上がる。

　……競泳水着のきわどい角度に目がいってしまい、鳶雄はすぐさま視線をずらした。……健康な男子にとって、白人少女の滑なめらかそうな柔やわ肌はだ──特に太ももの辺り──はあまりにまぶしい。

　鳶雄は目をそらしながらも言う。

「い、いや、そういうことじゃなくてっ！　ここは男子のロッカーだよ！」

　そう注意するも、ラヴィニアは気にも留めず、とあるロッカーの前に立って──水着を脱ぬぎだしているではないか！　ここ、女子専用だったか!?　勘かん違ちがいしたのかとパニックになりかけたが、ここは何度も利用しているし、今日も来るときに鮫島と共に入室した。やはり、どう思い返してもここは「男子専用」である。

　そうなると、勘違いしているのは、ラヴィニアということになるが……。

　ちらりと横目に見れば──彼女は水着をすべて脱いでいて、生まれたままの姿になっていた！　たまらず、鳶雄は刃をその場で抱だきかかえて、刃の顔を直視することで目のやり場を確保した。
















　とうの刃は、主に突然抱きかかえられて、二足で立つことを強要され、真っ正面からガンをつけられるという状じよう況きようになっている。黒い狗は「!?!?」と困こん惑わくしていた。

　そんな鳶雄と刃のコンビのことなど、お構いなしにラヴィニアはマイペースで語りかけてくる。

「ヴァーくんとの模擬戦はどうなのです？」

「ま、負けたよ」

「それは仕方のないことなのです。ヴァーくんはアザゼル総そう督とくと出会ってから、セイクリッド・ギアをはじめ、自分の力を高めてきたのですから、この間、力に目覚めたばかりのトビーとシャークたちではまだまだ太た刀ち打うちできなくて当然なのです」

「そ、そうだね。け、けど、やっぱり、勝ちたいから、刃と共に連係を深めて、強くなりたいよ」

「それが一番なのです。それこそ、独立具現型の所有者なのです」

　さっさと残りの着き替がえをロッカーから取りだして、この場を離れたほうが賢けん明めいだと鳶雄は理解しているのだが……会話が続く以上、話題が途と切ぎれるまではいたほうがいいのかもしれないと、よくわからない理り屈くつで動いていた。ラヴィニアの登場で混乱しているのは明白である。

　ふと、鳶雄からつい話題を出してしまう。独立具現型というワードが飛び出したせいか、ラヴィニアもそのセイクリッド・ギアを持っていることを思いだしたのだ。

「ラ、ラヴィニアさんも、独立具現型のセイクリッド・ギアを持っているよね」

「はい。私もトビーたちと同じなのです」

　鳶雄の記き憶おくに氷で作られた背の高い異い形ぎようの姫ひめ君ぎみが思い返される。心身まで底冷えしそうな雰ふん囲い気きと波動を全身から放っていた。

「……ヴァーリのセイクリッド・ギアは……」

「はい、授業で受けたとは思いますが、私やトビーのタイプと違って、ヴァーくんのは魔ま物ものがセイクリッド・ギアに封ふう印いんされているタイプなのです。その魔物の能力、特性を発揮しているのです。背中に生はえる光の翼は、魔物の力を発現するための装置だと思ってくれていいのです」

　セイクリッド・ギアは多種多様であり、いくつかの種類に大別できるようだが、なかにはカテゴライズできない特性を持ったものも少なくないと講義で聴きいた。ヴァーリの持つセイクリッド・ギアは鳶雄たちの独立具現型とは違う、魔物封印型とされる。その封印された魔物は、伝記に記された伝説の魔ま獣じゆうであったり、伝説のドラゴンであったり……。ヴァーリのセイクリッド・ギアには『二に天てん龍りゆう』と呼ばれる最強のドラゴンの一角、『白い龍バニシング・ドラゴン』が封印されていると聞いた。それを知ったときの夏梅と鮫島の驚きようといったらなかった。

「「脳内設定じゃない!?」」

　──と、ヴァーリの作りだした中二病的な妄もう想そうだと思い込んでいたため、ドラゴンの話が真実と知るやいなや目玉が飛び出さんばかりにビックリしていた（とはいえ、さすがに魔王ルシファーの設定は中二病だろうと結論づけた）。

　そのヴァーリのセイクリッド・ギアの特性は、鳶雄が『虚蟬機関』の機関長──姫ひめ島じま唐棣はねずとの戦いで暴走したときに使われたというが、とうの鳶雄はそのときの記憶はなかった。ただ、模も擬ぎ戦では、その特性が一度も使われていない。光の翼を出現させることはあるが、それを用いてセイクリッド・ギア固有の異能を使ってはくれなかった。つまり、鳶雄たちはまだヴァーリにとって、その程度の相手ということだ。その現実に鳶雄は悔しさを感じていた。

　そんな鳶雄の心中を見透かすかのようにラヴィニアは言う。

「先ほども言いましたが、トビーが気落ちすることはないのですよ。まだこれからなのです。トビーもヴァーくんや私の持っているセイクリッド・ギア同様、ちょっと特別なものなのです。ここできちんと使い方を学べばいずれはヴァーくんを驚かせることもできるはずなのです」

　そう、鳶雄、ラヴィニア、ヴァーリが持つセイクリッド・ギアは、実のところ、夏梅や鮫島の持っているものとは一線を画するのだと説明を受けた。

　神をも滅ほろぼす具現──神滅具ロンギヌスと呼ばれるこの世界に現状十三種しかない極きわめて強力なセイクリッド・ギアなのだという。極めれば、神すらも屠ほふれるとされる超ちよう越えつ的な異能が、自分に宿っているというのだ。

　ふいに刃の目を覗のぞき込む。血のように真っ赤な瞳ひとみ。刃の瞳には自分の姿が映り込んでいるが……その先には深い、深い何かがあるようにも思えて……。

　神すらも屠れる力……。実感は……あるようでないような……。

　夏梅が言うには、自分が暴走したとき、あの展望室だけではなく、周囲の山々まで巨きよ大だいなブレードが無数に生えたという。それもすべて自分の異能だというのだが……。

　自分に操あやつれない力では、意味がないと思う。自分が自覚していない異能は、いたずらに周囲を危険に晒さらしそうで怖こわいのだ。

　ラヴィニアが言う。

「同じ独立具現型を有する者として、ひとつだけアドバイスするとしたら……。隣となりに生じたセイクリッド・ギア、つまり自分の分身との一体化を果たすこと──」

「一体化……」

「連係や命令、それは独立具現型を操る上で当然の節理。けれど、自分の分身たるセイクリッド・ギアを真に操るとしたら、それは同調、共鳴、体だけではなく、心から、魂たましいからひとつとなるしかないのです。セイクリッド・ギアの深しん奥おう、そこを目指して潜もぐり込めば潜り込むだけ、真の理ことわりに近づけるとされているのです」

「……セイクリッド・ギアの……深奥……」

　刃の瞳──。その奥には、何が眠ねむっているのか？　この黒い狗いぬの持つものの奥には何があるというのか？




　──おまえの刃は、どこまでも届く。だが、おまえの刃は、すべてを傷つける──。

　──おまえは、すでに人を止やめているのだから。




　──ッッ！　ふいにその言葉が脳のう裏りに蘇よみがえって鳶雄は体がびくついた。

　……あの夢は、深いところ、闇やみからの声に思えた。それは、刃の深奥にある闇……いや、自分の抱かかえている、自分が有している力の奥にある闇……？

　ラヴィニアがこう言う。

「……えらそうなことを言っていますが、正直なところ、私もまだ自分のお人形をうまく使えないのです。セイクリッド・ギアを真に操るため、一体化を目指して、真理を探さぐろうとすればするほど……お人形に吞のみ込まれそうになるのです。お人形を、姫君を操るはずの私が、実はその姫君の操り人形なのではないかと……。そう感じてしまうことが、とても怖い……。魔法をいくら覚えても、生まれたときから自分に宿っていた力に対する恐おそれは薄うすれないものなのです」

　いつもの口調とは違い、そのときのラヴィニアの言葉は、どこか憂うれいを帯びると共に恐きよう怖ふを抱いだいているように思えてならなかった。自分よりもずっと前から独立具現型のセイクリッド・ギアと向き合ってきたであろう彼女ですらそのような感情をいまだ抱いている……。

「トビーも気をつけてほしいのです。独立具現型は、内に眠る力を探ろうとすればするだけ、真理に近づける分、その力に吞み込まれる可能性も高まるのです。分身は自分の一部であり、もう一人の自分。もう一人の自分は、隙すきあらばいつでも入れ替わろうとしてくるのですよ」

　ラヴィニアはそう忠告してくれた。

　刃が……自分と入れ替かわろうとする……？

　刃と見つめ合う鳶雄だが、とうの黒い狗は首を傾かしげるだけだった。

　……刃、というよりはあの夢で出会ったモノが、自分と入れ替わろうと隙をうかがっている……？

　自分が刃の力を使いこなすには、相応の覚かく悟ごと鍛たん錬れんが必要なのだろうなと鳶雄はあらためて理解した。

　そして、魔法という単語を耳にしたところで鳶雄はふと『虚蟬機関』のアジトで出会った老女──魔女を思い返す。あのとき、ラヴィニアは冷たい目をして、敵の魔女を睨にらんでいた……。

　鳶雄は訊きいてしまう。

「……ラヴィニアさんは『虚蟬機関』のアジトで見かけた魔女と……何か関係があるのかい……？」

　明らかにラヴィニアは憎ぞう悪おの対象として、あの老女──紫し炎えんの巨きよ人じんを操る魔女と対たい峙じしていた。魔法を使う者同士、何か因いん縁ねんがあるのだろうか？

　いちおう、あの魔女が『オズの魔ま法ほう使つかい』と関連していることだけは告げられているが……。児童文学として有名な『オズの魔法使い』が出てきたことで、鳶雄たちは大いに困惑することになったのだが……。

　鳶雄は質問したあとで、ラヴィニアからの返答がないことを訝いぶかしく思い、刃から目線を離はなして、ちらりと横を見て──。

「あれは敵なのです」

　そこには間近にまで迫せまっていたラヴィニアの顔があった！　鳶雄は、いきなりの登場に驚おどろいた。しかも、ラヴィニアの格好は……タオルを首から掛かけているだけという……。胸むな元もとの白い双そう丘きゆうも、その下も……見えてしまっていたっ！

　構わずにラヴィニアは言う。

「私は、あの魔女を……彼女たちを止めるためにこの地に来たのですから」

　そんな格好をしていながらも、彼女の表情は真に迫ったものとなっていたのだが……。

　そのときだった。

「鳶雄いる？　水分補給用のボトル、持ってきたんだけど……。誰だれかいますか？」

　外から声がかかった！　紗枝の声だっ！　なんというタイミングの悪さだろうか！　鳶雄もこの状況に、思考は完全に飛んでしまっていた。刃のように影かげのなかに隠かくれられたらどれだけいいかと思ってしまったほどだ。

　何はともあれ、自分だけ外に出てボトルを受け取り、この場をやり過ごすしかない。現在、上半身は裸はだかだが……幼い頃ころから一いつ緒しよの紗枝には、上半身ぐらい何度も見られた仲だ。これぐらいなら問題ないだろう。

　さて、ラヴィニアをこの場に留とどまらせて、急いでボトルだけ受け取ろうとしたときだった。

「シャーエなのですか？　トビーなら、ここにいるのですよ？」

　あろうことか、そのラヴィニアが中から外にいる紗枝に返事をしてしまったのだ！　しかも、鳶雄がいることも教えてしまった！　普ふ段だん、ラヴィニアは紗枝を「シャーエ」と呼んでいるのだ。

　その答えのあと、しばしの沈ちん黙もくが訪おとずれ、そして静かに扉とびらが開かれる。

　紗枝が恐る恐るなかの様子を見にきた。

「……鳶雄と……ラヴィニアさん……？」

　そう口にしながら、彼女の目に映ったのは、上半身裸の鳶雄と、首からタオルだけかけた全ぜん裸らの少女、それに黒い狗という組み合わせだ。

　あまりの状じよう況きように紗枝は、鳶雄とラヴィニアを交こう互ごに見ながら、ポカンと口を開けて、無言となってしまっていた。

「…………」

　──いかん。

　いかんいかんいかんいかんいかんいかんいかんっ！

　鳶雄は、慌あわてて言い訳を考えて、口を開く。

「あ、あの、これは……紗枝、これはだな！」

　紗枝は、無理矢理笑え顔がおを作り、鳶雄にドリンクの入ったボトルを渡わたす。しかし、紗枝は鳶雄の近くにある長なが椅い子すに飲みかけのボトルが置かれていたことに気づいてしまったようだ。

「これ、水分補給用のドリンク……って、もう飲んじゃったみたいね。じゃあ、予備で持っておいて。それじゃ──」

　言うなり、紗枝はその場を去ろうとするが、扉を開けることすら忘れて、ドアに激げき突とつしてしまう。

「いたっ！…………だ、大だい丈じよう夫ぶだから」

　鼻の頭をさすりながら、無理矢理の笑顔で紗枝は「えへへ」と急いで扉を開いて、去ってしまった。

　…………。

　……鳶雄は、その場で頭を抱えて、座り込み、「ああ、やっちまった……」となんとも言えない状況となっていた。

　とうのラヴィニアは──、

「？」

　などと、頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべていた。
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　次の土曜日、鳶とび雄おたちは『堕ちてきた者たちネフイリム』も休日ということで、マンションを飛び出して街に繰くり出していた。鳶雄、紗さ枝え、夏なつ梅め、鮫さめ島じま、ラヴィニア、ヴァーリと共に過ごしているメンツ全員でのお出かけだった。

　こういうつるんでの外出に乗り気ではなさそうな鮫島やヴァーリがついてきたのは、鳶雄としても意外だと感じていた。

　繁はん華か街がいを歩くなかで、夏梅が背せ伸のびしながら筋肉痛を訴うつたえる。

「いちちち、これでも結構運動しているつもりだったんだけど……さすがに応こたえたわね。あの無愛想な……バラキエル先生は思っている以上にスパルタだわ」

　紗枝が小さく笑う。

「そうかも。けど、ケアはばっちりだと思うよ。メニュー後の休きゆう憩けい、水分補給のことを必ず言ってくれるし」

　紗枝が言うようにあの強面こわもての講師は、見た目通り厳しい面もあるが、几き帳ちよう面めんそうでもあり、決して話の通じない相手ではなかった。スパルタというのは夏梅の言う通りだが……。

　鮫島も首をこきこきと鳴らす。

「まっ、体力ついたのは確かだろうぜ。十キロ以上走ってもまだ体力があるとわかったときゃ自分でもビビったけどな」

　そう言う鮫島だったが、彼自身もともと運動の才能があったようでメニューでの体力作りは、誰よりも成果が出ていた。『堕ちてきた者たちネフイリム』に通う前よりも明らかに腕うで回まわりが太くなり、服の上からでも胸むな板いたと腹筋が目立つ。

　鳶雄も筋肉がついてきているのだが……。鮫島ほど筋肉質とは言えなかった。

「今日は何をするのです？」

　ついてきたラヴィニアは……プライベートの外出だというのにとんがり帽ぼう子しにローブといつもの魔法使いの格好だった。共に歩いていると、道を行き交かう人々から奇き異いな視線を向けられてしまう。

　夏梅はラヴィニアに指を突つきつけて言う。

「まずはあなたよ、ラヴィニア！　服！　年若い女の子がこんな格好じゃ、ダメすぎるって！　素材は最上級なんだから、オシャレしなきゃ噓うそってもんよ！　東とう城じようさんも手伝って！　一緒にこの子をコーディネートするから！」

「え？　う、うん」

　夏梅の勢いに気け圧おされながらも紗枝は同意した。

　とうのラヴィニアは……。

「私は魔法使いなのだから、これでいいのです。この格好が一番魔法力を高めて、いざというときに──」

「あー、もう！　いいからショップよショップ！」

　夏梅はラヴィニアの訴えなど退けて、繁華街のほうを指さした。

　ヴァーリがため息を吐つきながら言う。

「なんでもいいが、昼食は俺が前から気になっていたラーメン屋を所しよ望もうする。魚ぎよ介かい系ガッツリスープとやらを口にしてみたい」

　夏梅が銀ぎん髪ぱつ少年の声に「はいはい」と生返事したあとで、ふと鳶雄に耳打ちしてくる。

（幾いく瀬せくん、東城さんと仲直りしなきゃダメよ？）

（え）

　突とつ然ぜんのことにギョッとする鳶雄。

　夏梅が言うように、普段の生活では鳶雄と夏梅の間のやり取りは変わっていないように見えるかもしれないが……当事者同士は付き合いが長いため、普段通りに見えて、お互たがいに複雑な感情を抱いだいて接しているのが理解できていた。

　そう、ロッカールームでの一件で生まれた複雑な心情だ。鳶雄はあのあと家で弁明したため、誤解は解けている。ラヴィニアが天然なことは皆みなが知っているところだからだ。

　とはいえ、まだ二人の間にちょっとしたギクシャクというか、ちょっとしたわだかまりがある。夏梅はそれを感じ取っていたようだ。

　夏梅がこう囁ささやいてくる。

（あのね、そういうことがあったとき、女って買い物に付き合いながらお話ししてくれることが何よりもうれしいもんなのよ。私がラヴィニア連れている間に、彼女の買い物、付き合いながらお話ししてあげて）

（そ、そういうものなの……？）

（そういうもんよ。不良とラーメン小こ僧ぞうよりも東城さんを優先してね）

　夏梅はこの外出を機に紗枝とのギクシャクを解消しろというのだ。……おちゃらけていそうで、案外見ているところは見ているのだと鳶雄は夏梅に驚おどろくばかり。乙おと女めの直感、とかいうものなのだろうか？

　鳶雄はこくりとひとつうなずいてみせた。夏梅もニッコリ微笑ほほえんでくれる。

「おい、ラーメンドラゴン。家でもラーメン食ってんじゃねぇか」

「ふっ、鮫島綱こう生きはこれだからいけない。──家ラーと店ラーは非なるもの。家ラーには気軽に食べられる安心感があるが、店ラーは店で食べるからこそのクオリティが──」

「ラードラ先生はお子さまランチ食ってりゃいいんじゃねぇのかね」

「お子さまランチもお子さまランチでいいが、やはり、店のラーメン……って、ラードラと呼ぶな」

「はいはい、ルシドラルシドラ」

　後方で鮫島とヴァーリのやり取りが聞こえてくるが……とにかく、今日は紗枝に気を配りつつ、外出を楽しみたいと思う鳶雄だった。
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　ショップを巡めぐりながら、女子たち三人（主に紗枝と夏梅）は思い思いの服を見てはキャッキャとうれしそうにしていた。とあるショップ内に入ったまま、買い物タイムとなっていた。

　考えてみたら、鳶雄は紗枝の服の買い物に付き合ったのは初めてだった。普ふ通つうの生活を送っていた頃ころは、もっぱらスーパーで食材買いがいいところだった。

　服を買いに行くなんて、それは恋こい人びと同士でもなければ──。

「よっしゃ、ヴァーくんも服よ服！」

「俺は別に──」

「いいからいいから。ちょっと女子の服似合いそうじゃん？」

「男だ、俺は」

「いいからいいから、お姉さんに任せなさい」

　夏梅はラヴィニアだけではなく、ヴァーリまで引っ張っていってしまった。男の子なのに女子の服をあてがわれていた。

　店内の離はなれたところで、女子たちの買い物を見ている男子──鳶雄と鮫島。鮫島は、とっとと自分の買い物──本と筋トレ道具を買って、女子の買い物が終わるのを待っている状態だった。

　案外、付き合いのいい不良だなと鳶雄は思う。買い物が済めば、さっさと帰るものだと思っていた。

　ちなみに刃ジンやグリフォン、白びやく砂さは店外で待機してもらっていた。それだけでは、行き交う人々を不安にさせる（大型の黒い狗いぬと鷹たかの組み合わせは凶きよう悪あくだ）ため、気配を殺してもらい、存在を薄うすくさせていた。異能に秀ひいでた者でもない限り、刃たちを知覚できなくなっているだろう。

　ふいに鮫島が訊きいてくる。

「幾瀬」

「何？」

「東城とは週でどんだけしてんだ？」

「どんだけって？」

　問う鳶雄に、鮫島は手で卑ひ猥わいなサインを作った。

「これに決まってんだろう？　そういう仲だろう？　こんな生活じゃ毎日は無理だろ？」

　途と端たんに意味がわかり、顔を紅潮させる鳶雄。鳶雄は慌あわてて言う。

「い、いや！　俺と紗枝はそういう仲じゃないよ！　し、してないって！」

　そうだ。自分と紗枝は付き合っているわけじゃない。なのに、そんなこと、できようはずがないではないか。

　鳶雄の反応に鮫島は首を傾かしげながらも苦く笑しようした。

「マジか。そういう仲だから、あんなに必死こいて救出したんだと思っていたんだけどな。あー、そうか。まあ、おまえらとずっと行動してて、『いつそういうことしてんだ？』ってずっと疑問だったが……そういう仲じゃないんなら、してなさそうなのも納なつ得とくってもんか」

　一人でうんうんと頷うなずいている鮫島。

　……どうやら、鮫島は自分と紗枝が付き合っていると思っていて、いつ男女の関係を結んでいるのか、気になっていたようだ。

　……しかし、夏梅も鮫島も自分と紗枝を気き遣づかうというか、そうだと接してくるというか……。悩なやましい問題に鳶雄も顔を紅潮させるほかない。

　鮫島が女子たちに視線を向けながら言う。

「東城な、かわいいと思うぜ？　陵りよう空くうに通っていた頃、よく目につかなかったなと思う程度には、一いつ緒しよに生活してて、いい女だと感じるからよ」

　鮫島がそう口にした。

　鳶雄の贔ひい屓き目めは入っているだろうが、それでも鮫島が言うように紗枝はかわいい。というか、普通に美少女の部類に入るだろう。

　ただし、派手さというか、垢あか抜ぬけた雰ふん囲い気きが薄いために陵空でも目立つことはなかった。やさしい性格もあって、男子の一部の間で少々人気だということは耳にしたことはあったが、誰だれかに告白されたとかは聞いたことがなかった。

　鮫島は鳶雄が陵空での生活を思いだしているのを、自分の言動が気になったと勘かん違ちがいして、言い訳をしてくる。

「あ、俺が狙ねらっているとかじゃねぇから、気にすんなよ。単に俺の目からの品定めとしての感想だ。俺は……当面、女はちょっとな……」

　言葉を濁にごす鮫島。苦い顔をしていた。過去に女性との関係で嫌いやなことがあったのだろうか……？

　などと思っていた鳶雄に鮫島が話題を変えて言ってくる。

「ところで幾瀬。おまえ、トレーニングでヴァーリとやり合ったあと、なんか、毎度考え事してるよな？　俺が話しかけても上の空ってのが多いしよ」

「あー……そうだね。してるね」

　ヴァーリとの模も擬ぎ戦のあとは、決まって頭のなかで戦せん闘とうの振ふり返りをしているが……。

「やられたあとの反省ってやつか？　どうやって、ヴァーリに勝てるか模も索さくしているわけだ？」

「まあね。才能の差はあるとはいえ、まともに戦闘できないのは悔くやしいよ」

　そう鳶雄が言うと、鮫島は嘆なげいて息を吐はく。

「……あー、おまえ、あれで本気だったのか？」

「え？　そ、そりゃ、本気だったよ？」

　本気で特訓をしていたのだが、鮫島はどうにも疑問のようだった。そして、彼はハッキリと鳶雄に告げる。

「正直言うぜ。おまえ、『虚うつ蟬せみ機関』とやり合ってたときより、なんつーかな、覇は気きってーのか？　もっと単純に言えば、敵意っつーか、殺意っつーか、そういうのが、奴やつらとやり合ってたときより、ほとんど見えねぇ。野や郎ろうどもとやり合ってたときのおまえはよ、いまよりとんでもねぇほどにギラギラしていたように感じるんだよな。初対面のおまえをあのデパートで見て、俺はそう思えたんだからよ」

「──っ！」

　鮫島のその一言に鳶雄も言葉を失う。鮫島は構わずに続ける。

「あんときのおまえは、相手をぜってえ許さねぇ、ぶっ殺す！　ぶっ倒たおす！　ってな。つーか、あれか。東城を救いたいって気持ちが、そうさせてたんだよな。けどよ、いまのおまえはどうだろうな？　バケモノの世界に飛び込んだ俺らだけど、いまおまえの傍そばには東城がいる。必死こいて救ったもんな。だからだろうよ、おまえは必死こくだけの理由がいまないんだよ。強くなるのも、これから時間をかけていけばいいやってな。幾瀬はよ、あのとき見せた必死さを無意識にセーブしちまって、ヴァーリとの模擬戦で不完全燃焼な感想を持っちまうんじゃねぇか？」

　…………。

　……鮫島の言葉に鳶雄は言葉もなかった。その通りだと心の底から思ってしまったからだ。確かにあのときの自分は、奴らから紗枝を奪うばい返したくて、目覚めたばかりの異能を最大限生かして戦い抜ぬいてきた。それこそ、必死に、命がけで──。

　いまは……鮫島が言うように傍かたわらに紗枝がいるため、共に過ごす仲間がいるため、安心感を得て、訓練に臨のぞんでいた。いや、安心感は必要だ。いつまでも緊きん張ちよう感かんをもって過ごしていたら、神経が保もたないのだから。

　けれど、あのときの必死さで訓練に臨んでいたかというと──。

　再び考え込んでしまった鳶雄を見て鮫島は苦笑する。背中をバンバンと叩たたいてきた。

「考え込む癖くせは、元からみてぇだな。ま、あれだ。東城を守りてぇって気持ちで相手に立ち向かえばいいんじゃねぇか？　おまえ、誰かを守るために戦うってほうが性しように合ってるのかもな？」

　紗枝を守りたいという気持ちで、必死さで特訓に臨む。鳶雄自身は、今後の脅きよう威いから自分を、仲間を、紗枝を守るために強くなりたいという気構えでいたつもりが、どうにも『虚蟬機関』との戦いで見せた必死さを欠いていた……。

　……鳶雄は、あらためて鮫島との会話で思い直すところを見つけたように思えた。

　──と、鳶雄と鮫島が男子トークをしていたとき、背後から気配を感じて振り返った。するとそこには──。

「……トビー、シャーク、この服を夏梅とシャーエに選んでもらったのです」

　水色のワンピースを着た金きん髪ぱつの美少女──ラヴィニアが立っていた。

　さらさらで輝かがやくような金髪ロングストレート、透すき通るような青い瞳ひとみ、すらりとした白く長い手足、シンプルながらも水色のワンピースが、少女の持ち味を最大限引き出してくれていた。

　いつものとんがり帽ぼう子しとローブという魔ま女じよっ子なコスプレからかけ離れた衣い装しようを着ていたため、鳶雄も鮫島も目を奪われて、口をぽかんと開けてしまった。

　ラヴィニアは珍めずらしく顔を赤くしており、手足をもじもじさせていた。どうにも、その格好が気き恥はずかしい様子だった。

「……こんな格好、小さな頃以来なので、なんだか、恥ずかしいのです」

　普ふ段だんとは違ちがうその仕草と格好に鳶雄も思わずグッときてしまっていた。

　隣となりで鮫島があごに手をやって楽しげにしていた。
















「いいじゃねぇか。いま外に出したら野郎どもが声かけまくるだろうな」

　確かに先ほどの魔女っ子ルックでは、いくら金髪美少女でも声をかけにくいだろう。しかし、このワンピース姿なら、話は別だ。この格好で街を歩けば高確率でナンパされて当然だ。

　ラヴィニアが鳶雄に訊いてくる。

「トビーはどうなのです？　この格好、私に似合っているのでしょうか？」

「うん、とってもかわいいと思うよ」

　鳶雄の感想を聞いて、ラヴィニアは顔を紅潮させながらも微笑ほほえんだ。

　そういう感想を男性に訊いてくるとは……。変わった子だと思っていたラヴィニアも年とし頃ごろの女の子ということなのだろう。

　ラヴィニアが男性陣じんの感想を受けたところで夏梅と紗枝の登場となる。夏梅は自信満々に言った。

「どう？　金髪の超ちよう美少女さまの降臨よ？　ほらほら、野郎どもは崇あがめなさい。貢みつぎなさい。そして、私に感謝なさい」

　えへんと胸を張ってそう言う夏梅に、鮫島は半眼で言った。

「素材の良さは元々魔女っ子のもんだろうよ。おまえはせいぜいあの服を脱ぬがしてワンピース着せたぐらいだろ？」

「わかってない！　これだからヤンキーはダメなのよ！　このワンピースだって、ラヴィニアを輝かせるための最高の逸いつ品ぴんを──」

　夏梅と鮫島の恒こう例れい口くち喧げん嘩かをよそに鳶雄と紗枝はやれやれと息を吐つくしかない。

　その横では、ヴァーリが一人でサイズの合っていない革かわの黒いジャケットを羽織って、「もう少し背が高くなったら、こういうものを着てみせる」と何かの決意をしていたのだった。
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　ラヴィニアのコーディネートが終わったところで、昼食となり、ヴァーリが食べたがっていたラーメン屋に入り、皆みなですすった。銀ぎん髪ぱつ少年のラーメン講座が始まったが、皆も慣れたもので、軽く流していたが……とうのラーメンはなかなかの味だった。

　昼食後は、各おの々おのの買い物に付き合い、欲ほしいものを購こう入にゆうした。鳶雄が買ったのは、主に珍しい調理器具と料理本だった。

　道中、ワンピースに着き替がえたラヴィニアに行き交かうの男たちの視線が注がれていた。しかし、声をかけたくてもかけられなかったであろう。何せ、同行している者に茶ちや髪ぱつの怖こわい兄ちゃんがいたのだから。

　こういうとき、鮫島の存在は頼たのもしい。相手がヤンキー風の若者の集団だった場合、鳶雄がいても容よう赦しやなく女子たちをナンパしてきたであろう。

　……とはいえ、鳶雄たちにはとびきりの用心棒たる独立具現型のセイクリッド・ギアがいるため、デカい黒い狗いぬを見ればヤンキー少年もおいそれと強きよう硬こう手段には出られないだろう。

　昼食、買い物も済ませた鳶雄たちは、街中にある公園に入り、そこの広場で食後の運動も兼かねて、刃やグリフォンと共に遊ぶことになった。

「刃ちゃん！　いくよ！」

　紗枝が先ほどの買い物で買ったばかりのフリスビーを投げると、それに向かって刃が駆かけていき、ハイジャンプでフリスビーをキャッチする。

「ほい、グリフォンも！」

　今度は夏梅が空中高くボールを放ほうる。それをグリフォンが爪つめでキャッチした。

　紗枝と遊ぶ刃は、とても楽しそうだ。主あるじである鳶雄よりも、紗枝のほうに懐なついているのではないかと錯さつ覚かくするほど、刃は普段から紗枝に心を許していた。そういう刃の一面は、自分の分身だからだろうか。いや、紗枝がもとより動物に好かれる性格のためだろう。
















　何せ、鮫島の分身たる白い猫ねこ──白砂も紗枝の足にすり寄っているほどだった。とうの主である鮫島は、公園のベンチのひとつに横になって昼ひる寝ねをしていた。買い物に飽あきていたようだった。

　鳶雄は鮫島の寝ているベンチのひとつ隣のベンチに座り、紗枝たちの様子を見守っていた。

　視線を紗枝に向ける鳶雄。……一応、彼女の買い物に付き合い、いつも通りの会話をしたが……これで良かったのだろうか？　夏梅の言っていたことをきちんとこなせたのだろうか？　誤解から生まれたギクシャクしたものは、買い物の間に大分緩かん和わされたように思える。……あくまで鳶雄から見た感じだけだが……。

　年頃の男子にとって、同い年の女子の心中はまったくの未知の領域だ。鳶雄から見て幼おさな馴な染じみの紗枝でも、わからないことはある。

　……お互たがいに今後のことを考えながら、もっとよく話し合ったほうがいいのだろうか？

　……いや、今後のことってなんだ？　俺と紗枝の今後……。いやいや、変な方向に捉とらえるな。あくまで、あくまで！　特異な環かん境きように放り込まれてしまった自分と彼女のこれからについてだ。決して、やましいことでは──。

　…………。

　そこまで苦く慮りよしていた鳶雄は、深く息を吐いたあとでひとつのことを決めた。

　──このあと、機を見て紗枝と二人きりになる時間を作ろう。

　それとなく、皆みな川がわ夏梅と鮫島たちに断りを入れてから、デート……のようなことをしようと思う。

　常人と違う生活を送り出している自分たちだが、二人で過ごす時間──それぐらいの贅ぜい沢たくがあってもいいだろう。

　そう心のなかで決めた鳶雄だったが──。

「隣、いいのです？」

　そんな風に突とつ然ぜん訊きいてきたのはラヴィニアだった。手には小さな箱がひとつ。

　顔を真っ赤にして、あれやこれやと苦慮していた鳶雄だったため、近寄っていたラヴィニアにまったく気づけなかった。

「あ、うん」

　気を取り直した鳶雄がベンチの真ん中から少し横にずれて、ラヴィニアが隣に座った。

　彼女は小さな箱を開く。そこから、カップに入ったアイスを手て渡わたしてくれた。公園内で営業しているお店で購入してきたようだ。箱のサイズから、メンバー全員分を買ったのだろう。

「トビーの好きな味がわからなかったので、バニラにしたのです」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　本当はアイスではチョコミントが一番好きだが、バニラも問題なく好きだ。

　ラヴィニアのカップは……ストロベリー味のようだった。ラヴィニアが一口食べたあとで言う。

「ヴァーくんはアイスのお店で悩んでいるのです。どれがいいのか、決められない様子でした」

　店先で首をひねりながらアイスの味に悩んでいる銀髪少年の様子が脳内で容易たやすく想像できた。あの少年は食べるものに無む頓とん着ちやくのようで、存外うるさいのである。

　隣にいつもよりもキラキラと輝くような格好のラヴィニアがいるせいか、鳶雄はドキドキしてしまっていた。

　なんだか、会話しづらくなってしまい、この場の空気に悩んでいたところ、先にラヴィニアに話を切り出された。

「あのロッカールームで──」

　と、話しかけられて、あの場面を瞬しゆん時じに思いだしてしまう。あの日、まぶたの裏に焼き付いてしまった、生まれたままの彼女の姿を思い浮うかべてしまい、鳶雄は途と端たんに気き恥はずかしくなるが、構わずにラヴィニアは続ける。

「『虚蟬機関』のアジトで出会った魔ま女じよと、私がどういう関係か、トビーは知りたがっていました」

「あ、う、うん」

　そう、あのとき、自分はそのことを訊いた。あんな状じよう況きようと、あのときのラヴィニアの妙みような迫はく力りよく、そして紗枝とのことがあったため、会話は中断してしまったが……。

　ラヴィニアは言う。

「まずは私が追っている者たちからあらためてお話しするのです。……人間の世界と異い形ぎようの世界の間に存在する『次元の狭はざ間ま』、そこには『オズ』という国があるのです。その国の魔法使いたちは、私を含ふくめたこの世界に住む魔法使いとは、別の理念と理論で動いているのです。それが──」

「……『オズの魔法使い』」

　鳶雄の言葉にラヴィニアは頷うなずいた。さらに説明を続けてくれる。

「その『オズ』では、魔法使いたちのボスが住む『エメラルドの都』を中心に東西南北に城があり、そこには強力な魔女が住んでいるのです」

「児童小説の『オズの魔法使い』と同じだね。東の魔女、南の魔女とかって」

　そう、それは子供の頃ころに鳶雄がテレビの人形劇や絵本で見たものと同じだった。

　ラヴィニアが怖い表情で言う。

「『虚蟬機関』のアジトで出会った魔女は、その『オズ』の『東の魔女』なのです」

　──っ！　……あの老女が、児童小説にも出てくる『東の魔女』……。話では、『東の魔女』は確か……悪い魔女だとされていたはず。

　ラヴィニアが苦く笑しようする。

「正確には、『二代目』の『東の魔女』なのです。『東の魔女』──紫し炎えんのアウグスタ。それがあの老女の正体なのです」

　二代目……。児童小説『オズの魔法使い』では、『東の魔女』は『オズの国』に家ごと転移してきたドロシーによって圧死されてしまったはず……。では、そのときに圧死したのが初代ということなのだろうか？

　疑問ばかりの鳶雄だったが、ラヴィニアがこう言う。

「実は私も『オズ』と関係があるのです」

　彼女は空を遠く眺ながめながら言った。

「……私に魔法を教えてくれた先生が、その『オズ』に住んでいた魔女──『南の魔女』グリンダなのです」

　──っ。

　……驚おどろくことばかりで鳶雄は、言葉もなかった。

　ただでさえ、『オズの魔法使い』の事こと柄がらが事実だったという話すら信じがたいことなのに、彼女は、ラヴィニアは、その物語の登場人物たる『南の魔女』の教え子だというのだ。

　しかし、鳶雄たちに宿った超ちよう常じよう的な力をはじめ、魔物やら、堕だ天てん使しやらが目の前に登場されたあとでは、些さ細さいなことなのかもしれない。だが、それでも、何か起こるたびに新たなファンタジーなことを伝えられてしまうため、この間まで普ふ通つうの高校生だった鳶雄は毎度困こん惑わくさせられてしまう。

　──が、鳶雄としては少し合が点てんがいった。

　なぜ、彼女が『オズ』の世界から来た魔女を追っているのか？

　ラヴィニアはまだ深く語ってくれてはいないが、『虚蟬機関』に協力していた魔女たちを追うのは、彼女自身もまた『オズ』に関かかわっているからだろう。

　ラヴィニアが、口を開き、次の言葉を紡つむぎ出そうとした──そのときだった。

　鳶雄の視界に奇き妙みような人ひと影かげが映り込む。紗枝たちが遊んでいる方向に視線をやると、そこには見知らぬ少年がいた。同い年ほどのメガネをかけた眉び目もく秀しゆう麗れいな少年だ。青を基調としたブレザーを身につけていた。

　少年は興味深そうに刃と白砂に視線を注いでいた。気配すら感じさせずに突とつ如じよと言っていいほど、少年は紗枝たちの傍そばに接近していたのだ。とうの紗枝と夏梅も大いに警けい戒かいし、距きよ離りを取ろうとしていた。

　……ナンパというわけではない。ナンパであるなら、紗枝や夏梅に視線を向けるはずだ。しかし、その少年は黒い狗と白い猫に目を向けていたのだ。明らかに二匹ひきがただの犬と猫ではないとわかっている態度……。

　隣となりのラヴィニアも厳しい目つきになっていた。鳶雄も立ち上がり、紗枝たちを守るために歩み寄る。

　少年が話しかける。

「へー、かわいい猫だね。それ、キミの猫かい？」

　──と、少年は紗枝に問いかけた。白砂が紗枝の足にすり寄っていたため、飼い主と思ったのだろう。

「んだ、おまえ？　って、普通の奴やつじゃねぇよな？」

　少年の返答に答えたのは──鮫島だった。不ふ審しんな雰ふん囲い気きに気づいていたのか、いつの間にか、鮫島は起きており、首をコキコキ鳴らしながら、こちらに歩いてくる。その双そう眸ぼうは鋭するどくガンをつけていた。

　少年はヤンキーのガンつけをまったく気にもせずに、逆に笑うほどだった。

「おっ、それぐらいは察することができるか」

　少年は広場に集つどった（ヴァーリ以外の）鳶雄たちを確かく認にんしたあと、自己紹しよう介かいを始めた。

「はじめまして、『四し凶きよう』と狗いぬ神がみくん。僕は櫛くし橋はし、櫛橋青せい龍りゆう」

『──ッ!?』

　少年の自己紹介に鳶雄、夏梅、鮫島は驚きよう愕がくする。

　櫛橋……記き憶おくが確かならば、『五大宗そう家け』のひとつだったはずだ。

　夏梅が警戒しながら、問い返す。

「……櫛橋？　五大宗家の一角よね？」

　夏梅の問いに少年──櫛橋青龍は頷いた。

「うん、僕はいちおう櫛橋の次期当主。まあ、キミたちに言っても実感はないかもしれないけど」

　突然、五大宗家の一角、しかも『次期当主』を名乗る少年と出会った。彼ら五大宗家から追放された組織『虚蟬機関』とつい先日戦ったばかりの鳶雄たちからすれば、大本たる家のひとつが接せつ触しよくしてきたのは異常事態だ。

　まず確認しなければならないのは──この場で敵意があるか否いなか。

　夏梅が相手の出方をうかがいながら、宙を飛ぶグリフォンにも視線を送っていた。

「……味方、じゃないわよね？　じゃあ、敵？」

　夏梅の問いかけに櫛橋青龍はからかうように言う。

「敵──かもね」

　飄ひよう々ひようとした態度で接してくる櫛橋青龍。隣で鮫島はイラッとしている様子だった。彼の性格からすれば、この手のタイプを毛け嫌ぎらいするかもしれない。

　鮫島が口笛を吹ふくと、それに応じて紗枝の足あし下もとにいた白砂が瞬時にその場から消え去った。一瞬で主あるじである鮫島の肩かたに飛び乗る。

　右みぎ腕うでに白砂の尾おを巻き付かせて、ランスとさせた。電でん撃げきを帯びさせながら、鮫島は櫛橋青龍に切っ先を向けた。

　鮫島が言い放つ。

「やるならやるけどな。ちょうどいい食後の運動になるしよ」

「へぇ、それはおもしろい」

　櫛橋青龍の全身から言い知れないプレッシャーが解き放たれる。

　一いつ触しよく即そく発はつの様相を見せるが、夏梅は両者の間に入って、制止を促うながす。

「ま、待って！　私たちを……狙ねらっているのよね？　理由は？」

　櫛橋青龍は肩をすくめながら言った。

「──『虚蟬機関』、キミたちはそれに関わった。いや、不幸にも関わることになってしまった。で、結果的にあの組織を崩ほう壊かいさせてしまった。そうなると、あそこを生みだした五大宗家としても無視するわけにもいかない。さらに言うなら、『グリゴリ』に協力している。……これが最も僕たちにとっては重罪だ。僕たちは彼らと敵対しているからね」

　……やはり、『虚蟬機関』と関わったことからの接触。家の不始末に関わることは粛しゆく清せいする集団だと聞いていたため、彼の説明は至し極ごくわかりやすい。しかも、どうやら鳶雄たちが『グリゴリ』と関係していることも気に入らない様子だった。

　しかし、それでも一言言いたかったため、鳶雄は言う。

「あの人たちを追放したのは……そちらの事情だと聞いている。しかも、事件後、先日の一件に関わった者たちを粛清するために動いたとも」

　グリゴリの説明では、『虚蟬機関』の残党は五家から粛清対象とされ、エージェントが派は遣けんされて残党狩がりが行われているという。五家のエージェントは、魔女たちと共にアジトを脱だつ出しゆつした『虚蟬機関』の機関員たちを追い続けているそうだ。

　そして、それは強制的に関わることになった鳶雄たちをも対象としているとも──。

　鳶雄の質問はそれを含ませてのものだった。

　櫛橋青龍は鳶雄の言葉の真意をくみ取って答える。

「理り不ふ尽じん──だろうね。それはさすがに僕もわかる。──でも、不ふ穏おんな分子は、早めに摘つんできたからこそ、いまのこの国があるのも事実さ。……ま、僕も強ごう引いんだと思うけどね」

　皮肉げに笑う櫛橋青龍。

　すると、この周辺一帯に不自然なほどの強風が発生し始める。その風の発生源は──少年、櫛橋青龍だった。彼を中心にして、風が巻き起こっていた。

「──風？」

　強風に髪かみとスカートを押さえながら夏梅が言う。

　風でスカートが翻ひるがえっても気にも留めないラヴィニアが答える。

「気をつけるのです。櫛橋は五行の『木』を司つかさどる一族、『木』は『風』と『雷かみなり』すら操あやつるのです」

　櫛橋青龍は体に青い『気』のようなものをまといだした。『気』は、彼の体から滲にじみ出て、その背後に──蛇へびのように長細い体を持つモンスター、東洋の龍を思わせる形となった。

「こちらも命令で動いているから、死んでも恨うらまないでもらいたい。ああ、安心してくれていい。この一帯は結界を張った。人ひと払ばらいは済んでいるよ。だから、暴れてくれてもいい。僕もまあちょっとは使おう」

　その一言を受けて、鮫島が臨戦態勢となった。

「へっ、よく言うぜ。そう言いながら、楽しげじゃねぇか」

　櫛橋青龍は、鳶雄の前に位置する黒い大型犬──刃と、横のラヴィニアを楽しげに見ていた。

「まあね。──神滅具ロンギヌスの、しかも二種と戦えるなんて、そうあるものじゃないからさ」

　鳶雄も彼の戦意を肌はだで感じて、戦せん闘とう態勢となった。その意識は、刃にも伝わり、黒い狗いぬは自身の影かげからブレードを生みだして、横一文字に口にくわえた。

　鳶雄も自分の足下の影から大おお鎌がまを取り出して構える。彼の背後には、紗枝がいた。鳶雄は、彼女の盾たてとなる格好となっている。

　……紗枝は守る！　絶対に守り切る！

　その強い意志で、櫛橋青龍を相手にすることを決めた。夏梅も、鮫島も、ラヴィニアも、構える。ここにヴァーリだけがいないが……相手は彼の登場を待ってもくれないだろう。

「……守護の光を」

　いつの間にか、手に持っていた杖つえを掲かかげて、ラヴィニアが呪じゆ文もんを唱える。鳶雄たちの全身に淡あわい緑の光が宿った。守備力を上げる魔法のようだった。

　先に仕し掛かけたのは──鮫島だったっ！　やはり、先せん陣じんを切るのは彼だった。ランスに電撃を滾たぎらせて、一直線に最速で駆かけていく。グリゴリの特訓もあり、『虚蟬機関』と戦ったときよりも、遥はるかに素す早ばやく淀よどみなく敵に向かっていった。

　櫛橋青龍は、回かい避ひする素そ振ぶりも見せない。そこに鮫島の一振りが鋭く放たれる。櫛橋青龍は、口の端はしを笑えましながら、最小の動き、体たい捌さばきだけで鮫島の鋭い一いち撃げきを避よけた。

　鮫島は臆おくすることもなく、肉にく薄はくしながらランスを打っていく。彼の肩につかまる白砂も、もう一本の長い尾っぽを鞭むちのようにしならせて、櫛橋青龍に放っていった。

　しかし、それらはメガネの少年に一いつ切さい当たる気配を見せなかった。見事としかいえない体捌きは、ヴァーリを思わせるほどだ。敵は相当な体術の心得があるようだった。

「行け！　刃っ！」

　そこに鳶雄の命令を聞いた黒い狗が、弾だん丸がんのように高速で突とつ進しんを始めて、櫛橋青龍に迫せまった。口にくわえたブレードを繰くり出していく。──が、それすらも櫛橋青龍は容易に躱かわしていった。刃は構わずに幾いく重えにもブレードで斬きりかかり、相手の足下の影から何本もの夜陰鉤ナイト・ハーケンを発生させるが……それをも櫛橋青龍はその場で高く跳ちよう躍やくして避けていく。

　櫛橋青龍は回避行動を続けていくなかで、手で印を結んで口から力ある言葉を紡ぎ出していく。

「『四し緑ろく木もく星せいをもって、風と成せ』！」

　刹せつ那な、彼を中心に突風が発生し、鮫島が吹き飛ばされていく。余波はこちらにも届き、誰だれもがその場で飛ばされないよう踏ふん張っているのがやっとの状態となっていた。ラヴィニアの守護の魔ま法ほうで、どうにかその程度に留とどめられているのだろう。

　──と、「キャッ！」と悲鳴をあげながら紗枝が突風で体勢を崩くずして地面に強く打ちつけられてしまう。いまだリハビリ中の紗枝にとって、防ぼう御ぎよの魔法がかかっていても、これだけの突風が襲おそいかかれば、直接のダメージはなかろうと体勢は崩れてしまうだろう。

「──紗枝っ！」

　倒たおれた紗枝に気を取られてしまう鳶雄。夏梅が紗枝のもとに歩み寄る。

　夏梅が言う。

「東城さんは任せて！　どうせ、この風じゃ、うちのグリフォンは……」

　彼女が空を見上げる。そこには、櫛橋青龍が放つ突風に抗あらがうだけで精せい一いつ杯ぱいのグリフォンの姿があった。空を飛ぶグリフォンにとって、風を操る敵は相あい性しようが悪いと言える。

　しかし、それは夏梅＋グリフォンコンビだけではなかった。

　ランスに電撃を帯びさせて幾いく度ども鋭く打ち放っている鮫島だったが、ようやく正面に捉とらえたところで、櫛橋青龍が新たな印を結んだ。

「『三さん碧ぺき木星をもって、雷いかずちと成せ』！」

　言こと霊だまと共に発生したのは──雷らい撃げきであった。櫛橋青龍を中心に青い雷撃が生じたのだ。

　電撃を帯びたランスは、その青い雷撃をもって弾はじき飛ばされていく。その勢いで体勢を崩した鮫島。相手は容よう赦しやなく、手に灯ともった雷撃を鮫島に放とうとしていた。

　そのときだった。

　鳶雄の脳のう裡りに、さっきした鮫島の言葉が蘇よみがえっていく──。

　──ま、あれだ。東城を守りてぇって気持ちで相手に立ち向かえばいいんじゃねぇか？　──おまえ、誰かを守るために戦うってほうが性に合ってるのかもな？

　次に場面がフラッシュバックしたのは……『虚蟬機関』のアジト、その展望室での出来事だった。




　──泣かないで……鳶雄……。

　──私は……また会えて……うれしかったよ……。




　刃に胸を貫つらぬかれて一度事切れた紗枝の姿だった。

　あれを繰り返すのか……？　俺は、また紗枝を死なせるのか……っ？

　…………。

　……ふざけるな。ふざけるな……っ！　そんなこと……そんなことを繰り返させるために、俺は特訓していたんじゃない……っ！

　あれを繰り返させないためにっ！　紗枝を守るためにッ！　皆みなと戦うためにッ！

　──運命に抗うために、俺は強くなると決めたッ！

「……やらせるか。やらせるかよっ！」

　鳶雄の体を──黒いもやが覆おおっていく。全身に黒いもや──闇やみが発生して、包み込んでいった。彼の周囲に歪いびつなブレードが、次々と生えていく。

　その場を神速で飛び出した鳶雄は、櫛橋青龍の知覚できる速度を容易に抜ぬき去り、雷撃をくらいかけていた鮫島の腕うでを摑つかんで横に突つき飛ばした。こうすることで、相手の一撃から回避させたのだ。

　そして、鳶雄は鮫島の身代わりとなって櫛橋青龍の雷撃を──受け流した。雷が灯った相手の拳けん打だは鳶雄の顔の横を通り過ぎて、空くうを切ったのだ。

　闇のオーラを全身に纏まとう鳶雄は、手にした大鎌で斬りかかる。櫛橋青龍は瞬しゆん時じにそれを躱すが、鳶雄の攻こう撃げきは止やまず、高速の攻撃を繰り出した。

　目では捉えきれない鋭えい利りな斬ざん撃げきは、暗黒の闇の軌き跡せきを生みながら、何度も何度も打ち込まれていき、ついには櫛橋青龍の隙すきを見つけて、斬り伏ふせていくっ！

　櫛橋青龍は、その一撃を避けることすらできずに肩かた口ぐちから斜ななめに両断されるが……。両断された櫛橋青龍の姿が崩れて、大量の花びらとなって乱れ散っていった。

　──変わり身？　当たる寸前に大量の花びらを盾にして、逃にげ出した？

　ラヴィニアが、櫛橋は『木』を司る一族だと言っていた。……草や花も同様ということだろうか。

　鳶雄が、気配を辺りに配ると、少し離はなれた位置に櫛橋青龍が逃げおおせていた。鳶雄の一振りを完全に回避できていなかったようで、彼の着ている衣服は、肩口から脇わき腹ばらまで斜めに裂さけていた。

　こちらに不敵な笑みを見せるが……その口の端から一筋の血が流れていった。

「……その闇の余波だけで、体中が痺しびれそうだ。なるほどね、これが闇を操る狗いぬか……」

　彼は視線を周囲一帯に配らせる。鳶雄もそれに倣ならって周りに視線を送った。

　鳶雄が、通ったあとには無数の歪な形のブレードが生はえており、そのすべてに闇のオーラが満ちていた。手に握にぎる大鎌にも、闇のオーラが宿っており、じわじわとだが確実に濃こさを深めていた。

　櫛橋青龍は、口の血を手で拭ぬぐい、再び印を結ぶ格好となった。
















「こうこなくてはおもしろくないっ！　じゃあ、僕も出させてもらおうかなっ！」

　彼を覆う青い『気』が一層高まるっ！　何か、とてつもないことをすることだけは認にん識しきできた。

「『木もく気き、歳さい星せいのもと、陽ひを風に乗せ、東に至れ』ッ！　『三碧、四緑をもって、我が呼び声に──」

　櫛橋青龍がその言霊をすべて吐はき出す寸前──。鳶雄たちと櫛橋青龍の間に、突とつ如じよ、巨きよ大だいな柱のような稲いな光びかりが、降り注いだ。空は青空だというのに大出量の『雷らい光こう』が、降ってきたのだ。

　これには、鳶雄たちを始め、敵の櫛橋青龍まで手の印と言霊を止めるほどだった。

「そこまでだ、櫛橋の次期当主よ」

　聞き覚えのある声が、背後から聞こえてくる。そちらに視線を送れば──バラキエルだった。手には、バチバチと電気が走る。……いまのあり得ないほどの大きな雷撃は、バラキエルが放ったのだろうか？　櫛橋青龍が放った雷撃とは比べものにならないほどの出量だった。

「俺を置いて五大宗そう家けの次期当主と戦闘とはね」

　バラキエルの横には、ヴァーリも立っていた。こちらのメンバーはこれで勢せい揃ぞろいとなる。

　櫛橋青龍は、バラキエルとヴァーリを確認するなり、苦く笑しようした。

「……堕だ天てん使し、『雷光』のバラキエル殿どのと、噂うわさの『白い龍バニシング・ドラゴン』か。これはなんとも」

　肩をすくめる櫛橋青龍だが、戦意は弱まっていない。バラキエルが登場してもなお、戦う姿勢を崩さなかった。──が、彼の背後からその声はかかった。同時にこの広場全域に火の粉が舞まった。

「──青龍、止めなさい」

　その一声を聞いて、櫛橋青龍は驚おどろき、戦意──体を覆っていた青い『気』を消し去ってしまった。

　今度は鳶雄が聞き覚えのない声だった。

　櫛橋青龍の後方より、滾たぎる火のオーラをまといながら、ひとつの人ひと影かげがこちらに近づいてくる。

　赤──いや、朱しゆ色いろを基調としたブレザーを着た少女だった。歳としの頃は、鳶雄たちと同等ぐらいだろう。

　つやつやの黒くろ髪かみをポニーテールにした美しい顔立ちの少女だ。

　……鳶雄は、その少女をひと目見ただけで、不思議な気持ちになっていた。どこか、懐なつかしいというか、少女にある面おも影かげが見えてしまったのだ。おかしなことだ。あり得ないことだ。脳のう裡りに思い返した人と目の前の少女は歳だって大きく離れているのに……。

　櫛橋青龍が、息を吐きながら少女に言った。

「……キミが来ているなんて、聞いてなかったな。──朱雀すざく」

「教えていないもの」

　朱雀と呼ばれた少女は、小さく笑った。すると、すぐにこちらに──鳶雄に視線を向けた。

　──と、少女が、バラキエルに一礼した。

「お久しぶりですね。──バラキエルおじさま」

　少女──朱雀の登場にバラキエルは複雑極きわまりない表情となっていた。

「……朱雀か」

「はい、一度お会いしたとき以来ですね」

　朱雀は笑えみを浮うかべながらそう答えた。

「……大きくなったものだ」

「おじさまが鳶雄や『四凶』と共にいらっしゃるなんて……これも運命なのでしょうか」

「……彼らに戦う術すべを教えていただけだ」

　二人はどうやら面識があるようだが……どちらの反応からも察するに複雑な事情を抱かかえていそうだった。

　それよりも、鳶雄は、もっと気になることが出来てしまい、戸と惑まどいを隠かくせないでいた。少女は、朱雀は、自分を知っているようだった。しかも、いきなり「鳶雄」と親しく呼んできたのだ。

　疑問に感じてならない鳶雄だったが、とうの少女が距きよ離りを詰つめて、目の前に立った。

　彼女は、大おお鎌がまを握り、闇を纏う鳶雄を一いつ切さい恐おそれていなかった。

　何より、やさしい表情を浮かべて、鳶雄の手を取ったのだ。

「幾瀬鳶雄。私は朱雀。姫ひめ島じま朱雀。──あなたの『はとこ』。よろしくね、鳶雄」

　──ッ！

　…………。

　……その情報に鳶雄は、驚くほかなかった。あまりのことに、言葉すら見つからない。

　……この少女は、姫島。しかも、『はとこ』だという。……血けつ縁えん者だというのだ。

　彼の手を握る少女の手は──温かく、最愛の祖母を思い出させるものだった。

　ああ、そうか。この少女を見かけた瞬間に、祖母を思い浮かべたのは……そういうことだったのだろう。

　朱雀は笑みを浮かべながら、鳶雄たちを見み渡わたす。

「少し、お話があります。残りの『四凶』のことで、ご相談があります。──ご同行願えませんか？」

　鳶雄たちとバラキエルは、顔を見合わす。誰だれもが、彼らの監かん督とく権を有するバラキエルの判断を待った。

　バラキエルは、「……わかった」と答えて、朱雀が用意した場所に移動することとなったのだった。
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　鳶とび雄おたちが、姫ひめ島じま朱雀、櫛くし橋はし青龍の二人に連れられてやってきたのは、繁はん華か街がいを抜けてたどり着くオフィス街──その一角にそびえ立つ巨大なビルだった。

　なんでも彼らと関連している企き業ぎようのひとつらしく、ここまでの移動にはリムジンという待たい遇ぐうであり、それが鳶雄たちを大いに驚かせ、警けい戒かいさせたが、付き添そうバラキエルは臆おくすることなく堂々と乗車したため、彼らもそれに従ったのだ。

　ビルの屋上に設けられた庭園。そこにペントハウスがある。鳶雄たちは、そのなかに通された。

　屋上に造られたペントハウスのなかは、和の趣おもむきが強く、鳶雄たちが案内された一室も畳たたみのある和室であった。

　その和室にて、対面するように鳶雄たちと姫島朱雀、櫛橋青龍が座った。姿勢を一切崩くずすことなく、整然と座る姫島朱雀の姿に格式の高い教育を受けたのだと見て取れる。

　朱雀はまず最初に一言告げた。

「先に言っておかねばなりません。先の『虚うつ蟬せみ機関』とのこと、彼らの暴走は私たち五つの家の過失です。あなた方を巻き込んだこと、あらためてお詫わび致いたします」

　頭を下げる朱雀。……そのうしろに控ひかえている櫛橋青龍も頭を下げていたが、どこか、素っ気ない表情であった。

　先ほどこちらを襲おそっておいて、この態度とは……。

　鳶雄の隣となりに座る鮫さめ島じまも櫛橋青龍の表情に青筋を立てて怒いかり心しん頭とうの様子だったが、バラキエルに事前に抑おさえるよう言い渡わたされたため、拳こぶしを握りしめて耐たえていた。

『虚蟬機関』の件に関しては、元々は彼ら五つの家が抱えた事情の果てに起こったことだ。それに巻き込まれた鳶雄たちは文句のひとつ、いや、怒ど鳴なり散らして相手の胸むなぐらを摑つかんでも許されるだろうが……それをしたところで余計関係をこじらせるだけになる。

　朱雀がバラキエルを見ながら言う。

「グリゴリ同様、我々のほうでも『虚蟬機関』の残党と、その協力者たる魔ま法ほう使つかいの集団──『オズ』を独自に追っています。彼らには我々の追つい跡せきを避さけながら、追っているものがあることが判明しました」

　バラキエルが口を開く。

「……残りの『四し凶きよう』だな？」

　堕天使幹部の言葉に朱雀は静かにうなずく。

「はい、とある県境の山やま間あいにある村に逃にげ込んだとされる元陵りよう空くう高校の生徒二名を、残党の機関員とオズの者たちが、追い詰めつつあると聞いています。現地に派は遣けんしている私どもの密みつ偵ていの情報では、すでに双そう方ほうの小こ競ぜり合いを確認しています」

「「「「──ッ!?」」」」

　バラキエル、朱雀の会話に顔を見合わせる鳶雄、紗さ枝え、夏なつ梅め、鮫島の元陵空高校の生徒たち。

『虚蟬機関』の残党は協力者である『オズ』の魔法使いと共に行動しており、残りの『四凶』である二人を追っているというのだ。残りの『四凶』──すなわち同じ元陵空の生徒、あの事件に関かかわった同級生のことだった。

　朱雀は話を続ける。

「その密偵たちも先日連れん絡らくが途と絶だえました。おそらくは……」

　目元を厳しくする朱雀は、バラキエルにこう訊たずねる。

「グリゴリに凶きよう悪あくな部隊があったと聞いております。希少かつ凶暴なセイクリッド・ギアを有する者たちで構成された部隊……『深ネ淵フにイ堕リちムた・者アたビちス』。あなた方は『アビス・チーム』と呼ばれているそうですが？」

　──ネフィリム・アビス、アビス・チーム。

　鳶雄にとって、初めて耳にする単語だった。それは、同じ元陵空高校の生徒である紗枝、夏梅、鮫島も同様で訝いぶかしげな表情となっていた。

　……が、ラヴィニアとヴァーリは単語を素す直なおに受け取っている様子で、どうやら知っているようだった。

　夏梅がバラキエルに問う。

「……バラキエル先生、初耳ですけど？」

　バラキエルが息をひとつ吐ついてから答える。

「……頃ころ合あいを見てから話せとアザゼルに言われていたものだからな。すまない。彼女の言う通り、我々を裏切った幹部──サタナエルは、グリゴリを去る際にある部隊を引き連れていった。──『深ネ淵フにイ堕リちムた・者アたビちス』、別名アビス・チーム。彼らは……サタナエルの教え子たちでもあり、その上、凶悪なセイクリッド・ギア所有者で構成されている。人間世界にいては悪あく影えい響きようを与あたえかねない危険な能力ばかりだ。それゆえ、我々グリゴリが保護下に置いていた」

　初めて聞く情報だった。

　グリゴリを裏切ったサタナエルは、セイクリッド・ギアの一部隊を連れ去った……。教え子ということは、自分たち──『バラキエル教室』の生徒と同じように、『サタナエル教室』の生徒……ということなのだろうか？

　……鳶雄は、凶悪な所有者ばかりというところに不ふ穏おんなものを感じてならなかった。

　朱雀がバラキエルに訊きく。

「本来ならば、処分して当然の能力者ばかりと聞いております。……なぜ、それをなさらなかったのでしょう？　古くより、それをおこなってきたのがグリゴリだと伝承にも記されているはずですが……」

　制せい御ぎよできていない強力なセイクリッド・ギアは、古来グリゴリが厳しく対処してきたと聞いてはいるが……。

　バラキエルはなんとも言えない難しい表情となっていた。

「……我らも一枚岩ではないと、それだけしか答えられぬ」

　想像もできないほどの時間を生きる堕か天れ使らにも──いや、永く生きるからこそ、幹部それぞれがそれぞれの思おも惑わくを抱いだいてきているのだろう。だから、裏切る者も生まれた。

　バラキエルの言葉を聞いて、櫛橋青龍は皮肉げな笑みを浮うかべる。

「便利な言葉ですな」

「青龍」

　朱雀の咎とがめの一声。

「はいはい」

　青龍も肩かたをすくめた。

　朱雀は会話の軸じくを戻もどして続ける。

「機関の残党と魔女たちが接せつ触しよくしたのは、四凶の残りとされる饕とう餮てつ、渾こん沌とんを持つ少年と少女とされています。そちらも当とう該がい者を承知だとは思いますが──」

　朱雀の言葉にバラキエルが、

「七なな滝だる詩シ求グ子ネと古こ閑が雹ひよう介すけ──だな？」

　そう続けた。七滝詩求子、古閑雹介。それが、残りの四凶。まだ救えていない陵空の生徒、同級生だ。鳶雄たちも残りの四凶が誰なのかは報しらされていた。

　この二人の名前は、同じ学校に通っていた鳶雄たちもよく覚えていた。どちらも有名な生徒だった。

　前者の七滝は、学校でも指折りの美少女であり、男子生徒のなかには「彼女こそが陵空で一番かわいい」と断言する者も少なくなかった。

　そして、後者の古閑だが──。

「……古閑か。面めん倒どうなことになりそうだな」

　嘆なげくように息を吐いてから声を出したのは、鮫島だった。不良の鮫島でさえ、そのような苦い表情になってしまう。

　鳶雄の古閑のイメージは、基本的に鮫島サイドなのだが……ただ、学年でもトップクラスの成績も有しているという二面性のある男子生徒だった。

　鮫島自身は彼とつるんだことなど一度もないと聞いている。確かに彼──古閑雹介はいつも一人だったかもしれない。

　鮫島曰いわく、「敵に回すと面倒だから、お互たがい触ふれずにいた」とのことだ。

「古閑くん、不良っぽいのに頭もいいから、女子に人気あったわね」

　夏梅がそう振ふり返っていた。

　朱雀は切り替かえるように本題へと移る。

「では、今回この場を用意してまで接触したことの真意を話させていただきます」

　一いつ拍ぱくおいて、彼女はこう述べた。

「──一時的に共同戦線を張りませんか？」

　姫島の者からの突とつ然ぜんの提案に鳶雄たちは驚おどろくが、バラキエル、ヴァーリ、ラヴィニアは特に反応はしなかった。

　朱雀が続ける。

「私たちが最優先すべきことは、機関の残党を捕ほ縛ばくすることです。現状、彼らに関かん与よした四凶やオズの魔法使いについては、こちらに敵対するのであれば対処するという立場を取ることにしています」

　バラキエルが訊く。

「つまり、四凶──陵空の生徒については、こちらに任せてもらってもいいということかな？」

　うなずく朱雀にバラキエルは訝しげな表情となっていた。

「……それは朱雀、キミの独断ではないのか？　あの当主が、そのようなことを……堕天使の組織と組むことを許すとはとうてい思えない。いや、当主がキミを許したとしても執しつ行こう部ぶの長おさが、黙だまってはいないだろう」

　バラキエルの問いに朱雀はニッコリと微笑ほほえむだけだった。

「こちらも一枚岩ではないということです。今回の件は私に一任されています。これでも『朱雀』を継けい承しようした身ですので。それに正直な話、アビス・チームやサタナエル、オズについての情報が少ないのは事実。共同戦線の意味合いはお互いにwin-winであることも条件のひとつとして提示させていただきます」

「開示できない情報も多いが……共通の問題であろうアビス・チームとサタナエルのことはできるだけ善処しよう。……これは、キミの頼み事だろうからな」

　バラキエルの言葉に朱雀も安あん堵どの息を漏もらしていた。

「良い交こう渉しようになりそうで安心しましたわ、おじさま」

　朱雀のうしろでは櫛橋青龍が半眼で「僕は反対したんだけどねぇ」と小声で漏らしていたが……。

　バラキエルが鳶雄たちに訊いてくる。

「彼女たちと一時的に協力態勢を取り、四凶の二人を保護する。先日の一件と先ほどの衝しよう突とつで彼女たちに思うところはあるだろうが……まずは四凶──キミたちの同級生を救うことを第一としたほうがいい。それでかまわないだろうか？」

　姫島朱雀と櫛橋青龍は、五大宗そう家け側の人間であり、名前に霊れい獣じゆうを司つかさどっていることから、中ちゆう枢すうにいる人物であると鳶雄はすでに理解している。

　五大宗家は、身内から出た不始末に対して過か剰じようなまでに粛しゆく清せいする者たちというのを知らされているなかで、その中枢の人物であろう彼女たちが、「共同戦線」を提案してきた。

　鳶雄たちは、彼女たちから見れば五大宗家の裏切り者たる『虚蟬機関』に（強制的に）関与させられた存在だ。五大宗家からすれば、粛清対象なかつたことにしたいだろう。こちらとしては、その思惑に関してはたまったものではない。

　だというのに、姫島朱雀は鳶雄たちをターゲットから外し、彼女たちは機関の残党を、鳶雄たちには残る四凶を任せる、というのだ。

　機関の残党、オズ、サタナエルとアビス・チーム、これらの混成団体を相手にしながら、五大宗家との遭そう遇ぐうにも備えつつ残る同級生を救うというのは、グリゴリの協力があろうとも、過か酷こく極きわまりない状じよう況きようである。

　そのなかで五大宗家が手を出してこないということは、願ったり叶かなったりであり、しかも彼女たちは相手団体の一角を引き受けてくれるというのだ。

　残る四凶を救助する点ではこれ以上ない好機である──。

　自分たちの教官であり、グリゴリの幹部でもあるバラキエルは、姫島朱雀と面識があり、ある程度信しん頼らいしているようだ。

　自分たちが巻き込まれた事件の発ほつ端たんといい、先ほどの襲しゆう撃げきといい、五大宗家には思うところはあるが……。

　鳶雄としては、彼女を、姫島朱雀を、少なくともこの場では信用していいのではないか？　──と思っていた。それは、祖母と同じ雰ふん囲い気き──オーラのようなものをまとう少女だからこそという面が強いのだが……。

　先に答えたのは、皆みな川がわ夏梅だった。

「私は……それでいいと思うわ。正直、そちらにはいろいろ言いたいことが多いけど、まずは同級生を全員救うことが私たちの目的だから」

　鮫島はふんと鼻を鳴らし、櫛橋青龍を一ひと睨にらみしたあとに言った。

「そっちのすかした野や郎ろうをぶん殴なぐりたいところだが、まあ、この流れだと共同戦線ってことで決まりそうだしよ。俺一人が駄だ々だこねたところで何も始まらねぇだろうし。なに、どうせ誰だれだろうとよ、襲おそいかかってくりゃ、ぶっ倒たおせばいいだけのことだ」

　いかにも彼らしい考え方だった。

　これに珍めずらしくヴァーリも意見を同じくする。

「鮫島綱こう生きの言う通りだ。誰であろうと、向かってくるなら倒せばいい。実にシンプルさ」

　ラヴィニアは「お任せするのです」と鳶雄たちの意思に任せるようだ。

　鳶雄は紗枝と顔を見合わせ、お互いにうなずいた。

「俺と紗枝も問題ないです。それでいいなら、それでいきましょう」

　そう答える鳶雄。

　そうさ、鮫島やヴァーリの言う通りだ。自分たちに襲いかかってくる者があれば、機関の残党だろうと、オズだろうと、五大宗家だろうと、戦うしかない。

　鳶雄たちの了りよう解かいを得た朱雀は、それを確かく認にんしてから、上着のポケットより一枚のメモを取り出した。

　バラキエルにそのメモを渡わたしながら言った。

「これは残りの四凶である陵空の生徒たちが確認された場所──居所です。発たつなら早めがいいでしょう。彼らが逃にげようとも、捕とらえられようとも、時間が経たつにつれて、そこから離はなれていくでしょうから。私たちも今日のうちにそこに行く予定です」

　朱雀の言葉に櫛橋青龍が皮肉げに続く。

「ま、僕たちのほうが先に出くわしたら、一応保護しておくよ。間に合わなかったときは恨うらまないでほしいけどね」

　軽口をたたくのが、この櫛橋青龍という少年の性た質ちのようだ。とはいえ、身にまとうオーラは本物であり、実力的に鳶雄たちの数段上なのは確かだろう。

　その後、バラキエルと朱雀がいくつかのやり取りをしたあとで、この場での話し合いは平へい穏おん無事に終わりを告げる。

　皆みなが立ち上がり、退室しようとしたときだった。ふいに朱雀がラヴィニアを呼んだ。

「ラヴィニア・レーニさん」

「はい」

　応じるラヴィニアに朱雀は問う。

「『紫し炎えんのアウグスタ』──この名前に覚えはあるわよね？」

　その名を出した途と端たん──この一室の温度が少し下がったように感じた。いや、事実そうなのだろう。

　意識してか無意識かは知れないが、ラヴィニアから冷たい空気が生まれている。

「はい。私が追う魔ま女じよの一人なのです。『東の魔女』アウグスタなのです」

　そう口にするラヴィニアは、全身からプレッシャーを放っていた。朱雀が口にした名は、ラヴィニアの心情を揺ゆさぶるに十分なようだ。

　先ほど、公園で聞かされたことを鳶雄は思い出す。

　ラヴィニアは『オズ』の『南の魔女』グリンダの弟で子し──。そして、ラヴィニアはその『オズ』の『東の魔女』──あの『虚蟬機関』の施し設せつで出会った魔女の老女を追っている。

　朱雀が続ける。

「オズのことは、『南の魔女』であったグリンダの弟子であるあなたに告げたほうが早いと思ったから。──『西』のもこちらに来ているわ。『東』も『西』も厄やつ介かいだけれど、『北』は来ないのかしら？」

「おそらく、まだ本国からは来られないと思うのです」

「では、『エメラルドの国』の王──『オズ』は今回の件を……？」

　朱雀の問いにラヴィニアは目を伏ふせた。

「……わからないのです。あちらの状況はまったくというほど入ってこないのです」

　ラヴィニアの絞しぼり出したかのような声こわ音ねに朱雀は「ありがとう。十分だわ」と答えるだけだった。

　朱雀は人差し指を立てて、ラヴィニアに忠告する。

「ひとつだけご忠告を。あまり、グリゴリと深くお付き合いしないほうがいいわ。あなたはただでさえ宿した力ゆえに監視の対象です。ヴァチカンがこの国で動くグリゴリに向けて刺し客かくを放ったという噂うわさも耳にしています。仕事熱心なエクソシストに出くわしたら、ついでに狩かられてしまうかもしれないわ」

「……ありがとうなのです。『魔女狩り』に遭あわないよう気をつけるのです」

　朱雀とラヴィニアの会話は、正直鳶雄たち──元陵空の生徒にとって、わからないことが多い。

　オズに関すること、オズとラヴィニアの関係、そしてヴァチカン──キリスト教会？

　まだまだ知るべきことが多いようだ。そして、おそろしいことにそれらを知らなければ自分たちが不利になるのだ。

　生きるために、生き残るためには、異能の世界をもっと知らなければならない──。

　退室するとき、振ふり返らずにバラキエルが朱雀に言った。

「朱雀、変わっていないと信じる」

　朱雀は微笑みながら答える。

「……バラキエルおじさま、私はあのときから何ひとつ変わってませんわ。おばさまと朱あけ乃のと遊んでいた頃ころの姫島朱雀から、何ひとつ。──ただ、姫島には……五大宗家の現当主たちには気をつけてください。もちろん、エクソシストにも──」

「ああ、むろんだ」

　去っていくバラキエルに続いて鳶雄たちもその場を去ろうとすると、

「鳶雄」

　朱雀が彼にも声をかけた。

　一層柔にゆう和わな表情、まるで家族に向けるような顔で朱雀は鳶雄に言う。

「私を信じてくれてありがとう。今度はゆっくりお話ししましょう。落ち着いたら、あらためて席を設けるわ」

　その言葉に鳶雄はなぜか顔を赤らめてしまった。

「……え、ええ、はい……」

　──と、そのときはそう答えるだけで精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　女性陣じん二人──夏梅と紗枝は鳶雄の反応にすぐに気づく。夏梅は呆あきれて息を吐つき、紗枝は──ちょっとだけ不満げだった。

　その日はそれで一いつ旦たん本ほん拠きよ地ちに戻もどることになった。

　……紗枝との二人きりでのデートは、次の機会となってしまった。
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　鳶雄たちは、マンションに帰き還かんしたあと、すぐに手早く荷造りをし始めた。当然、姫島朱雀よりもたらされた情報──残りの陵空の同級生と接せつ触しよくするための行動だ。

　ただし、彼らの場所はここより大分離れており、県を大きくまたぐ。足──車での移動が必要だった。

「先に駐ちゆう車しや場で待つ」

　そう言いながら足を用意してくれたのは、鳶雄たちの教官でもあるバラキエルだった。

　話では、組織の幹部ゆえ深くは事件に関かかわれないが、出来うる限りのフォローはしてくれるそうだ。
















　……車の運転は、組織の下の者が担当しても良かったと思うのだが……。彼自身の親切心ゆえか、他ほかに目的があるためか、それとも両方か──。

　鳶雄たちが荷を簡単にまとめあげる。グリゴリより提供されたのは護身用のグッズと、緊きん急きゆう時じの非常食だった。

　姫島朱雀よりもたらされた情報──地図の場所は、都市部から離れた山やま間あいの村だった。このマンションより、車で高速に乗って数時間ほどの距きよ離りだ。

　準備を終えた鳶雄たちは、バラキエルの待つ駐車場に向かう。目的の場所に赴おもむくメンバーは、鳶雄、夏梅、鮫島といった元陵空生徒に加え、ラヴィニアとヴァーリも同行する。

　このメンバーで事に当たるのは、初めてだ。未熟な鳶雄たち元陵空生徒に比べて、ラヴィニアとヴァーリは己おのれの能力を発揮できる。しかも、特別なセイクリッド・ギアまで所有している。とはいえ、鳶雄たちも訓練により、能力を伸のばしていた。

　駐車場──八人乗りの青いワゴン車の前でバラキエルが立っていた。

　バラキエルは駐車場に集つどった鳶雄たちに忠告する。

「これより向かう先には、危険極きわまりない使い手が待ち構えているだろう。特に幾いく瀬せ鳶雄と、四凶の二人。……ラヴィニアたちに任せて降りる、という選せん択たく肢しもある。どうする？」

　そう忠告を口にしながらもバラキエルは、こちらの答えも待たずに付け加える。

「──と、言ったところで引き下がるおまえたちではないか。ある意味で、こういうことも想定して私のもとで訓練を積ませたのだからな」

　バラキエルの言葉に夏梅がにんまりと笑えみを浮うかべる。

「そうですよ、教官殿どの。私たち、あの一件に巻き込まれてから、いろいろと腹はくくったんですから。……って、勝手に『私たち』って言っちゃったけど、幾瀬くんも鮫島くんもＯＫよね？」

　鮫島は首をコキコキ鳴らしながら言う。

「ま、あんなクソみたいな目に遭った上に、アスリート並みの練習させといて、今いま更さら降りろもねぇわな。前回は最後の最後で味み噌そつけちまったし、今度はうまく暴れるさ」

　最後に鳶雄に確認の視線が集まった。

　鳶雄は横に並ぶ相棒──黒い刃ジンの頭をなでながら言った。

「救っていない同級生は、残り少ない。ここまできたら、全員救いたいです。今回でそれが終えられるなら、それにこしたことはありません」

　これは鳶雄の本心だった。

　極論から言えば、乗りかかった船だ。どんな結果であれ、最後まで見届けたいし、可能な限り力を尽つくして、良い結末を迎むかえたい。

　バラキエルは、鳶雄たちの言葉を聞き、息を吐く。

　ここで、誰だれか一人でもＮＯを唱えれば、このマンションに留とどまることもできるだろう。しかし、この場にいる鳶雄たちは、全員「向かう」ことを選んだのだ。

　バラキエルはひとつうなずき、「わかった」と了りよう承しようした。

　──が、鳶雄に視線を向け、こう告げる。

「ひとつ、条件を吞のんでくれ」

　バラキエルが静かに手を挙げる。すると──駐車場の物もの陰かげから、紗枝が姿を現した。

　バラキエルが言う。

「彼女も今回の一件に参加してもらうことになるだろう」

　その言葉を聞き、鳶雄、夏梅、鮫島は酷ひどく驚おどろいた。当然だった。紗枝は──現状では戦せん闘とう力が皆かい無むに等しい。先日の事件で負ったダメージも完全に抜ぬけ切れているとも言いがたい。それはバラキエルも承知のはずなのに、彼女の参加を承認しろと言ってきたのだ。

　これに一番に異を唱えるのは──やはり、鳶雄だった。

「紗枝は戦えません！　体だってまだ完全に治りきってない！　危険な場所に行くのは……俺は反対です！　どうして、紗枝を！」

　鳶雄は紗枝の参加をハッキリと否定した。

　普ふ段だん、夏梅や鮫島、ラヴィニア、ヴァーリの性格、勢いに押されがちの彼も、こと紗枝が関わることにはいつも以上に感情を露あらわにする。

　鳶雄は……命がけで、怪かい物ぶつの姿になってまで、紗枝を救った。……いや、違ちがう。目の前で失いかけた。仲間の助けが大いにあって、なんとか彼女と、同級生たちを『虚蟬機関』から奪うばい返したのだ。

　大事な幼おさな馴な染じみ──。

　それが危地に向かうことなど……鳶雄は容認できない。

　バラキエルはその反応を承知の上で言葉を続ける。

「幾瀬鳶雄が、そう言うのは私もわかってはいた。しかしな、これは総そう督とくの、アザゼルの命令でもある。幾瀬鳶雄が行くのなら、東とう城じよう紗枝も連れて行け、とな」

「……どうしてですか？」

　訝いぶかしげに問う鳶雄。総督の名を出され、彼は感情を一いつ旦たん引っ込ませる。理由がありそうだと、すぐに察知したからだ。

　バラキエルが刃に視線を向けながら言う。

「ふむ。幾瀬鳶雄、おまえの持つセイクリッド・ギア──『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』は半はん覚かく醒せい状態となっていてな。何かの拍ひよう子しで先日の状態──バランス・ブレイカーの暴走状態になってしまいかねない。そうなった場合、出来る限り元の状態に戻すよう、我々も努めるが……確実に戻れるという保証もないのだ」

　──バランス・ブレイカー、先日の『虚蟬機関』のアジトにて、鳶雄が陥おちいった……否いな、解き放たれた変化であった。

　鳶雄自身、その間の記き憶おくは朧おぼろげであったが……黒々とした、どす黒い何かに心と体が支配され、殺意、敵意、怒いかり、悲しみ、激しい負の感情が自分の内に渦うず巻まき、正気を失ったのは覚えている。

　……あのときの何かが、夢にまで出てくるほど、鳶雄の中で決定的な違い和わ感かん、異物を抱かかえ込んだのは理解していた。

　そう、自分はあのとき、黒いバケモノと化したのだ──。

　バケモノと化してまで、紗枝の命を奪った者を許せなかった。

　夏梅が手を挙げ、バラキエルに訊きく。

「もし、幾瀬くんがあのときの黒い狗いぬ人間みたいになって暴れても、またラヴィニアとヴァーリが協力して、抑おさえ込めばいいんじゃないんですか？」

　あのときも、ラヴィニアとヴァーリが、アザゼル総督と共に覚醒した鳶雄を抑え込んで事無きを得た。元の人間の姿に戻せたのだ。

　しかし、バラキエルは難しい表情となる。

「……また成功するかもしれないが、今度は失敗するかもしれない。まだ我々グリゴリでも、幾瀬鳶雄の力に関してはすべてを把は握あくしきれていないのだ。神滅具ロンギヌスというセイクリッド・ギアは、細心の注意を払って扱あつかわねば、何が起こるかわからない。特にセイクリッド・ギアのたどり着く先とされる進化──バランス・ブレイカーというのは、世界の均きん衡こうを崩くずすほどの禁じられた一手、手段と言われているほどだ。グリゴリでも長年の間、研究中の現象だ。幾瀬鳶雄の覚醒状態は、現状、できるだけ避さけたい」

　バラキエルはこう付け加えてくる。

「──ということもあり、話を戻すが、もしおまえがバランス・ブレイカーの暴走状態になったときを考こう慮りよして、東城紗枝の力が必要になるかもしれないということなのだ」

　バラキエルの説明に首を傾かしげる鳶雄だったが──。

「愛の力ってやつだな」

　と、物陰から音も無くアザゼルが姿を現してそう口にした。

「総督！　いたんですか！」

　夏梅が驚き、声をあげるが、アザゼルは構わずに続ける。

「過去にバランス・ブレイカーの事象が確かく認にんされた折、暴走状態に陥った者を止められたのが、恋こい人びとだったってデータが残っていてな。それに、生まれ持って覚醒状態だった鳶雄を抑え込んだのも、実の祖母だった。愛は偉い大だいってやつだ。東城紗枝なら、役回りとしては十分だろう？　それとも、彼女じゃ愛が足りないか？」

　などという、アザゼル（いやらしい笑み）の煽あおりにも似た言葉に──鳶雄と紗枝は顔を真っ赤にして、大いに恥はずかしがった。

　……こんなところで、そんなことを言われてしまえば、こうなるのは当然だ！　と、鳶雄も内心でこの場を去ってしまいたい気持ちでいっぱいになってしまった。

　鮫島もあごに手をやり、この状じよう況きようを楽しみながら「愛か。青春だな」と同い年のくせにそんなことを口にしていた。

　紗枝は、赤面しながらも鳶雄に訊いてくる。

「……ということらしいの。私、戦えないけど、鳶雄が変なことになっちゃっても……止められるなら、止めたい。それが私にしかできないのなら、なおさら止めたいよ」

　彼女は……絶対に付いてくるつもりだろう。決意の目をしている。こうなったときの彼女が止まらないことを鳶雄もよく理解している。

　アザゼルがこう付け加えてきた。

「危地に赴くのは確かだ。鳶雄もバランス・ブレイカーになる可能性もある。なら、彼女の存在自体が必要になるだろう。それに暴走が解けないのなら、最終手段を用いるしかない場合もある。これは説明しなくてもわかるな？」

　最終手段──排はい除じよ、つまるところの処分だ。危険な状態が解けないのなら、打ち倒たおすしかない。暴走して、周囲を危険にさらし、知らずに仲間を殺すぐらいなら……それもやむなしだと鳶雄は思う。

　そうならないために紗枝の存在が必要不可欠──。

　……彼女が傍そばにいるなら、彼女が声をかけてくれるなら、黒い何かに包まれた自分にも届くかもしれない──。

　鳶雄は息を整えつつ、赤面しているなか、頰ほおをかいて言った。

「……紗枝、無茶だけはしないでくれ」

　それは鳶雄の了承だった。

　紗枝は「うん」と笑顔でうなずいた。

　夏梅がこの状況を微笑ほほえましく見守りながら、うんうんと何度もうなずいていた。

「なーに、東城さん、大船に乗ったつもりでいて！　私たちも東城さんのこと、守るから！」

「まー、おまえ守るよりはよっぽどやりがいあるだろうしな」

　鮫島がこれにそう反応する。

「何よ！　私だってか弱い女の子なんだから！」

　ぷんすか怒おこる夏梅を尻しり目めにアザゼルがラヴィニアとヴァーリに言った。

「てなわけで、おまえら二人もこいつらを頼たのむぞ。ま、何かあったら、俺に連れん絡らくを寄よ越こせ。こちらでできることはやらせてもらう。鳶雄じゃないが、おまえらも自分の能力には気をつけろ」

　ラヴィニアは「はいなのです」と短く答え、ヴァーリは「ふっ、俺は素人しろうとじゃないさ」と強気に言った。

「あら、総督はやっぱりお留守番？　せっかく、ここまで来てくれたのに」

　夏梅がそう訊く。

　アザゼルが苦く笑しようしながら答える。

「総督自ら出張るわけにもいくまい？　つーか、代表の俺が敵地をブラブラすると、それだけで大問題だ。バラキエルが現地まで付き添そう。そこからはおまえらのがんばりしだいだ。残りの四凶が無事であれ、どんな形であれ、帰ってきても問題ないよう、準備はしておく」

　──どんな形であれ、か。

　……当然、無事に救うつもりだ。しかし、ただでは済まない予感もあった。これから向かう先で待ち受ける敵への不安もそうだが、残りの四凶にも──。

　こうして、残る四凶の同級生二名を救出するため、バラキエル運転のもと、鳶雄、夏梅、鮫島、紗枝、ラヴィニア、ヴァーリというメンバーで情報のあった場所に向かうこととなる──。







　登録された目的地までカーナビに促うながされるままバラキエルの運転する青いワゴン車は進んでいく。

　助手席にはヴァーリ。二列目に鳶雄、紗枝、ラヴィニアの三名、三列目に夏梅と鮫島が座る。助手席はヴァーリが譲ゆずらず、我が物顔で占せん拠きよしてしまった。彼にとって、車の助手席とはお気に入りの位置らしい。おそらく、電車でも一号車の最前線に乗るタイプだなと鳶雄は予想する。

　刃たち独立具現型のセイクリッド・ギアは、巨きよ体たいゆえ刃のみ鳶雄の影かげのなかに潜もぐり込ませ、白びやく砂さは車内へ、グリフォンは空中を飛んでもらい、同行させた。

　途と中ちゆう寄ったガソリンスタンドでガソリンを満タンにし、予備分として車の燃料携けい行こう缶かんにも入れた。向かう先で何が起こるかわからないための保険だ。それに、いざとなればガソリンも武器にもなろう。

　しだいに日も暮れてきていた。現地に着く頃ころは、日が完全に落ちているだろう。

　車を走らせるなかで、バラキエルが訊いてくる。

「資料に目を通してくれただろうか？」

　資料というのは、マンションで準備をしている間に渡わたされたファイルだった。鳶雄たちは、駐ちゆう車しや場に向かう前にざっとだが中を確認している。

　バラキエルが言う。

「おそらく、今回の一件、キミたちは『虚蟬機関』の残党、魔ま女じよのほか、セイクリッド・ギアの所有者たちとも一戦交えることになる可能性が非常に高い」

　そう、資料にはセイクリッド・ギアの所有者の情報が載のっていたのだ。顔写真が付いている者もいた。

　──例のアビス・チームの資料だった。

　鮫島が言う。

「……ざらっと資料見たけどよ、セイクリッド・ギアっつっても、俺たちみたいな生物を具現化して操あやつるもんじゃないんだろう？」

　鮫島が言うように、鳶雄たちがネフィリムで教えられたセイクリッド・ギアの知識では、能力がいくつかに分類されていると記憶している。

　バラキエルが答える。

「うむ、セイクリッド・ギアは多種多様の能力がある。キミたちの系統は、『独立具現型』と分類される能力だ。ネフィリムで教えたことや、その資料の通り、他ほかにも系統はいくつもある。アビス・チームの所有者たちは、系統がバラバラで一ひと括くくりにはできない」

　鳶雄たちの能力は、異能が具現化して、主あるじに付き従う『独立具現型』と分類される能力だった。

　これは鳶雄、夏梅、鮫島、ラヴィニアが属する。

　ヴァーリは、セイクリッド・ギアに封ふう印いんされたドラゴンの力を解放して操る系統に属した。

　この他にも、『状態変化』、『結界封印』、『属性』、『防ぼう御ぎよ』、『カウンター』、『創造クリエイト』系統など、セイクリッド・ギアは能力それぞれが多た岐きにわたっている。

　本来、これらのうち、ひとつの能力だけが覚かく醒せいするのだが、ふたつ、あるいはみっつ、はたまたそれ以上の能力を同時に併あわせ持つ強力無比なセイクリッド・ギアも存在した。

　それを神滅具ロンギヌスと呼び、この世界に十三種のみ確認されているとされた。

　……鳶雄とラヴィニア、それとヴァーリがその神滅具ロンギヌスを有する。

　十三種のうち、三種が同じ場所に集つどうのは……正直異常なことだろう。これも、セイクリッド・ギアの所有者を保護、監かん視ししているグリゴリのもとにいるからこそ叶かなっている状況なのだ。

　バラキエルが続ける。

「その資料を確認した上で、ひとつだけ覚えておいてほしいのが、彼ら──アビス・チームの者たちが持つ異能は、非常に厄やつ介かいで、強力だ。単純な応用性、パワー勝負ならばキミたちのほうが優すぐれている面もある。──が、彼らの能力は、時と場所、条件が揃そろったとき、凶きよう悪あくで残ざん忍にんな性能を発揮する。元々、扱いにくい能力の持ち主たちを集めて組織したチームだからだ」

　教官であるバラキエルが言うように、確認した資料には身み震ぶるいするほどの脅きよう威いが記されていた。

　彼らの能力は──食くらえば取り返しのつかない効果が多い。チームを組織した者は、あえて、いや、わざとそのメンバーで構築したという。だとしたら、アビス・チームを率いている者は……極きわめて冷れい酷こくな性格なのだと鳶雄は思っていた。

　勇ましい鮫島ですら、「……たまんねぇな、こんなのが相手じゃ」と厳しい表情になっていた。

　バラキエルが言う。

「そこにリストアップした能力は、最低限頭に入れておいてほしい。その情報は、今後のキミたちの生存確率に直結するだろう」

　鳶雄たち教え子は『はい』と返した。

　それから、しばしの沈ちん黙もくが続く。目的地に近づくにつれ、自おのずと車中の緊きん張ちよう感かんも増していた。

　そのときだった。

「目的の場所に行くまでに、少し私のお話をしようと思うのです」

　この沈黙をそう言いながら破ったのはラヴィニアだった。

　皆みなが耳を傾かたむけるなかで、彼女は語りだす。

「……イタリアのとある海辺の街で私は生まれたのです」

　彼女──ラヴィニア・レーニは魔法の才能を有しながらも、生きつ粋すいの魔法使いの家に生まれた者ではない。出生は一いつ般ぱん家庭だ。

　ただし、彼女は生まれながらにして異能を有していた。幼少の頃から、彼女の傍に具現化していた氷の人形──神滅具ロンギヌス『永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ』。

　幼い彼女は、それが何なのか一向に知らず、自分以外には決して見えないその氷の姫ひめ君ぎみを「氷のオバケ」として恐おそれていた。

　九歳の頃だ。彼女に大きな出来事が訪おとずれた。

　──両親が、事故で亡なくなったのだ。

　九歳の女の子にとって、親の死は受け入れがたく、状じよう況きようすら理解するのに苦しむだろう。

　常々「氷のオバケ」を語る少女を親類縁えん者じやは薄うす気き味み悪がり、ラヴィニアの引き取り先探しは難航した。

　ラヴィニアは語る。

「そのときの私は、自身のこれからよりも、パパとママを失ったことによる深い悲しみと──『氷のオバケ』への憎にくしみに包まれていたのです」

　そう、彼女は両親を殺したのは──「氷のオバケ」だと思い込んでいたからだ。

　恨うらみ、憎み、罵ののしっても、「氷のオバケ」は傍から離はなれてくれない。何も見えない人たちから見れば、ラヴィニアは誰だれもいない空に向けて、大声をあげて暴れる厄介な娘むすめにしか感じ取れなかっただろう。

　その頃の記き憶おくはラヴィニア自身も曖あい昧まいになっていた。

　あまりに悲しく、あまりに怖こわく、幼い少女が抱かかえるには大きすぎる負の感情ゆえ、彼女自身の心が……あるいは、身に宿したセイクリッド・ギアが、その頃の記憶を封ふうじた──。

　ただ、これだけはハッキリと覚えている。家の庭を歩いていたラヴィニアは突とつ如じよ不思議な感覚に陥おちいり、気づくと──見知らぬ風景の場所に立っていたのだ。

　背の高い木々に囲まれた場所。彼女はいつの間にか、どこかの森の中央にいた。驚おどろき、視線を配らせるラヴィニアの視線に入ったのは──童話に出てくるかのような木造の建物。まるで魔法使いが住んでいそうな丸みを帯びた古い一いつ軒けん家やだった。

　その一軒家の前に立っていたのは──やさしい笑えみを浮うかべる老女。絵本に出てくるようなとんがり帽ぼう子しとローブ、そして杖つえを持ち、典型的な魔法使いの格好だった。

　老女は言う。

　──もう大だい丈じよう夫ぶよ。

　老女──ラヴィニアの師し匠しようである南の魔女グリンダは、彼女を引き取り、セイクリッド・ギアの制せい御ぎよの仕方、魔法の扱あつかい方を教えたのだった。

　やさしい恩師との出会いは、心を閉とざしていたラヴィニアを徐じよ々じよに氷解させていく。

　グリンダは、とある事情により、オズの世界からこちら側に居を移していた。理由はセイクリッド・ギアの研究だという。

　グリンダとの森での生活は質素であったが、ラヴィニアにとって掛かけ替がえのない幸せな一時だった。

　ラヴィニアはそこで魔法の才能を開花させていくことになる。

　ラヴィニアが十三歳の頃だ。グリンダは、外で同世代の魔法使いと過ごすことをラヴィニアに提案する。

　それは、この世界の魔法使いとして生きるのであれば、この世界の他の魔法使いたちと交流を持ったほうがいいというグリンダの判断からだった。

　程ほどなくして、グリンダはラヴィニアを『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』に預けることとなる。ラヴィニアも、グリンダと離れるのは辛つらかったが、その恩師が願う以上、魔術師協会で研けん鑽さんを積むことを決めた。

『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』で数年過ごした頃だった──。

　ラヴィニアのもとに凶きよう報ほうが届く。

　──グリンダが、オズから来た魔女によって、襲しゆう撃げきを受けた。

「その報告を受けた私は、第二の故郷であるあの森に戻もどったのです。ですが──」

　彼女が過ごした森の一軒家は、焼け落ちており、炭化した家の残ざん骸がいを残すのみとなっていた。

　グリンダの安否は不明だが、オズから来た魔法使いたちが関かん与よしていることだけは、その後の調査でわかった。

　ラヴィニアはオズの魔法使いたちを追い、そのなかで、先日の『虚蟬機関』、『四凶計画』に関かかわることとなったのだった──。

　夏梅が訊きく。

「……お師匠さまの安否を問うために戦っているってこと？」

　ラヴィニアはこう答える。

「……彼女たちは要領よく答えないのです。ですから、オズに直接乗り込むか、こちら側で彼女たちがしていることに首を突つっ込むか、とにかく、徹てつ底てい的に追うことに決めたのです。これは、私の事情ですから、皆さんは皆さんの目的を叶かなえてほしいのです。邪じや魔まはしません。私は私だけでも、彼女たちを追うのです」

　そう言うラヴィニアの表情は、普ふ段だんのときと違ちがい、冷れい徹てつな様相を見せていた。

　ラヴィニアの目的がわかり、しばしの沈黙が車内に流れる。

　最初に口にしたのは、鳶雄だった。

「ラヴィニアさんの事情はわかった。俺の力がどこまで通じるかわからないけど、恩師の方を捜さがすのに協力するよ」

　鳶雄の本音だった。

　鳶雄の言葉を聞き、ラヴィニアは少しだけ驚いているようだった。

　鳶雄が続ける。

「ラヴィニアさんは、自分の事情があったとはいえ、俺たちに協力してくれた。ラヴィニアさんがいなかったら、俺は……危険な状態から元に戻れなかったし、きっと紗枝や同級生たちも戻ってこられなかった」

　彼の言葉に夏梅も紗枝もうなずいていた。

　ラヴィニアがいなかったら、『虚蟬機関』との戦いで無事に済まなかっただろう。同級生たちをすべて救うこともできなかったと鳶雄は強く思う。

　これに鮫島も腕うでを組みながら、苦く笑しようした。

「悔くやしいが、幾瀬の言う通りだな。俺らだけじゃ……ろくな結果にならなかっただろうよ。ま、乗りかかった船だ。どうせ、俺らが向かう先に魔女どももいるんだろう？　じゃあ、まとめて片付けちまえばいいだけの話だ」

　夏梅が後ろの座席から身を乗り出して、ラヴィニアをがばっと抱だきしめる。

「そうそう、鮫島くんもたまにはいいこと言うわ。というわけで、ラヴィニア。協力しあいましょう！　仲間なんだから、今いま更さらじゃないの！」

　これに紗枝も続く。

「ラヴィニアさん。私……どこまで協力できるかわからないけれど、助けてくれたお礼は返したい。だから、力になれることがあったら遠えん慮りよなく言ってね？」

　仲間たちの声にラヴィニアは──微笑ほほえむ。

　抱きしめる夏梅の腕に手で触ふれるラヴィニア。

「……夏梅、シャーク、シャーエ、トビー……ありがとうなのです」

　自身の事情を語り、全員がそれを知り、想おもいをひとつに固めた。これから戦いに向かうなかで、彼らは車内で結束を高めたのだった。

　これには、運転席のバラキエルも頰ほおを綻ほころばせていた。

　ふと鮫島が助手席のヴァーリに訊く。

「ルシドラ先生はどうなんだ？　魔女っ子に協力してくれるのか？」

　ラヴィニアの話にまったく口を挟はさんでこなかったヴァーリ。皆の視線が少年に集まる。

　ヴァーリはフッとニヒルな笑みを浮かべていた。

「ラヴィニアの事情は前から知っている。俺は最初からオズの魔法使いとの戦いに興味があったからな。まあ、力は貸す」

　生意気な言い分に鮫島は肩かたをすくめて、「あー、はいはい」と呆あきれていたが。

　ラヴィニアは微笑んで言った。

「はい、知っているのですよ。ヴァーくんはやさしい子ですから」

　バックミラー越ごしにラヴィニアの微笑みが、ヴァーリに届く。ヴァーリはそれに気づき、顔を赤面させていた。

　格好つけたいお年とし頃ごろだが、本音は素す直なおなようだった──。
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　改めて現地へ向かっている一行。車は山やま間あいに入り、進むたびに人家が少なくなってきた。道も心なしか次し第だいに細くなっていくような……。

　すでに空は日が落ちて、暗くら闇やみが支配している。

　車内の時計は、午後二十一時を示していた。

　ワゴン車が放つハイビームで暗闇の道を照らすが、少し先は暗黒の世界だ。

　辺りに木々が増え、林となって、ついには森の道となる。

　すれ違う車も、後方から走ってくる車両もなくなった。

「うわぁ……。ホント、人ひと気けのないところだわね」

　窓から外の様子をうかがいながら、夏梅はぽつりと漏もらす。

　このワゴン車は冥めい界かいに飛び込んでいく命知らずな者の棺かんおけに等しいのかもしれない。

　外を眺ながめているだけで寒気すら感じてくる。種類のわからない木々が不気味に生おい茂しげっているためか、雰ふん囲い気きはおかしいぐらいに闇に包まれていた。

「もしかしたら、森の中で初めての戦せん闘とうになるかもしれない」

　鳶雄も森を見ながら呟つぶやく。

　それを聞いて、隣となりの紗枝が表情を一いつ瞬しゆん陰かげらせる。

　深夜の森の中で戦闘──。町中やデパートの中以上にキツい戦いになるだろう。

　背の高い草、何があるかわからない足あし下もと、盾たてとなり影かげをも生む木々。これらは自分たちにとって、不利になる要素だ。

　木を盾にすれば、守備に回せるかもしれないが、それは相手だって同じことだろう。目の前に広がる暗黒の樹海は、敵のテリトリーだと認にん識しきしたほうがいい。

　──さて、森のなかで襲おそわれたら、どう戦ったものか。

　思案している鳶雄。バラキエルが言う。

「近くなってきたぞ」

　カーナビのカーソルが、徐々に目的地と重なろうとしていた。

　先ほどから、目的地の村に近くなったのか、頻ひん繁ぱんに音声ガイダンスがカーナビから発せられる。

　目的地がもうすぐというときだった。

　──隣に座る紗枝が叫さけんだ。

「前！」

　ヘッドライトが前方の道に人ひと影かげらしきものを映したのだった！

　バラキエルが急ブレーキをかけて、車を緊きん急きゆう停車させる。乗車している全員に急ブレーキの負ふ荷かがかかり、紗枝と夏梅は「キャッ！」と思わず悲鳴をあげていた。

　鮫島が後方の席から身を乗り出すように訊く。

「なんだ!?」

「人よ！　人みたいなのが前にいたのよ！」

　鮫島の問いに夏梅が答えた。

　突とつ然ぜんのことにバラキエルがシートベルトを外した。車から出る前に冷静に鳶雄たちに言う。

「……すでに何が起きてもおかしくない領域だ。警けい戒かいは怠おこたらないように」

　教え子たちにそう言うと、ライトを片手にドアを開けて車体の前に出て行く。

　息を吞のむ鳶雄。余よ裕ゆうそうなのはヴァーリぐらいだろう。楽しげに不敵な笑みを浮かべていた。

　バラキエルが前方でライトの光を辺りに当てて調べていくが……人影、人らしきものは一向に現れない。

　勘かん違ちがい……で済まない空気が車内に漂ただよう。村の人が出てきたのなら、まだ良かっただろう。出てこないという現状が一番不気味だった。

　この現象自体が、相手の能力、罠わなかもしれないからだ。それはここにいる全員が認識していることだろう。

　緊きん張ちよう感かん漂ただよう車内だったが、車外のバラキエルが何かの気配を察知したのか、とある一点にライトを当てて、訝いぶかしげな表情となっていた。

「そこに誰だれかいるのか？」

　バラキエルが車外で、誰かにそう問う。

　車内の全員の視線が、バラキエルが声をかける方向に向いた。

　しばしの沈ちん黙もく。すると、道どう路ろ脇わきの木々の陰かげから、人影がひとつ──。

　バラキエルのライトがそこに当たると、そこにいたのは必死な形相をした一人の少女だった。

　西せい欧おう人を思わせる顔立ちに暗めの色合いであるブロンド（長い髪かみを一部編みこみにしていた）。

　鳶雄、紗枝、夏梅、鮫島は見覚えのある顔に驚おどろく。

　彼らの記き憶おくと合がつ致ちするであろう、彼女の特とく徴ちよう的な──オッドアイ。右目が青く、左目が黒なのだ。

　眉び目もく麗うるわしい少女は、七滝詩求子だった。陵空高校のなかでも一番の美少女とされた、日本人と西欧人のハーフの女の子だ。仲の良い女子からは「シグネ」と呼ばれていた。

　詩求子は、転校先の学生服を着ていたが……所々汚よごれており、破れている箇か所しよもあった。顔も泥どろで少し汚れていた。息も上がっていて、ここまで命がけで逃にげてきたのがわかる。

　彼女は絞しぼり出すような声でバラキエルに訴うつたえる。

「……助けてください」

　バラキエルがひとつうなずく。

　車内にいるこちらに視線を送るバラキエル。

「安心なさい。味方だ」

　そう言うバラキエルの言葉が合図とわかり、鳶雄たち陵空の生徒たちが車から降りていく。

　警戒する詩求子の前に夏梅と紗枝が出た。覚えのある顔に詩求子は目を見開くほど、驚く。

「……皆川さんと、東城さん……？」

　元同級生の女子が二人も目の前に現れたことで、驚きと同時に安あん堵どしたのか、その場にへたり込んでしまう詩求子。

「ちょちょちょ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「安心して、七滝さん」

　座り込んでしまった詩求子に夏梅と紗枝が駆かけより、やさしく手を伸のばしていた。

　同時に降りてきていた鳶雄と鮫島も、残る同級生の一人が無事だったことを受けて、緊張がいくらか解けて軽く笑みをこぼしていた。

　ただ、鮫島が詩求子の両手に抱かかえるものに気づき、鳶雄に言う。

「……あれが、七滝のセイクリッド・ギアか？」

　そう言う鮫島と共に、鳶雄は視線を詩求子の両りよう腕うでに向けていた。

　彼女は両腕に──仮面のようなものを顔につけた小型の四し肢し動物を抱えていた。頭部には二本の角が生えている。仮面のほうは文字のような文様のような……。だが、鳶雄には仮面の模様に覚えがあった。

　四凶について調べていたとき、同様のものを本で見かけたからだ。

　あれは──饕とう餮てつ文という四凶の饕とう餮てつについて表した文様だ。つまり、詩求子が抱えている謎なぞの生物は──セイクリッド・ギアであり、四凶の一体、饕とう餮てつということなのだろう。

　……独立具現型のセイクリッド・ギアは夏梅の鷹たかや鮫島の猫ねこのように、日常にいる生物を顕けん現げんすることもあれば、あのような見た目から不思議なものも具現化できるようだ。

　介かい抱ほうされている詩求子だったが、少しだけ緩ゆるませていた気をすぐに戻して、鳶雄たちに言う。

「ここから離はなれたほうがいいわ！　変な技わざを使う人たちと──」

　そこまで言いかけた詩求子だったが、理由は知れた。

　鳶雄の横に現れた刃が唸うなり声をあげていたからだ。

　車の前方──ヘッドライトがギリギリ当たるか否いなかの暗がりの道に向けて、黒い狗いぬの刃が威い嚇かくを行っていた。漆しつ黒こくの毛並みを激しく逆立てて、牙きばを向けている。

　それを見て、鳶雄たちは身構える。

　夏梅が口で「チッチッチッ」と鳴らすと、羽音を立てながらグリフォンが闇の世界から舞まい降りてきた。そのまま彼女の肩へ留まる。

　鮫島も構えながら、白砂を肩から腕うでに移動させていた。

　いつの間にか、虫の鳴き声が消えている。

　じわりじわりと肌はだに伝わってくる殺気と敵意のせいだろう。

「刃……」

　静かな主人の呼び声に、刃は足あし下もとの影より歪いびつな形の剣けんを取り出して、口に構えた。

　ヴァーリとラヴィニアも車から出てきていた。

「ふっ、明らかな殺意だ。おもしろい」

「……この気配、魔ま法ほうの術式ではないのです」

　全員が臨戦態勢を取ったときだ。

　コッコッコッ、と奇き妙みような乾かわいた音が一定のリズムで前方から聞こえてくる。

　ヘッドライトに照らされる位置に現れたのは──五十センチほどの一本足の不気味な石像だった。背中に小さな翼つばさを生やし、頭部には一本の角、何かの異い形ぎようを象かたどったものだ。

　一つ目であろう目は閉じてあるが……。

　鳶雄はどこかで見たような覚えがあり……すぐにハッと気づく。

　──ここに来る前に読んだアビス・チームの資料にこれがあった！

　構えるバラキエルが、突然ブルブルと震ふるえだした石像の動きに叫んだ。

「──目を閉じろっ！」

　全員がバラキエルの指示のもと、目を閉じ、さらに腕で両目全体を覆おおう！

　刹せつ那な、まばゆい光量が辺り一面に広がった。

　光が止やんだ頃ころ、恐おそる恐る目を開ける鳶雄たち。ヘッドライトに照らされていた不気味な石像は消えていた。

　バラキエルが苦い顔で言う。

「まさか、初手からあれを寄よ越こすとはな。あれは──セイクリッド・ギアだ」

　これにヴァーリが続く。

「資料にも書いてあっただろう？　──輝ブライ失ン・シヤのイン・ス呪像タチユー。特性は、あの像が放つ光をまともに浴びると、徐じよ々じよに視力を奪うばわれる。状じよう況きようしだいでは目が完全に見えなくなるぞ」

　恐ろしいことを口にする少年だが、表情には余裕があった。

　夏梅が生なま唾つばを吞のみ込みながら言う。

「怖こわすぎるなんてもんじゃないわね……」

　バラキエルがこう答える。

「資料でも確認したはずだ。アビス・チームはそういう能力を持った者ばかりだ」

　そう、アビス・チームの構成員の能力は──相手に取り返しのつかないダメージを与あたえるセイクリッド・ギアばかりなのだ。

　いまのように攻こう撃げきを受けると、視力を奪われたり、あるいは聴ちよう力りよくを失う。強い後こう遺い症しようを残す深刻な精神汚お染せんを与える特性や、相手の体に寄生させて内側から徐々に食くらい尽つくす虫の使い手もいる。

　暗殺、拷ごう問もん、およそ人道的ではない所有者を集めて構成させたのがアビス・チーム。

　まともに戦うと、心と体、そのどこかに深刻なダメージを受けると鳶雄たちは説明されていた。

　いまの石像も目を開くと同時に視力を奪う光を発するというセイクリッド・ギアだ。

「……初見殺しチーム、本当なら相手なんてしたくないけど……」

　辺りに注意を払はらいながら、夏梅がそうつぶやいた。

　するとバラキエル、ヴァーリ、ラヴィニアがとある一点に視線を送った。全員がそれに目線を合わせる。

　音もなく暗がりの道より、笑い声が聞こえてきた。

「ぷぷぷ、うぷぷぷ」

　不快な笑いを発しながら現れたのは、やせ形の男性だった。鳶雄たちの着ている『堕ちてきた者たちネフイリム』の制服と似たものを着込んでいた。

　男はサングラスをしており、口を歪ゆがませ、醜しゆう悪あくな笑えみを見せていた。その足あし下もとには例の不気味な石像。目は再び閉じている。

「……目がどんどん見えなくなってほしい。……目が見えなくなっていく感想を聞かせてほしい……」

　男は言うなり、足下にいる石像の目を開けさせようと──。

　黙だまって攻撃をさせる鳶雄たちでもなく、鳶雄、夏梅、鮫島が素す早ばやく動く。

「スラッシュ！」

「行け！」

「伸ばせ！」

　刃が剣をくわえたまま高速で飛び出し、グリフォンも飛び立ち、白砂が長い尾おを鋭するどくさせて相手に繰くり出した。

　三組による同時攻撃だが、このなかでも男は不快な笑みを消さない。

　詩求子が叫さけぶ。

「あの像！　二体いるよ！」

　その一声にヴァーリはその場で後方に素早く振ふり返り、手元から銀色のオーラを放つ！

　もう一体の石像が、鳶雄たちの背後を取っていたからだ。

「ラヴィニア！」

　バラキエルがラヴィニアの名を呼ぶと、魔ま方ほう陣じんを展開させて、相手の男に放った。男は魔方陣から放たれた青色のオーラをまともに浴びるが……ダメージはなかった。

　前方の石像は刃の剣と白砂の尾を同時に食らい呆あつ気けなく壊こわれ、背後にいた石像もヴァーリの一いち撃げきで破は壊かいされた。

　グリフォンの高速落下攻撃をすんでのところで避よける男。

　その男に向けて、バラキエルが手元に小規模の放電現象を起こしながら言う。

「これ以上、私を相手にするほど、そちらも愚おろかではないだろう？」

　グリゴリの幹部の一角たるバラキエルのことを知っているであろう男は、目を細め、笑みを浮うかべたまま、静かに闇やみに消えていった。

　りりりりりり。

　虫の鳴き声が再開される。殺意を放つモノがいなくなったからだろう。

　鳶雄はあごにまで伝わっていた汗あせを手で拭ぬぐう。

　戦せん闘とうが終わり、息をつくメンバー。詩求子が思い出したかのように皆みなに言う。

「古閑くん！　皆、古閑くんが……っ！　あっちにある村の先で戦ってるの！」

　村の方向に指をさす詩求子の表情は切せつ迫ぱくしていた。

　どうやら、事態は大きく動いているようだった──。
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　あれから車に再び乗車して、警けい戒かいしながら進み、村の入り口らしきところへ出た。

　家屋が点々と建っている。……人の気配はない。外から見る分では、家のなかに明かりも見かけられなかった。

　周りは田んぼと山だけの風景だ。そして、夜の闇しかない。

　一定の間かん隔かくで点々と立っている電柱の明かりが、頼たよりない光を生んでいた。暗黒に包まれている村を照らすには圧あつ倒とう的に光が足りない。

　入り口まで来たところで、車を停とめて、全員が外に出る。

　バラキエルが周囲に視線を配らせつつ、

「ヴァーリ、悪いが周辺の家々を調べてもらえないだろうか？」

　そうヴァーリに指示を送った。

　ヴァーリはうんざりしながらも応じて、近くの民家の庭に入っていった。

　鳶とび雄おや仲間たちも村の入り口から、ざっと周辺を見み渡わたす。都市部から離れた山やま間あいにあるせいか、非常に肌はだ寒ざむい。この土地が生んだものか、それとも……。

　村に入ってから薄うすら寒い感覚が襲おそいかかってきていた。プレッシャーとでも言えばいいのだろうか。目に見えない何かが肌にピリピリと伝わってくる。

　闇の多い場所だ。その常とこ闇やみのほうから見られているように感じるのだ。

　りーりーりー。

　闇夜の世界で、虫の鳴き声だけが静かに響ひびき渡わたっている。

「嫌いやな雰ふん囲い気き……」

　夏なつ梅めは身み震ぶるいしながら、両りよう腕うでで体を抱だいてつぶやいた。

　村に入って数分ほど経たっている。人の気配、住んでいる様子が窺うかがえない。

　田舎いなかは就しゆう寝しんするのが早いとはよく言うが、一軒二軒ぐらい深夜でも明かりが点ついていてもおかしくない。いや、むしろこの状況のほうがおかしいのだ。

　刃ジンや白びやく砂さも村に入ってから明らかに警戒していた。目つきや歩き方に無む駄だがなく、隙すきが見られない。

　つまり、この村はそういう場所になってしまったのだ。いつ先ほどのアビス・チームの者や『虚うつ蟬せみ機関』の残党が現れてもおかしくない。

　がさっ、という音がする。

「ひゃっ」

　夏梅は情けない悲鳴を漏もらす。

　近くの草むらから音がする。生物の気配もだ。

　鳶雄たちは身構えるが、出てきたのは狸たぬきだった。鼻をひくひくさせながら、足早にその場をあとにしていく。

「んだよ、狸か」

　鮫さめ島じまは構えていた腕をおろして、息をついていた。

「…………」

　鳶雄は自分の腕に絡からみついている夏梅と紗さ枝え。彼女たちと目が合うと、夏梅のほうは慌あわてながら腕から離はなれていく。

「べ、別に。ちょっと雰囲気に乗じて急接近！　みたいな……」

　夏梅は強気に言うが、顔は真っ赤なうえにうつむいてしまっている。鳶雄の顔を直視できないようだ。

　場の空気と突とつ然ぜんの狸出現で、よほどビックリしたのだろう。つい、反射的に近くにいた鳶雄へ飛びついたのだ。
















　──と、ヴァーリが民家の調査から帰ってくる。

「どこの家も、住人が寝ねているよ。ただ、夜だから寝ているわけじゃない。作業中に強制的に眠ねむらされたというのが正しいだろうさ」

　ヴァーリはそう告げる。

　詩シ求グ子ネが得心したように言う。

「……だから、助けてって叫んでも誰だれも出てきてくれなかったんだ……」

　彼女はこの村で救きゆう援えんを求めたようだ。

　この報告にバラキエルはあごに手をやり、考え込んでいた。

「ここが戦場になるかもしれないと踏ふんだ『虚蟬機関』の者か、オズの魔ま女じよたちが、この村の住民を術で眠らせたということか。余計なものを見られたくないからだろうな」

　面めん倒どうになるぐらいなら、村ごと眠らせたということだろう。

　村人が犠ぎ牲せいにならなくて良かったと思うが……ヴァーリはこう付け加える。

「だが、事が複雑になれば、この村ごと消すかもしれないな」

　その一言に鳶雄、紗枝、夏梅は戦せん慄りつしていた。そう、そういうことをする連中と自分たちは事を構えているのだ。

　──と、バラキエル、ヴァーリ、ラヴィニア、刃たち独立具現型が、突とつ如じよとある方向に顔を向けた。

　鳶雄もそちらに体を向けると……言い知れない不気味な悪お寒かんが全身を駆かけ巡めぐる感覚を覚えた。得体の知れない強力な何かが、あの方向にいるように思えた。

　ヴァーリが言う。

「サタナエルのオーラだ。へぇ、彼直々にここに赴おもむいているんだな」

　ヴァーリの一言にバラキエルは難しい表情となっていた。

　サタナエル──。グリゴリの元幹部で、今回の事件の黒幕とされる堕だ天てん使し。グリゴリから離り反はんした幹部……。

　バラキエルが言う。

「……あそこには私が向かおう。七なな滝だる詩求子」

　突然名前を呼ばれて、「は、はひ！」と上ずった声こわ音ねを出す詩求子。

「キミは、この者たちを古こ閑が雹ひよう介すけのもとに連れて行ってくれないか？　彼らなら、力になってくれるはずだ」

　見ず知らずの強面こわもての男性からの頼たのみだったが、詩求子は自身のセイクリッド・ギアをぎゅっと抱だきしめながら、こくりとうなずいた。

　バラキエルが、鳶雄たち生徒に言う。

「サタナエルとは私が話をする。おまえたちは同級生を救え。ラヴィニアとヴァーリがついていれば決して不可能ではない」

　バラキエルは、詩求子が抱かかえる仮面をした獣けものに視線を移す。

「ただ、そのセイクリッド・ギアの使い方だけは誤るな。七滝詩求子の持つそれは四凶最強とされる『饕とう餮てつ』だ。使いようしだいでこの一帯に被ひ害がいが出るだろう」

　その一言に鳶雄たち元陵りよう空くう生徒は驚きよう愕がくした。七滝詩求子の持つ魔物は……この一帯に被害が出るほどの独立具現型のセイクリッド・ギアだというのか……。

　詩求子はその言葉を不思議に思っているだけだった。

「……ポッくんはそんな悪い子じゃないと思いますけど……」

　夏梅が問い返す。

「ポッくん？　その子の名前？」

　仮面をつけた魔物に指を向ける夏梅。

　うなずく詩求子のもと、魔物が仮面の下に隠かくれていた大きな口を開いた。鋭い牙きばが並ぶ口内から、「ポォ」というなんとも気の抜ぬける独特の鳴き声を発する。

「ポォって鳴くから、ポッくんにしたんだ」

　詩求子が愛いとしそうに『饕とう餮てつ』ことポッくんを抱きしめて言った。パッと見ただけでは、凶きよう悪あくそうな一面は見えないが……。

　諸もろ々もろの確かく認にんをしたところで、バラキエルがその場から離れようとする。

　ヴァーリが言った。

「俺もそちらがいいんだがな。サタナエルと戦えるかもしれないし」

　バラキエルは振ふり返りもせずにこう返す。

「鎧よろいを使いこなせるようになってからにしたほうがいい」

　その一言を聞き、ヴァーリは不敵な笑えみを消して、珍めずらしく不ふ機き嫌げんそうな表情となっていた。

「……すぐに使えるようになってやる。……くっ、わかったよ。今回は彼らのお守もりをする」

　ヴァーリの返事を聞き、バラキエルはこちらに笑みを一度見せたあと、この場をあとにしていった。

　バラキエルを見送ってすぐに鳶雄たちも行動を開始する。

　鳶雄が詩求子に訊きく。

「それで古閑の居所はわかるかい？」

　詩求子は村の奥を指さした。

「私はあっちの山から来たの。途と中ちゆうで古閑くんが怖こわい人たちの相手をするって山の中に残って……」

　全員が詩求子の指さした方向に体を向ける。

　皆みながうなずきあったところで、警戒しつつ、歩みを始めた。

　山に向かって歩き出す一行だったが──鳶雄は紗枝に腕をつかまれる。

「…………鳶雄」

　腕をつかんでいた彼女の手は震ふるえていた。紗枝はこういうのが苦手で、基本的に怖がりだ。子供の頃ころからお化け屋や敷しきの類たぐいが大の苦手で、絶対に入りたがらなかった。

　それでも恐きよう怖ふを小さな体に押し込めてここまでついてきてくれた。

　鳶雄は紗枝の手を優やさしく握にぎってやった。

「行こう、紗枝」

　鳶雄と紗枝の二人は手を繫つないだまま歩き出す。鳶雄は彼女が少しでも安あん堵どするように微笑ほほえむ。

　彼女は顔を真っ赤に染め上げながら、こくりと小さく頷うなずいたのだった。




　　　　２




　村に入ってから十分──。

　一行は田んぼに挟はさまれた田舎いなか道みちを進む。

　道をライトで照らしながら山のほうに向かう。

「歩けど歩けど田んぼばかりだな」

　鮫島は田んぼ風景を改めて見渡しながら、そう言う。

　緊きん張ちよう感かんに包まれながら、移動する鳶雄たちだが、この場の空気に似つかわしくない「パリパリ、モシャモシャ」という咀そ嚼しやく音が耳に入っても来ていた。

　音の出先は──詩求子が抱えるセイクリッド・ギアの「ポッくん」だった。

　村の入り口から歩き出した途と端たんに腹の虫を鳴かせたのだ。

　主あるじである詩求子曰いわく、

「ポッくんは食くいしん坊ぼうなの。お腹なかが空すくと動けなくなっちゃうから、何かを食べさせてあげないと……」

　ということらしい。

　仮面をつけているため、表情はわからないが、「ぐきゅるるるるる」という盛せい大だいな音を腹の虫が出すため、かわいそうという点と、この音が敵に知れたら事だという点で、すぐに持ってきていた独立具現型用の非常食を食べさせた。

　刃用のドライ型ドッグフードだったが、構わずにモシャモシャと食べ始める「ポッくん」。

　同時に詩求子も腹の虫が鳴り、鳶雄たち用のゼリー飲料を渡わたした。食べるというよりもエネルギー補給用だったが、詩求子は貰もらうなり五個をすぐに飲み干してしまった。

　その後もスティックタイプの栄養食を歩きながらポリポリと食べていた。

　この緊張ある移動中に歩きながら平然と物を食べられる胆たん力りよくに夏梅が、陵空高校時代を思い出しながら言う。

「そういえば、七滝さんっていっぱい食べる女子だったわね」

　夏梅の言葉に詩求子は頰ほおを赤く染めた。

「う、うん。そういう家系みたいで、お家うちの食しよく卓たくはいつもたくさんだったよ」

　夏梅が彼女のお腹を見ながら、こう続ける。

「……でも、太らないのよね。う、うらやましいわ」

　自分のお腹と比べながら夏梅がそう漏らす。

　鳶雄の見立てでは、夏梅も十分にスリムだと思うのだが……女子の目線と男子の目線では見える世界も違ちがうのだろうと結論づけた。

　移動するなかで、夏梅は詩求子に疑問を投げかける。

「七滝さん、ひとつ訊きたいんだけど……どうして『総そう督とく』の助けを拒きよ否ひしたの？　アザゼル総督から、あなたと古閑くんが協力を拒否して、独自に暴れ回ってるって聞いてたんだけど……」

　そう、鳶雄もそういう風にアザゼルから聞かされていた。

　しかし、目の前の詩求子を見る限り、助け船を拒否して暴れ回っていたとは思えない。

　詩求子はなんとも言えない表情になっていた。

「実は、私と古閑くんね、一度敵に捕つかまったの」

『──ッ！』

　衝しよう撃げき的な告白に鳶雄、紗枝、夏梅、鮫島の陵空生徒は驚愕していた。

　……詩求子と古閑が、奴やつらに捕まっていたとは……。

　だが、見たところ、身体的に何事もなく無事だったようだが……。『虚蟬機関』の狙ねらい──『四凶計画』は、四凶を宿す夏梅たち自身だったはずだ。

　夏梅が驚おどろきながら言う。

「『虚蟬機関』に一回捕まったの？　よく無事だったわね……」

　詩求子は首を横に振った。

「ううん。『虚蟬機関』じゃないよ。私たちを捕まえたのはカオス……『強しいて言えばカオスをもたらす者たちだ』って言ってた」

　……『カオスをもたらす者たち』……まったく見えてこない状じよう況きように鳶雄も困こん惑わくするしかない。

　詩求子がこう続ける。

「どこかの研究所みたいなところに閉じ込められて、セイクリッド・ギア……ポッくんの出し方を要求されたりして……。なんか、よくわからない実験みたいなことを私と古閑くんは何度かされたの。そのうちに、あっちの偉えらい人だと思うんだけど……キレイな男の人がいてね、その人と古閑くんが『取引』したんだ」

　敵対組織の幹部クラスの男と、古閑が『取引』……。妙みような胸むな騒さわぎを覚えてならない鳶雄だったが、詩求子が説明を続ける。

「その偉い人に何かされた古閑くんはね、怖いことになってて……」

　言い淀よどむ詩求子。表情は真に迫せまっていた。

　鮫島が訊く。

「なんだよ、古閑が怖いことになってたってよ」

　鮫島の問いに詩求子が答えようとしたときだった。

　ゴォォォンッ！　と、山のほうから轟ごう音おんが鳴り響ひびいてくる！

　全員の視線がそちらに一いつ斉せいに向く。ちょうど、向かおうとしていた先だが……いまの音は尋じん常じようではなかった。

　詩求子が「ポッくん」を抱きしめながら声を絞しぼり出す。

「……古閑くん、またなったんだ……っ！」

　震える詩求子。山から感じ取れる異能の波動──オーラは、尋常ではないものを鳶雄の心身に伝えてくる。

　一行はうなずき合うと、オーラが発生している場所へと駆かけ出していく。







　古閑がいるであろう場所に向かうなかで、森しん閑かんとした田舎風景からはおよそ想像できない物々しい炸さく裂れつ音や破は砕さい音が聞こえてくる。

　古閑が戦せん闘とうに巻き込まれているのは明らかだろう。

　田舎道から森のなかに進んでいく一行だったが、走りながらヴァーリが独り言をつぶやいていた。

「何、どうした？　……何だと？　それは本当なのか？」

　自身の内側にいるモノ──身に宿っているというドラゴンと会話をしているのだろう。

「ヴァーリ、あれ何かわかるの？」

　夏梅がヴァーリにそう訊きくが──。

『どうやら、ここにいる者たち全員に聞こえるよう話したほうがいいかもしれないな』

　という聞き覚えのない声がヴァーリのほうから聞こえてきたのだった！

『皆と話すのは初めてだったか』

　見れば彼が肩かたに乗っけているドラゴンのぬいぐるみの口が動き、声を発しているではないか！

「…………」

「…………」

「…………ッッ」

　これに鳶雄たち陵空高校の生徒たちは足を止めて、度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

　夏梅と鮫島がヴァーリの肩にあるぬいぐるみを指さして声をあげる。

「「だ、誰だれ!?」」

　鳶雄も二人のような声はあげなかったが、内心で驚いている。まさか、そのぬいぐるみがアザゼル以外の声を出すとは……。

　夏梅曰く、ヴァーリの肩に乗せているドラゴンはアザゼルとの緊きん急きゆう連れん絡らく用とのことだった。そこから聞き覚えのない声がすれば驚きもするだろう。

　走るのを再開しながら、夏梅がぬいぐるみに訊く。

「……じゃ、じゃあ、あなたがヴァーリに宿るドラゴンさんなのね」

『うむ。私は二に天てん龍りゆうの一角、「白い龍バニシング・ドラゴン」こと白はく龍りゆう皇こうアルビオンという。あいさつが遅おくれていたことに関して詫わびよう』

　鮫島が目を細めつつ、ぼそりとつぶやく。

「……ただのぬいぐるみじゃなかったのか」

　これにラヴィニアが、にこやかに言った。

「私やアザゼル総督はたまにアルくんとお話ししていたのですよ」

『ラヴィニア嬢じようとアザゼル総督にはヴァーリの件で色々と相談をしていたからな』

　ラヴィニアやアザゼルの前では、すでにしゃべっていたようだ。というよりも、口調から察するに付き合いもそれなりにあるように思える。

　ぬいぐるみのドラゴン──アルビオンが言う。

『ヴァーリはまだ未熟なところも多いため、私の声を淀みなく外に発するときにこのデバイスを活用させてもらっているのだ』

　これに不満の表情を浮うかべながらヴァーリが言う。

「アルビオン、余計なことは言わなくていい」

『ふっ、そうだな。済まなかった』

　ヴァーリとアルビオンのそんなやり取りがありつつも、鳶雄があらためてドラゴンに問う。

「それで、『白い龍バニシング・ドラゴン』にあらためて訊きたいんだけど、何がわかったんだい？」

『先ほど、前方の山からあがった巨きよ大だいなオーラだが、あれはとある現象に非常に似ているのだ』

「……とある現象？」

　問い返す鳶雄にアルビオンは続ける。

『セイクリッド・ギアは、所有者の力量、または体と心に劇的な変化が訪おとずれたとき、別の領域に至ることがある』

「……禁手バランス・ブレイカー」

　鳶雄は、少し前にアザゼルから話された事象について、すでに認にん知ちしていた。鳶雄自身が生まれながらにして、その領域に足を踏ふみ入れていたことがわかったからだ。

　禁手バランス・ブレイカー──セイクリッド・ギアの力がある領域に達したとき発現するという、セイクリッド・ギアの最終到とう達たつ点とされる現象だ。

　基本的にあり得ないほどのパワーアップが起こるとされているが、所有者しだいで、その現象は異例な力の形になることもあるという。

　鳶雄が口にしたものに対して、アルビオンが肯こう定ていする。

『その通り。かのオーラの波動はその現象に非常に似ていた』

　つまり、アルビオンの言葉が本当ならば、山から感じ取れたあの異様なオーラは禁手バランス・ブレイカーの現象によるもの……？

　そうなると古閑雹介は──。

　詩求子が怖こわ々ごわと口にする。

「……古閑くんがあのキレイな男の人からも、そんなことを言われたって……。それならあの力も説明つくのかも……」

　詩求子はすでに古閑の力を目にしているようで、鳶雄やアルビオンが口にした禁手バランス・ブレイカーについても得心できるようだった。

　夏梅がアルビオンに訊く。

「古閑くんが、カオスをもたらすなんたらって人たちの協力で、自分のセイクリッド・ギアを超ちよう絶ぜつ進化させたってこと？」

　しかし、アルビオンは言葉を濁にごす。

『……いや、あくまで似ていたのだ。私は禁手バランス・ブレイカーをよくわかっている。ゆえに解げせない、あのオーラ……』

　禁手バランス・ブレイカーをよく知るというアルビオンも困惑するオーラだということなのだろう。

　では、いったい古閑の身に何が起きたのか？

　疑問ばかりしか出てこない状況で、ついに鳶雄たちはオーラが発せられた場所にまでたどり着く。

　ラヴィニアの魔ま法ほうで作られた光明が、辺りを照らす。

　そこには──。

「うっ！」

　思わず言葉を詰つまらせる夏梅の反応。

　魔法の明かりに照らされたのは、血に塗まみれた凄せい惨さんな光景だった。

　背広を着た男性たちが、むごたらしい死体となってこの一帯に倒たおれ込んでいた。切り刻まれた者、腕うでや足を飛ばされた者、頭部をぐちゃぐちゃにされた者。

　現場は見るに堪たえない状況となっていた。

　紗枝や詩求子は悲鳴を無理矢理手で押し込めて、顔を背そむけた。

　ラヴィニアも察したのか、あまり死体に明かりが当たらないよう調整する。

　目を背けたくなるほどのこの場所で、唯ゆい一いつ生きて動く何かがあった。

　そちらにラヴィニアが光を当てると──そこには一人の少年が立っていた。

　少年はボサボサ気味の黒くろ髪かみに所々金のメッシュを入れており、全身に言い知れない妖あやしいものを纏まとわせている。

　──彼が、古閑雹介であった。

　陵空高校から転校した先の制服を着ていた。

　……右腕に籠こ手てらしきものを装着しているのが、鳶雄は気になったが……。見ればラヴィニアやヴァーリも古閑の右腕を気にしているようだった。

　古閑は明かりのほうに目をやりながらも、顔についた男たちの血を手で拭ぬぐっていた。

　古閑がこちらに詩求子がいることを知ると、軽い口調で言ってくる。

「おっ、七滝じゃんか。戻もどってきたのか。どうかしたのかって──これはまた」

　詩求子の周りにいた鳶雄たちにも気づき、指で一人一人指して数えていた。

「えーと、幾いく瀬せ、鮫さめちゃん、皆みな川がわと東とう城じよう……それに外国人が二人と。もしかして、四凶揃そろい踏み……の割に、このままだと六凶になるか？」

　首を傾かしげながらそう漏もらす彼の傍かたわらには──黒々とした毛の塊かたまりのような物体が存在していた。

　よく見れば毛の長い犬のようにも思える。犬のような突つき出た口に、爪つめが生えた四し肢し、犬の特とく徴ちようが現れた生物のようだが……長い毛に目元は覆おおわれており、顔はよくわからない。

　毛の長い品種──というわけでもないだろう。その生物が纏うオーラは、不安を感じさせるほどに黒く淀よどんでいる。

　鳶雄が犬のような生物に視線が行っていることに気づいた古閑が言う。

「ああ、こいつはブリッツ。俺のセイクリッド・ギアって奴やつという話だ」

　……やはり、その生物が古閑のセイクリッド・ギアであり、四凶最後の一角──『渾こん沌とん』のようだ。

　古閑が、鳶雄の傍らに位置する刃に目が行き、驚おどろいていた。

「その狗いぬ……俺のブリッツとそっくりだ。まさか、幾瀬や東城が本当の四凶とかってオチはないよな？」

　首を横に振ふる鳶雄。

「……いや、俺や紗枝は四凶じゃない。この刃は他ほかのセイクリッド・ギアだ」

　それを聞き、興味深そうに刃を見つめる古閑。

　黒い狗──刃と黒い狗のような四凶──ブリッツも、互たがいに目を合わせていた。

　セイクリッド・ギア同士が見つめ合う状じよう況きようを鳶雄と古閑は静観していた。──が、古閑は肩をすくめる。

「まあいい。それより──」

　古閑の視線が山中の奥を捉とらえる。刃たちセイクリッド・ギアたちも反応して、古閑と同じ方向を睨にらみだした。

「お客さんはまだこちらに用があるようだしな」

　古閑のその一言を聞き、鳶雄たちも一いつ斉せいに警けい戒かいして、構えた。

　山の奥より、闇やみと共に現れたのは紫むらさき色いろのローブという魔法使いの格好をした初老の女性外国人だった。

　その鋭するどい眼光には見覚えがある。

『虚蟬機関』の本ほん拠きよ地ちに連れて行かれたときに、鳶雄はこの老女と出会っている。

　──紫し炎えんのアウグスタ、確かにそう呼ばれていた。

　アウグスタは、ゴシック調の服を着た少女──弟で子しのヴァルブルガと共に複数人の魔法使いを引き連れて現れていた。

「囲まれたのです」

　ラヴィニアが前方のアウグスタを睨ねめつけながらそう言う。

　彼女が言うように、ローブを着た女性魔法使いらしき者たちが、いつの間にか、鳶雄たちを囲んでいた。

　……知らない間に囲まれていたことに驚く鳶雄たち陵空生徒。

　アウグスタが、目を細めながら鳶雄たちの面々を捉える。

「『虚蟬機関』の連中が苦戦していると聞いたんでね、弟子たちとここに来てみれば──例の狗どもと、グリンダの弟子もいるとはね」

　アウグスタは愉ゆ快かいそうな声こわ音ねでそう言う。

　すると、この場を冷気が支配し始める。季節違ちがいの冷たい空気が、辺りに漂ただよい出した。

　その発生元は、ラヴィニアだ。怖こわいほどの冷たい表情となっており、白い息を吐はきながら、アウグスタにこう述べる。

「ちょうどいいのです。トビーや夏梅たちのお友達を助けながら、あなたたちを一いつ掃そうするのですよ」

　ラヴィニアの挑ちよう発はつに老魔法使いは不敵な笑えみを浮かべた。

「グリンダの弟子とは思えないほど、怖い眼めをするね」

「……あなたたちがそうさせたのです」

　緊きん迫ぱく感かんの増す状況で、頭上より高らかな声が響ひびき渡わたる。

「ふっ、神滅具ロンギヌスのひとつ、『紫炎祭主による磔台インシネレート・アンセム』。その使い手であるオズの東の魔女だな」

　声のするほうを捜さがし、鳶雄たちはようやくそれを視界に捉える。

　背の高い木、その枝のひとつにこちらを見下ろす格好で銀ぎん髪ぱつの少年──ヴァーリが立っていたのだった。いつの間に木の上に登ったのか、鳶雄たちも気づかなかった。

　背中には彼のセイクリッド・ギアである光の翼つばさが生えていた。

　腕を組みつつ、堂々たる笑みを浮かべてヴァーリがアウグスタに言う。

「俺はヴァーリ・ルシファー。『白い龍バニシング・ドラゴン』を身に宿す存在だ。同じ神滅具ロンギヌス所有者として、ぜひとも手合わせ願いたいところだ」

　夏梅が木の上にいるヴァーリに向かって言った。

「ヴァ、ヴァーリ！　あ、危ないから降りてらっしゃい！　そんなところから挑発しなくても、下からでもできるでしょ！」

　夏梅の言葉など無視して、ヴァーリとアウグスタが睨み合う。

　老魔女が、「カッカッカッ」と笑った。

「ほう、こんな小さな子供が、今世の白龍皇かい。しかも、噂うわさ通り、『ルシファー』を継つぐと。これは面おも白しろいね」

「ま、こちらも楽しませてもらおうかな」

　言うなり、ヴァーリは光の翼を羽ばたかせて、地上にようやく降りてくる。

　なんとも言えないヴァーリの口上だったが……鳶雄、夏梅、鮫島以外のメンバーには普ふ通つうに受け止められているようなので、この際、気にせず戦せん闘とうの構えを取ることにした。

　古閑が、そんなやり取りを見守りつつ、沈ちん黙もくを破って、頰ほおを指でかきながら言う。

「なんだか、よくわからないけど、紫むらさきの婆ばあさんはいまだ俺の敵ってことでいいんだよな？」

　アウグスタは杖つえの先から、魔法を行使するための魔ま方ほう陣じんを宙に展開させながら言う。

「そうだね。そのほうがわかりやすいだろう」

　その老女の答えに古閑が、「なるほど、わかりやすい」とうなずいた。

　すると、自身のセイクリッド・ギア──ブリッツの頭をひとなでしてから、一歩前に出て行く。

「んじゃ、続きをしますかね。──ブリッツ」

　古閑が、ブリッツと並んで立ち、右腕の籠こ手てを前に出して、左手でその籠手を一部スライドさせる。途と端たんに籠手は光りだし、妖しい輝かがやきを発し始めた。

　同時に彼の横にいたブリッツが、黒々しいオーラを全身から放ち始め、籠手の輝きと同調していく。

　ゴゥンゴゥンという空気を震ふるわせる振しん動どうが、籠手から発せられていくなかで、古閑が声を出す。

「──禁手化バランス・ブレイク」

『Si-xiongスーシオン HúnDùnホウンドウン Overオーバー Boosterブースター!!!!』

　古閑とブリッツを中心にこの一帯に多量のオーラと、まばゆい閃せん光こうが広がっていく──。

　光が止やんだ先にあったのは、黒光りする外骨格的なパワードスーツだった。頭部や四肢に犬に似た獣けものの形状があり、硬こう質しつ化した長い毛のようなものも後頭部より生えている。

　体の中心──胸の中央には核かくのようなものが輝いていた。

　古閑が右腕に装着していた籠手のようなものを使い、あのパワードスーツを顕けん現げんさせて、着込んだと思われるが……。

　隣となりにいたブリッツが消え、パワードスーツは古閑のセイクリッド・ギアを彷ほう彿ふつとさせる形を表している。

　古閑と独立具現型のセイクリッド・ギアが、籠手を用いて統合──合体したというのか？

　またはブリッツが、パワードスーツの形態となって古閑に装着した……？

　ヴァーリが得心するように、また感心するようにも言った。

「……そうか、俺たちの鎧を参考にした研究がここまで形になっていたのか……」

　これを見ていたアウグスタが、興味深そうにあごに手をやっていた。古閑の右腕の籠手に注目していた。

「……それを用いた強制的な禁手化バランス・ブレイク。……いや、一種の暴走に近いように見えるね。代だい償しようはいかほどのものか。どちらにしても、あの男から容よう赦しやしなくていいと言われているからね。こちらもやらせてもらおうか。──ヴァルブルガ」

　師し匠しようの呼びかけに後方で待機していたゴスロリ調の服を着た少女が、楽しそうに小こ躍おどりしながら前に出てくる。

「はーい、お師さま♪」

「おまえはうちの魔術師と共にアビス・チームと協力して、あの坊ぼうやと遊んであげな」

「うふふん♪　りょーかいです！　面白そうねん♪」

　ヴァルブルガの視線が古閑と──鳶雄たちに注がれた。無む邪じや気きな瞳ひとみは冷れい酷こくな色も乗せている。

「さて、私は──」

　アウグスタが視線をラヴィニアに移した。

「グリンダのこと、教えてあげてもいい。ただし、私に勝てたらだけどね。──ついてきな、氷こおり姫ひめ」

　アウグスタは、静かに夜の山の闇に消えていった。

「…………っ！」

　この場から距きよ離りを取ったアウグスタにラヴィニアは判断に苦しんでいた。

　追いたいところだが、仲間を置いてまで駆かけ出すわけにもいかないのだろう。ラヴィニアは咄とつ嗟さに仲間を選び、その場でアウグスタの配下に向けて魔方陣を展開させた。

　しかし、これに夏梅がグリフォンを腕うでに乗せながら、ラヴィニアに叫さけぶ。

「何やってんの！　せっかく、お師匠さまの手がかりがつかめそうなんだから、追わなきゃダメよ！　ここはなんとかするから！」

　夏梅の意見に鳶雄たちも応じるようにうなずいていた。皆みながラヴィニアに行けと後押ししたのだった。

　彼女は先日の『虚蟬機関』との戦いで、鳶雄たちをサポートしてくれた。今度はこちらの番だ。

　ラヴィニアは仲間の厚意に感極きわまった表情となったが、すぐに意識をアウグスタの去って行ったほうに向けていく。

「夏梅、皆さん、ありがとうなのです！」

　ラヴィニアがアウグスタを追うようにその場を駆け出した。

　夏梅が駆けていくラヴィニアに言う。

「罠わなだと思ったら、すぐに逃にげるのよ！」

「わかっているのです！」

　そのやり取りがこの場の開戦の合図となった。

　アウグスタとラヴィニアがここから去ったことで、ヴァルブルガが魔法使いたちに指示を出す。

「それじゃ、ひとつ、暴れまくりましょうか！」

　ヴァルブルガが手を上げると、魔法使いたちも手を前方に構えて、魔方陣を出現させていく。

　そこから魔法を撃うち放とうとするが、ヒュンヒュンと風切り音が辺りに響き渡り、鳶雄たちの眼前で高速で何かがうごめいた。

　刹せつ那な──パリンという儚はかない音を立てて、魔法使いたちの魔方陣が崩くずされていく。

　よーく目をこらすと、黒く細長い鞭むちのようなものが高速でこの一帯を縦じゆう横おう無む尽じんにうごめいており、それが魔方陣を打ち崩したようだった。

　その細長い鞭のようなものは、パワードスーツのようなものを着き込こんだ古閑の頭部より、伸のびていた。

　例の硬質化した髪かみのようなものが、意思を持つように動いて魔法使いたちの魔方陣を破は壊かいしていたのだった。

　これにヴァルブルガは不敵に笑う。

「わーお♪　そういう攻こう撃げき方法なのねん！　楽しそうじゃない？」

　ヴァルブルガも魔方陣を展開して、魔法を撃とうとする。そこに古閑の鞭のような硬質化した髪が伸びていく。

　周囲の魔法使いたちの魔方陣を壊こわしたように、ヴァルブルガの魔方陣も打ち崩すかと思われたが──。

　ヴァルブルガの魔方陣は、古閑の攻撃を難なく弾はじき、炎ほのおの球体を魔方陣から撃ちだしていった。

　それを避よける鳶雄たち。肌はだを焼きそうなほどの熱量が彼らを襲おそったが、鳶雄が素す早ばやく刃に命じて、口にくわえた黒き剣けんにて炎の球体を両断した。

　両断された炎の球体は宙で霧む散さんしていく。

　この山林のなかであのような質量の炎を出されて燃え移ったら……山火事になってもおかしくない。住民が眠ねむらされている村にまで被ひ害がいが及およんだらと想像すると、怖こわいものがあった。

　狂きよう喜きの笑えみを見せるヴァルブルガを見る限り、あちらはそうなってもいいと思っていそうだ。

　鮫島が、右みぎ腕うでに白砂の尾おのランスを作り出しながら叫んだ。

「幾瀬ッ！　魔女っ子を追え！　鳥頭と東城と七滝も一いつ緒しよにな！　俺の勘かんだが、あのババアと魔女っ子をサシで勝負させるのはやっぱりやべぇ気がする。ヴァーリ、おまえは俺とここに残って、こいつらをぶっ潰つぶすぞ！」

　鮫島の提案にヴァーリも珍めずらしく応じた。

「仕方ない。鮫島綱こう生きに指示されるのは癪しやくだが、その古閑という男の強制的な禁手化バランス・ブレイクには興味がある。ここで戦いつつ、近くで見させてもらおうか」

　鮫島の言葉には鳶雄も賛成だった。

　先ほど、夏梅がラヴィニアにかけた言葉のように、アウグスタがラヴィニアを誘さそったのは罠のようにも思える。ラヴィニアもある程度それを承知で向かったとは思うが……。

　あの老女──アウグスタはそれ以上の思おも惑わくを持っているように思えてならない。

　鮫島の提案は正しく、いくらラヴィニアが鳶雄たちよりも強いとはいえ、彼女を一人にさせるのは不ま味ずいだろう。

　鳶雄が、グリフォンで応戦する夏梅と後方で待機する紗枝、そして詩求子に言う。

「皆川さん、七滝さん、行こう！　紗枝も俺から離はなれるな！」

　女性陣じんも鳶雄に応じて、その場を四人で駆け出した。

　鳶雄たちの行動に古閑が言う。

「おっ、そっちはあの婆ばあさん追うのか。──で、俺は鮫ちゃんと共きよう闘とう？」

　鮫島が、魔法使いから放たれた炎の魔法を避けながら、ランスで相手を吹ふっ飛ばしつつ、叫ぶ。

「てめえとは陵空にいた頃ころからソリが合わないが……ま、ちったぁ付き合ってやるよ！」

　その横では、ヴァーリが手から放つオーラで魔法使い複数人の魔法を消し去っていた。

　この状じよう況きように古閑が肩かたをすくめながら、魔法使いの一人を蹴けりで吹っ飛ばした。

「あらら、随ずい分ぶん、丸くなったね。ま、俺は好きにやりますかね」

　陵空高校の問題児二人が、魔法使い相手に暴れ出したのだった──。

　そして、鳶雄たちはラヴィニアを追った。







　　　サタナエル／バラキエル







　幾いく瀬せ鳶とび雄おたち生徒と別れたバラキエルは、覚えのあるオーラを頼たよりに山のなかを進んでいった。

　たどり着いたのは──古くより村で祀まつっているであろう神社だった。

　しかし、堕だ天てん使しであり、日本神話出身ではないバラキエルにとって、この国の神を祀った社やしろの敷しき地ちに無断で踏ふみいることは叶かなわない。

　鳥居の前で立ち止まり、唐とう突とつにその記き憶おくが思い返される。

　十年以上も前、彼は敵対組織に追い詰つめられて、この国のとある神社の領域に身を隠かくしたことがあった。

　──だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　おケガをしているようですけれど……。

　彼の脳のう裏りに、一人の美しい女性が回想される。

　懐なつかしく、儚はかなく、温かく、そして──胸が締しめ付けられるほど、痛くなる記憶。

「おまえにとっては、まだ癒いえぬ傷か。この類たぐいに触ふれるのは」

　声のするほうに視線を送るバラキエル。

　巨きよ木ぼくの陰かげより現れたのは、堕天使用のバトルスーツを着た長身の男性だった。

「ここを選んだのはわざとではない」

　そう言う男性は、精せい悍かんな顔つきにブラウンの髪、銀の瞳は夜の闇やみのなかでも妖あやしく輝かがやいているように見えた。

　男性は髪を手でかき上げながら続ける。

「ここに祀られている神は、村の者に被害が出ないことと、その境けい内だいに入らなければ、何をしても構わないとのことだ。この国の神は、相手がどの神話体系出身であろうと己おのれの領域を穢けがさなければ基本我関せずな場合が多いな」

　肩をすくめる男性。

「むしろ、神を祀る側の人間たちのほうが我ら異い邦ほうの者に厳しいぐらいだ。おまえも、神ではなく、祀る側の者に追われたのだったな」

　バラキエルは息を長く吐はき、言葉を紡つむぐ。

「おまえとこの国の神話体系について話をしにきたわけではない。──サタナエルよ。どうして、グリゴリを抜ぬけた？」

　ストレートなバラキエルの言葉に男性──サタナエルは愉ゆ快かいそうにしていた。

「相変わらず、真っ直すぐに訊きいてくる。……まあ、おまえに起きた事件をここで蒸むし返したところで、私に得があるわけでもないが……」

　サタナエルは、左手を軽く上げた。何かを制止させるような所作だった。

　バラキエルはここに来たときから把は握あくしている。すでに自分の周囲を刺し客かくが囲んでいることを。

　控ひかえているのは十中八九、サタナエルの子飼いである「アビス・チーム」だろう。嫌いやな雰ふん囲い気きの戦意が、辺りに漂ただよっていた。

　サタナエルが言う。

「私は他の研究者同様にセイクリッド・ギアの可能性を求めるだけだ。ただし、アザゼルほど検証を緩ゆるやかにするつもりもない」

「ゆえに組織を抜け出し、他の勢力と手を組んだというのか？　五大宗そう家けと関係する機関にグリゴリの技術を提供するなどと……それがどれだけの混乱をもたらすかわからないおまえでもあるまい？」

「…………」

　バラキエルの言葉に複雑な表情を作るサタナエル。

　……バラキエルが、いまの言葉を口にする資格がないことぐらい、本人がよくわかっているが……それでも仲間に同じ想おもいをしてほしくないからの忠言だった。

　サタナエルのほうもあえてその辺りを返さず、こう答える。

「『虚うつ蟬せみ機関』とオズと利害が一いつ致ちしただけのことだ」

　バラキエルが、先ほど感じた不ふ穏おんで強大なオーラの方向に視線を送る。

「……あれもおまえの仕し業わざか」

「私とアザゼルの理論をいち早く形にしてみせただけのことだ。……かなり強ごう引いんな方法だったことは否定しないがね。一応、成功のようだ。アザゼルの理論は見事だった」

「……世界に混乱を招くようなことだけはするな」

「それはアザゼルの言葉だろう？　おまえの言葉を私に聞かせてくれ」

　サタナエルの問いにバラキエルは全身から放電現象を起こし始める。彼の全身に電気が走り出した。

「私が口くち下べ手たなのはわかっていることだろう？　私の言葉となると、これしかなくなるのだ」

　バラキエルの戦意にサタナエルは嬉き々きとしていた。

「そちらのほうがわかりやすくていい。強引に私を本部に連れ戻もどす。それが『雷らい光こう』の意思でいいではないか。──だが、その前に私の目的のひとつを叶えさせてくれ」

　言うなり、サタナエルは指を一度鳴らす。

　すると、この一帯に霧きりが発生し始めた。

　サタナエルが言う。

「転移系のセイクリッド・ギアだ」

　バラキエルは、サタナエルが連れて行った「アビス・チーム」の構成員に「迷いの森」を創つくり出す所有者がいることを思い返していた。

　森の一部に能力による細工を施ほどこし、足を踏み入れた者たちを任意の場所に誘ゆう導どうするというものだ。

　しばらくして、霧の奥から複数の人の気配が感じ取れる。

　霧のなかから現れたのは──。

「……バラキエル先生？」

　幾瀬鳶雄、皆みな川がわ夏なつ梅め、東とう城じよう紗さ枝え、七なな滝だる詩シ求グ子ネの四名だった──。

　サタナエルは、彼らがここに招かれたのを認にん識しきして笑みを見せる。

「さて、私の用事を済ませようか」
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　アウグスタを追っていったラヴィニアのもとに向かうため、鳶とび雄おたちは山のなかを駆かけていたのだが……。

　ふいに霧がたちこめ、気づくと──目の前にバラキエルと、長身の男性がいる場所にたどり着いていた。

「え？　どういうこと？　ラヴィニアを追っていたのに……目の前にはバラキエル先生がいて……あれれ？」

　混乱するしかない夏なつ梅め。

　それは鳶雄も同じことだが……おそらく、先ほどの霧が異能の類であり、自分たちをこの場所に招き寄せたと判断した。

　銀色の瞳ひとみをした長身の男と目が合う。

　心のなかまで見み抜ぬいてきそうなほど、こちらに強い興味を抱いだいた視線だった。

　男は薄うすく笑えみを浮うかべる。

「──擬まがいものの神と四し凶きようの面々。はじめまして。私はサタナエルだ」

　──っ。

　男の名乗りに鳶雄、夏梅、紗さ枝えは酷ひどく驚おどろく。

　眼前の男が、一連の事件の黒幕の一人だと認識したからだ。そして、アザゼルの組織を裏切った幹部でもある。

　詩シ求グ子ネがポッくんを抱だきしめながら、ぼそりとつぶやいた。

「……例のキレイな人……。この人だよ、古こ閑がくんと取引した人」

　変へん貌ぼうを遂とげた古閑が記憶に新しいなかで、その取引相手すらも眼前の男とわかり、今回の事件はサタナエルの関かかわりが大きいことが鳶雄も理解できた。

　相棒の黒い狗いぬ──刃ジンが、前方のサタナエルに警けい戒かいを持ちつつも、耳と目を周辺に利きかせていた。

　どうやら、ここは敵に囲まれている場所のようだった。

　唸うなることはせず、静かに戦意のオーラをたゆたえる刃の姿にサタナエルはうれしそうな表情を作る。

　サタナエルが、刃を指さしながら言った。

「キミのセイクリッド・ギアには、とある意思が宿っている。──リュカオンというものを知っているかな？」

「……アザゼル総そう督とくから、少しだけ聞いている」

　鳶雄はアザゼルから、自身に宿るセイクリッド・ギアのことについて、ある程度の説明を受けている。

　むろん、すべて話されたわけではなく、状じよう況きように応じて順次話してもらうことになっていた。

　ただ、由来についてだけはほぼすべて聞いている。

　サタナエルはアザゼルが語ったことと同様のことを口にしていく。

「ギリシャ神話に登場する楽園──『アルカディア』、そこを支配していた王の名をリュカオンと言った。彼はギリシャ神話の主神ゼウスに対して悪行を重ねたため、ゼウスの怒いかりを買い、獣けものの姿に堕おとされた。邪じや悪あくな王だったと伝承に残されている」

　リュカオン──。

　狼おおかみ男おとこの起源──始まりの真祖とも言われる王だ。ギリシャ神話において、狼というのは、神々が地上に降り立ったときの仮の姿としても有名だった。

　サタナエルが、目を細めながら刃を見つめる。

「──が、キミのそれは狼ではなく、狗となっている。狼にすらなれない擬いものの神──。理由はグリゴリでも知ることができなかった。おそらく、作った本か人みですら、その結果を予想なんてしてもいないだろう」

　アザゼルは神話体系を跨またいだ影えい響きようが出たのかもしれないと、いくつか説を口にしていたが……。

　サタナエルが人差し指を一本立てる。

「そのセイクリッド・ギアにはもうひとつの意思が宿っている」

　そう、刃は──『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』は、リュカオン以外の存在も宿していた。

　サタナエルが言う。

「──『天あめ之の尾お羽は張ばり』、神しん剣けんとされる十とつ束かの剣つるぎのなかでも最強の一ひと振ふりであり、神性を得たとされるもの。神でありながら、剣つるぎ──。その意思もキミに宿っている」

　刃が発生させる歪いびつな剣の源が『天あめ之の尾お羽は張ばり』──。

　ただし、これも神性を失っているとされていた。ゆえにリュカオンの影響を受けて、禍まが々まがしい剣となっているという。

　サタナエルは、こう続ける。

「だが、姫ひめ島じまの血からキミが出たのは私からすれば偶ぐう然ぜんではない。彼らが崇すう拝はいしているのは、火之迦具土ヒノカグツチ神だ。それを斬きった剣こそが──『天あめ之の尾お羽は張ばり』。いわゆる神殺しの剣だ。キミはその力を必然として得て生まれたのだろう」

　初めてアザゼルにそれを聞かされたとき、なぜ姫島唐棣はねずが最後に鳶雄の力に執しゆう着ちやくしたのか、理り屈くつだけはわかった。

　姫島を憎にくんだ男が、姫島の祀まつる神を斬った存在が姫島の血から誕生すれば、強く興味を抱いて当然だった。

　──キミを禍々しい一本の刃やいばにできた。

　鳶雄はその瞬しゆん間かんを覚えていないが、姫島唐棣の最さい期ごの言葉がそれだったようだ。

　サタナエルが肩かたをすくめて言う。

「ギリシャ神話と日本神話のごった煮にだ。しかも、ゼウスに悪意を向けたリュカオン王に、神殺しの剣を組ませるなどと……。セイクリッド・ギアを作った者は、相当な物好きか、いや、イカレた創造主だ。──そうは思わないか？　神殺しの牙つるぎを持つ擬いものの狗い神ぬよ」

　問いかけられる鳶雄だったが……。

『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』──セイクリッド・ギアとしては、二種の存在が同時に宿る非常に稀まれなケースであり、どちらも強力であったがために、神滅具ロンギヌスに数えられることになったのだと聞いた。

　しかし、相反する存在同士のためか、元々の特性が歪ゆがんだ状態で融ゆう合ごうしてしまっているのだった。

　鳶雄は警戒を怠おこたらずにこう返す。

「……自分の能力に興味はあるが、それは現状を突とつ破ぱし、生き残るために必要だからだ。あんたはセイクリッド・ギアに興味が強いようだが……俺は全員が無事に帰き還かんできればそれにこしたことはない」

　鳶雄は自身の影かげより、一振りの大おお鎌がまを取り出す。

　サタナエルは、鳶雄の行動を皮肉げに見ていた。鎌を指さす。

「しかし、その刃は、キミの意思よりもずっと禍々しい輝かがやきを放っているようだ」

　サタナエルが言うように、鳶雄の持つ鎌は妖あやしい輝きを放ち、それを手にする鳶雄も鎌から黒々としたものを感じてならなかった。

　自分に宿るモノが、宿主の意思から飛び出そう、意識を塗ぬり替かえようとする感覚……。まだ抑おさえられる範はん囲いだが、これが強まったら、どうなってしまうのか……？

　一いち抹まつの不安を覚えるなか、その声は聞こえてくる。

「変なことをその子に吹ふき込まないでもらえないかしら？」

　現れたのは、姫島朱雀すざくだった。

　勇ましいオーラと雰ふん囲い気きを全身に纏まといながらの登場だった。

　姫島家の次期当主が現れたことで、サタナエルは一層愉ゆ快かいそうな表情となっていた。

「姫島家の姫ひめ君ぎみ。『虚うつ蟬せみ機関』の残党狩がりか？　それともそこの狗いぬ神がみを捕とらえに来たのか？」

　サタナエルの問いに朱雀は、手に炎ほのおを作りながら言った。

「もちろん、前者よ。すでにこちらの手の者がこの一帯を覆おおったわ。少なくとも、あの機関の残りは捕らえさせてもらいます。その際、オズの術者と、あなた方の手の者が負傷しようと、捕ほ縛ばくされようと、悪く思わないでちょうだい。先に事を起こしたのはあなた方なのだから」

「相変わらず御お家いえにかかる火の粉を払はらうのだけは早いのだな。友人と話せた上に、ようやく狗の顔も見られた。──まあ、あとは紫し炎えんに任せよう」

　言うなり、サタナエルが足あし下もとに魔ま方ほう陣じんを展開させる。

「──転移か。させないわ」

　朱雀がすぐに反応して、炎の球体を手元から撃うちだしていく。

　サタナエルは手を前に突つきだし、防ぼう壁へきとなる魔方陣を作り出して、朱雀の火か炎えんを防いだ。

　サタナエルが魔方陣から発生する光に包まれていく。

「また会おう、諸君」

　その言葉を最後に、光が止やむと──そこにはサタナエルの姿がなくなっていた。

　転移型の魔方陣で、いずこかにジャンプしたのだろう。

　朱雀がバラキエルに言う。

「おじさま、追ってください。情報通りの男であるなら、おそらくここの様子を遠目に確かく認にんできる場所に移動したはずです」

「しかしだな」

「もし、あの男の邪じや魔まをできるとしたら、この場では現状おじさまだけでしょう。鳶雄たちは私に任せてください。……信用、できませんか？」

　朱雀の問いにバラキエルは何か言葉を出そうとするが、吞のみ込んで背中から黒き翼つばさを出現させる。

「すまない」

　その場から飛び立つバラキエル。

「おまえたち！　無茶だけはするな！」

　それを言い残して、バラキエルはサタナエルを追っていく。

　残された鳶雄、夏梅、紗枝、詩求子、朱雀──。

　朱雀が周囲に待機しているであろう者たちへ不敵に話しかける。

「出ていらっしゃい。いるのでしょう？　主あるじを追わないとなると、私たちと戦うために残ったということでしょうし」

　朱雀の挑ちよう発はつに、物もの陰かげから四名の男女が姿を現す。

　先ほど出会ったサングラスの男と、新たに体格の良い男性が一人、右みぎ腕うでに包帯を巻いた男性が一人、ボロボロの熊くまのぬいぐるみを両手で抱かかえるお下げの髪かみ型がたの女性が一人。

　皆みな、『堕ちてきた者たちネフイリム』に似た制服を着ている。

　鳶雄たちはバラキエルより、あの制服が「アビス・チーム」専用のものだと知らされていた。

　全員、渡わたされた資料にあった者たちだった。

　相手は不ふ穏おんなものを体から滲にじみださせているが、何よりもその瞳ひとみだ。この世のすべてを恨うらむかのような、酷ひどく濁にごったものを映していた。

　……その辺りは資料にも書かれていた。

　彼らはセイクリッド・ギアのなかでも凶きよう悪あくなものを身に宿していたために、幼少の頃ころから周囲に疎うとんじられた。実の肉親にすら距きよ離りを置かれ、殺されかけた者も少なくない。

　人間の負の面のみを見て生きてきたために、彼らは人格から能力まで、すべてが歪んでしまっている。

　人殺しをしたことがない所有者はいないとさえ言われる。そのような者たちならば、グリゴリの方針からして、害が広がる前に処分して当然なのだが……。

　それを集めて、処分せずに組織のために使っていたのがサタナエルなのだ。

　ぬいぐるみを抱えた女性が、一歩前に出て、微笑ほほえみながら鳶雄たちに訊きいてくる。

「ねぇねぇ、あなたたちもセイクリッド・ギアの持ち主なのでしょう？」

　かわいい微笑みが一転して、醜しゆう悪あくなものと化して女性は続けてこう訊く。

「──いままで何人ぐらい殺したの？　五人？　十人？　それとももっと？」

　その言葉に応じて、男性陣じんも不気味な含ふくみ笑いを発していた。

　夏梅が腕にグリフォンを留まらせながら、言う。

「……殺人なんてするわけないでしょ。生きるために必死で戦っているだけよ」

　夏梅の言葉に女性は首を傾かしげる。

「……生きるためなら、人を殺さないとダメなんじゃないかしら？　だって、殺さないと、こちらが殺されちゃうわよ？　普ふ通つうの人たちは、弱い癖くせにこちらを殺そうとしてくるんだもの」

　そう言っているうちに、女性は言葉を止めて……体を硬こう直ちよくさせてしまう。

　首だけギギギと不自然に動かして、突とつ然ぜん叫さけんだ。

「殺されるぅぅぅぅぅッ！　殺されちゃうッッ！　許して許して！　私、何もしてない！　私はただ見てただけッ！　私はこの子と遊んでいただけなのっ！　みれいちゃんも、ゆうりちゃんも、この子と遊びたいって言うから遊ばせていただけなのよぉぉぉっ！　だから、許してぇぇぇぇっ！　私は何もしてないのぉぉぉぉっ！　バラバラになったみれいちゃんとゆうりちゃんが悪いんだもんッッ！」

　目の焦しよう点てんが定まらぬままに意味不明の絶ぜつ叫きようをあげていく女性。

　それが開戦の狼煙のろしとなった。

　女性が持っていた熊のぬいぐるみは手元から離はなれて、ひとりでに地面に降り立ち、そして巨きよ大だいに膨ふくらんでいく。

　鳶雄たちの前に出現したのは三メートルに達した熊のぬいぐるみだった。

　グパッとぬいぐるみの口が開くと、そこには鋭するどい牙きばが並び、指のない手から鋭えい利りな爪つめが内側から生えてくる。

　この女性のセイクリッド・ギアは独立具現型だ。自動で女性のことを守る特性があるが、生まれ持って力が大きかったようで、制せい御ぎよできずにセイクリッド・ギアは無差別に周囲の者へ攻こう撃げきするようになってしまった。

　しかも、爪と牙には猛もう毒どくを有するという。

　巨大化した熊のぬいぐるみ──セイクリッド・ギアが鳶雄たちに襲おそいかかる。ここに陵りよう空くうの生徒と、セイクリッド・ギア持ちが三人いるが──正直な話、戦力になるのは鳶雄と夏梅だけだ。詩求子もセイクリッド・ギアを持っているが、まだ能力がわからない上に「ポッくん」はやる気がなさそうにこの状じよう況きよう下かであくびをするしまつである。

　鳶雄と夏梅は紗枝と詩求子を守るように分身である刃とグリフォンを使し役えきし始める。

「いけ！　スラッシュ！」

「グリフォン、飛んで！」

　鳶雄の指示で刃が素す早ばやく影より剣けんを取り出し、口にくわえて、弾だん丸がんのように熊のぬいぐるみのほうへ飛び出していった。

　グリフォンも夜の空に急きゆう上じよう昇しようし、上空より急降下する構えとなる。

　しかし、攻撃を仕し掛かけてくるのは眼前の熊のぬいぐるみだけではない。

　体格の良い男性が、大きく息を吸い込み始め、腹部を異様なほど膨らませた。腹から何かがこみ上げてきたようで、それを口から勢いよく吐はき出していく。

　鳶雄たちはそれをバラキエル仕じ込こみの体たい捌さばきで避よける。

　ベチャッ！　──と、避けた先の巨木に男性が吐いたものが張り付いた。見れば、それはゲル状のもので、張り付いた先の巨木が煙けむりを立てて溶とけているのがわかる。しかも、そのゲルは意思を持つようにうごめきだした。

　あの男性のセイクリッド・ギアは、腹より溶よう解かい力の強いスライムのような生物を生み出す能力である。しかも一匹ぴきだけではなく──。

　男性が次々とスライムを生み出していき、鳶雄たちの周りを気味の悪いスライムたちが這はいずり回る。

　あのスライムは、相手に寄生するタイプだそうで、口や鼻や耳などの穴から入り込んで内側から徐じよ々じよに溶かしていくと資料に書かれていた。

　そして三人め。右腕に包帯を巻いた男は、その包帯を解いていく。

　そこにあったのは──至るところに口のようなものがびっしりと存在している奇きっ怪かいな右腕だった。

　資料では、あの多くの口から発せられる呪じゆ詛そを耳にすると、心身に多大な変調をきたす呪のろいを受けるとされている。

　何より、サングラスをした男である。先ほど、襲いかかってきたとき同様に例の視力を奪うばう石像を二体出現させていた。

　いま敵対している四人全員が、能力をまともに浴びたら不ま味ずい所有者ばかりだった。

　鳶雄の命を聞いた刃は口にくわえた剣で熊のぬいぐるみの胴どうに一いつ閃せんし、肩かた口ぐちから脇わき腹ばら下までの斜ななめに一直線の傷を与あたえていく。

　よろめくぬいぐるみに空から降下してきたグリフォンの体当たりが直ちよく撃げきする。女性のセイクリッド・ギアは地面に倒たおれていった。

　戦せん闘とうが開始したなかで、朱雀が一歩前に出て、スライム状の生物を吐く男性と、不気味な口だらけの右腕を持つ男性に問いかける。

「ひとつ訊きたいのだけれど。──あなたたち、アビス・チームの下位構成員よね？」

　朱雀の問いかけに体格の良い男性は、嘲ちよう笑しようする。

「……確かに俺たちはチームの上の連中と比べると雑ざ魚このほうだろうけど、あんたらに致ち命めい傷しようを与えるには十分だとは思うぜ？」

　男の言葉に朱雀は嘆なげくように息を吐く。

「やはり、下位の構成員ね。私と神滅具ロンギヌスを相手にして、その物言いだもの。……サタナエルとしては、今回様子見ということなのかしら。まあ、いいわ」

　刹せつ那な──。彼女を覆おおう炎ほのおのオーラが絶大なほど高まり、この一帯を高温が支配する。息をするだけでのどをやられそうになるほどの温度──。

　朱雀は右手に炎のゆらめきを生み出して、周辺にいたスライムの群れに視線を配らせた。

「まずは──」

　彼女が手に炎を宿らせたまま腕を横に薙なぐと、瞬しゆん時じに火炎がスライムの群れを広こう範はん囲いに襲う。

「臭くさいものから消しましょう」

　十体以上はいたスライムの群れが、一瞬で朱雀の炎で塵ちりと化した。

　さらに朱雀はスライムを吐く男性に向けて、右手に銃じゆうの構えを取り、撃うちだす仕草をしていく。

　ボォッ！　──と、男性の口から炎の柱が上がった。

「がぁッ！」

　絶叫をあげる男性。朱雀は銃を撃ちだす仕草と同時に男性の口に向けて、炎を撃ち込んだのだろう。

　男性はそのまま気を失い、地面に突つっ伏ぷした。

「ついでに蓋ふたもしておいたわ」

　撃ちだす瞬間がわからないほどの瞬まばたきの間の出来事だった。

　次に朱雀は起き上がろうとする巨大な熊のぬいぐるみに顔を向ける。

「あとは──」

　朱雀は右手の手のひらを上にすると、そこに炎を発現させて、何かを形作り始めた。

　彼女の手のひらの上に小鳥の形をした炎が生み出される。

　朱雀がそれを飛び出させると、一直線に熊のぬいぐるみに突撃していった。熊のぬいぐるみのどてっ腹に炎の小鳥が激突し、大きな穴を空けていく。

　腹部に入り込んだ小鳥──炎は瞬時に熊のぬいぐるみを内部から燃え上がらせていき、その巨体がくまなく火に包まれていった。

「わ、私のセイクリッド・ギアがぁぁぁああああッッ！」

　自身のセイクリッド・ギアが為なす術すべもなく炎に包まれていく様に女性は、絶叫をあげる。

　不思議と朱雀が操あやつる炎は、周囲の草木を燃やすことはなかった。おそらく、そういう調整が彼女は可能なのだろう。

　セイクリッド・ギアを燃やされた女性が憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで朱雀に飛びかかり、体術で攻撃を仕掛けていく。女性もグリゴリでその手の技術を教わったのか、体捌きは覚えのある者のそれだった。

　掌しよう打だの正確さといい、回転蹴げりの見事さといい、その動きで何度も他者を退けているであろう動きだ。
















　しかし、朱雀も素す手ででの技術に覚えがあるため、女性の攻撃をすべて軽くいなしていた。

　相手の攻撃を上体そらし──スウェーでやりすごし、隙すきを見て足をかけて女性をすっ転ばしてしまう。

　転んだ女性に朱雀が言った。

「あなたの力、あんなに燃やしやすい能も力のなんですもの。大事なものだったら、ごめんなさいね」

　朱雀はそう言うと、倒れる女性の顎あご先さきに掌しよう底てい打ちを食くらわせて、気絶させてしまった。

　朱雀がすぐに視線を他ほかに移す。その先には右腕に口のようなものがびっしり顕けん現げんされた男性がいた。

　右腕に存在する無数の口が、開き始めて、何かをつぶやこうとしている。呪詛を発して、こちらを呪のろうつもりなのだろう。

　朱雀が夏梅に訊きく。

「鷹たかの……皆みな川がわさん！　あの人の腕、落とせる？」

　朱雀の大だい胆たんな問いに夏梅は、男性に目を向ける。

「お、落とせる、けど……っ！」

　夏梅は生なま唾つばを吞のみ込んだあとに、恐おそる恐るそう口にした。

　朱雀は夏梅の判断、覚かく悟ごが瞬時に決まらなかったことで、今度は鳶雄に訊いてくる。

「──鳶雄。落とせるわね？」

　鳶雄はすかさず応じて、刃に命令を飛ばす。

「刃ッ！　スラッシュッ！」

　刃が剣を口にくわえたまま、高速で男性に向かって飛び出していった。

「くっ！　なめるな！　狗いぬごと呪ってやるっ！」

　男性が右腕を刃のほうに向けていく。──が、刃は男性の視線から消え去り、森の物もの陰かげに隠かくれて、彼の死角から進んでいった。

「なっ！　速いッ！」

　刃の動きに反応できず、呪いの矛ほこ先さきを鈍にぶらせた男性だったが──その背後より、黒い狗は飛び出してきた。

　容よう赦しやなく刃は、男性の右腕を切り落とす。

「がああああああああああっ！　俺の腕がぁああああっ！」

　右腕を失った男性は、その場でくずおれて、激痛にもがく。

　呪いの腕を制したことで、安あん堵どの息を一度吐く鳶雄だったが──。

　紗枝に例の視力を奪う石像が、距きよ離りを縮めていた。

　石像の接近に紗枝は気づいていない──。

　鳶雄はすぐにその場から飛び出した！　大事な紗枝に奴やつの技わざを食らわせるわけにはいかない！

　サングラスの男が、醜しゆう悪あくな笑えみを浮うかべて叫さけんだ。

「隙ありだぁああああっ！　さっきから、てめえが大事に守ってる女ァッ！　視力奪ってやるからよぉぉおおおおっ！」

　石像が光を放つ──。

「紗枝ッ！」

　鳶雄は紗枝の盾たてになるように彼女の前に立った。

　まばゆい光が、辺りを包む！

　サングラスの男がイカレた声で大笑いをあげた。

「アッハアアアアアアアアアアアアハハハハハッ！　まともに浴びやがったッ！　ざまぁざまぁああああああああああああああああああああああっ！　目が見えないだろう!?　何も見えないだろう!?　さあさあさあさあさあ、感想を聞かせてくれよぅぅおおおおおおっ！　目が見えなくなった感想を俺に聞かせて──って！　あれ？」

　狂きよう喜き乱らん舞ぶしていたサングラスの男は、ようやく冷静になっていた。

　鳶雄の視力は──衰おとろえていない。対して男のほうが、己おのれの変調に気づいて、顔を手で覆っていた。

　手で何度も目の辺りをさする。

「あれ？　あれあれあれあれ、あっれぇぇぇえええええぇぇぇぇぇっ！　どうしてっ!?　どうして、俺のほうが目が見えなくなってんだよぉぉぉッ!?　見えねぇっ！　見えねぇんだけどッ!?　ふざけんなぁぁぁぁあああああああッッ！」

　視力を奪う能力を持つ男は、逆に自分の光を失っていたのである。

　男は自分の目にサングラスがないことを確かく認にんして叫んだ。

「て、てめぇええええええっ！　サングラスを奪ったな!?」

　男が言うように鳶雄は相手がしていたサングラスを目に装着していた。

　あの瞬間、夏梅がグリフォンを高速で飛ばして、男からサングラスを奪ったのだ。奪った直後に鳶雄が、グリフォンからサングラスを受け取り、目にかけた。

　先の戦闘の直後、バラキエルよりサングラスの男の能力について、目に装着している特とく殊しゆな遮しや光こうグラス込こみで再度説明があった。

　男の能力は自身にも及およぶこともあるため、グリゴリが開発した遮光グラスを装着しなければまともに力を行使できなかったのだ。

　それを知った鳶雄と夏梅は咄とつ嗟さの行動で男からサングラスを奪うばった。打ち合わせなしの連係だったが、二人とも息が合ったことで互たがいにサムズアップした。

　ここまで共に戦ってきたことと、バラキエルのトレーニングが功を奏した結果である。

　鳶雄は手に持つ鎌かまで石像を素す早ばやく破は壊かいして、あらためて男に構えた。

「いまの感想を聞かせてくれるのか？」

　男は視力を失ったことで、体がふらつき、後方の巨きよ木ぼくに背中をぶつけてしまう。

「クソがぁぁぁあああああああああああああああああッッ！」

　叫ぶ男に向けて、鳶雄は大鎌を振ふり下ろす──ことはできず、槍やりで言うところの石いし突づきの部分で相手の腹部を突いたのだった。

「……がっ！」

　突かれた衝しよう撃げきで男は、その場で気を失い、倒たおれ込んでしまった。

　サングラスの男を含ふくめたアビス・チーム四名を倒したことで、この一帯に漂ただよう敵意は完全に消え失うせた。

　ようやく一息をつく鳶雄たち。

　紗枝が鳶雄の顔を両手でつかみ、心配そうに訊いてくる。

「……鳶雄、目……」

「大だい丈じよう夫ぶ。咄嗟にグリフォンがこのサングラスをね」

　サングラスをしたまま笑みを浮かべる鳶雄だったが、紗枝は──安心したのか、途と端たんに泣き出してしまった。

「……ばか……ばか、鳶雄……っ！」

　自分を庇かばい、視力を奪われてしまったと思ったのだろう。鳶雄はサングラスを外し、紗枝の手を握にぎった。

「……紗枝を守るさ。どんなことをしてでもね」

　とはいえ、殺意を持った相手を……ギリギリのなかで殺せずにいた。

　異能力者が使し役えきする怪かい物ぶつ──『四凶計画』のウツセミなどであれば、鳶雄も躊躇ためらいなく斬きれることだろう。

　しかし、いくら異能力者とはいえ、人間を斬るのは……まだ躊躇いが生じていた。

　意識を塗ぬり替かえられているうちに姫島唐棣を殺したことには違ちがいないだろうが……それでも……。

　夏梅が咳せき払ばらいして言ってくる。

「……いい雰ふん囲い気きのなか、申し訳ないんだけど……」

　こんな状じよう況きよう下かで手を握り合っていた鳶雄と紗枝は、ハッと気づいて手を離はなす。

「「あっ！　ご、ごめん……」」

　同時に夏梅に謝る二人。

「謝るのまで一いつ緒しよって……」

　夏梅も反応に困っていた。

　──と、アビス・チームの面々を倒したことで、構えを解いた鳶雄たち。

　夏梅が朱雀に言う。

「えーっと、姫島朱雀……さん、ありがとう。助かったわ。っていうか、ほとんど、あなたがやっつけちゃったけど……」

「いいえ、構わないわ。これでも『虚蟬機関』があなたたちに迷めい惑わくをかけた分を返し切れたと思っていないけれど」

「でも、厄やつ介かいな相手をあんなに瞬しゆん殺さつできるなんて、やっぱり、五大宗そう家けの次期当主レベルは違うのかしら」

　夏梅が、ほとんど朱雀一人で倒してしまったアビス・チームの者たちに視線を配らせながらそう言う。

　朱雀は腕を組みつつ、苦く笑しようしていた。

「私は確かに鍛きたえているけれど……彼らはそこまでの異能者ではないわ。さっき、私が言ったようにチームのなかでも下位レベルでしょう。普ふ通つうの人間にとっては脅きよう威いでしょうけど、ある程度の異能に精通していれば対処もしやすいわ。いわゆる『初見殺し』のチーム構成なんでしょうね。ネタが割れているか、わかりやすいか、そうなれば物量で攻せめられる。彼らは私たちの手の内、力量を試ためすための人員でしょうね」

　冷静な表情となり、朱雀は言った。

「……本当に厄介な構成員はまだ控ひかえさせているのでしょう。その手のは、気づかないレベルでこちらを搦からめ捕とってくる異能者よ」

　……そう、資料を読んだ限り、鳶雄たちが最も警けい戒かいしていた数名のアビス・チーム構成員は出てこなかった。

　彼らの能力は──いま相手をするには危険すぎるものだった。

　ゆえにここに向かう途と中ちゆうで、ある程度の覚悟も決めてきたのだが……。

　夏梅はあることに気づいて、辺りに視線を巡めぐらせた。

「あ、あの、視力を奪う石像って二体いたわよね!?　もう一体は!?」

　──っ！

　その一言に鳶雄たちは再び警戒を強めて、周辺に気を配らせるが……。石像は一向に出てこない。

　男が倒れたことで、消えたのだろうか……？

　この状況で、詩求子が恐る恐る手を上げていた。

「……あ、あの。その石像だけど……」

　詩求子が自身の足あし下もとを指さしていた。

　そこには彼女のセイクリッド・ギア──ポッくんが、何かをボリボリと食べているではないか。

　よく見れば、ポッくんが食べているのは──例の視力を奪う石像の二体めだった。

　すでに半分以上石像を食べており、それでも食欲は止まらずにボリボリと食を進める。

　詩求子が言う。

「……この子、なんでも食べちゃうから。人間が食べられるものはもちろん、こういう相手の使う技や術で出来たものまで食べちゃうんだ。式しき神がみ……だっけ？　『虚蟬機関』の人たちが使ってた、紙で出来た人形や土で出来た人形も全部食べちゃった」

　全部食べちゃった──。

　詩求子がここまで無事だった理由は、古閑の存在だけではないようだ。

　夏梅が訊きく。

「ずっと、疑問だったんだけど、あの視力を奪う敵と戦って無事にいたのは、その子のおかげ？」

　鳶雄も疑問だった。詩求子は視力を奪われることなく、サングラスの男が石像を二体使うことを知っていたからだ。

　詩求子が言う。

「……よくわからないけど、ポッくんが盾になって光を防いでくれたみたいなんだよね。でも、ポッくんは目が見えるし……光を食べちゃった……とか？」

　光を食べる──。光そのものというよりは、セイクリッド・ギアの能力を食べて防いだということになるが……。

　この仮面を被かぶったセイクリッド・ギアの生物は、そんなことまでするというのか……。

　疑問が尽つきない詩求子のセイクリッド・ギアだが……夏梅が手をポンと叩たたいて言った。

「ラヴィニアを追わないと！」

　そう、それが本来の目的だった。

　すでに彼女は紫し炎えんの魔ま女じよと戦いを始めていることだろう。早く追いつかないといけない。

　朱雀が言う。

「行きなさい。アビス・チーム彼らは私が引き取ります。氷こおり姫ひめと東の魔女を二人きりにしてはダメよ」

　……倒したアビス・チームの構成員を五大宗家の者に引き渡わたす結果は、グリゴリ的にどうなのだろうかと鳶雄は思し慮りよするが……それよりもいまは仲間の安否が大事だろう。

　鳶雄は夏梅、紗枝、詩求子とうなずき合い、この場を朱雀に一いつ旦たん任せて、ラヴィニアのあとを再び追ったのだった──。
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　ラヴィニアを追うことを再開した鳶雄たち。

　ラヴィニアのニオイを覚えている刃は、彼女の場所へ一路駆かけていく。

　進むにつれて、鳶雄は外気温が徐じよ々じよにおかしくなっていくことに気づいた。冷たい空気と温かな熱波が交こう互ごに、あるいは同時に伝わってくるのだ。

　それは進めば進むほど、強くなっていく。

　彼らはすぐに理解した。

　ラヴィニアの氷と、アウグスタの炎ほのおがこの一帯の山の外気温を狂くるわせているのだ。

　走っているうちに周りの木々、地面、岩などに魔法と異能の痕こん跡せきが見えてくる。

　──木々が倒れ、抉えぐれ、森の風景が様変わりしていた。

　木々が炭化していたり、あるいは氷漬づけとなっている。凍こおり付いた地面もあれば、大きく抉られた箇か所しよもあり、完全に鎮ちん火かできずに火がくすぶる草木もあった。

　前方からも戦せん闘とうによるけたたましい音が聞こえてくる。ラヴィニアは近いようだ。

　疾しつ走そうする鳶雄たちが、ついに森を抜ぬけると──そこにあったのは岩いわ肌はだの川だった。

　川の傍そばで対たい峙じするように立つラヴィニアとアウグスタ。両者は前方に魔ま方ほう陣じんを複数出現させて、睨にらみ合っていた。

　二人の傍かたわらには、それぞれ氷で出来た姫ひめ君ぎみと、炎で作られた巨きよ人じんが立っている。互いのセイクリッド・ギア──神滅具ロンギヌスであった。

　ラヴィニアが複数の魔方陣より氷の槍を無数に出現させて、アウグスタに放っていく。アウグスタも魔方陣より膨ぼう大だいな炎を撃うちだしていき、ラヴィニアの氷の魔法を相そう殺さいさせていった。

　両者の強力な魔法がぶつかり合い、氷が炎に解かされ、炎が氷に消されていき、その勢いで強風が吹ふき荒あれる。

　その横では、十じゆう字じ架かを抱かかえる炎の巨人が、それを豪ごう快かいに振ふるう。振られた十字架より凄すさまじい規模の紫炎が発生して、ラヴィニアの氷姫に襲おそいかかる。

　氷姫は四本の腕うでを交差させると、岩肌の地面より氷の柱が巨人に向かって幾いく重えにも伸のびていく。

　紫炎と氷の柱が衝しよう突とつして、盛せい大だいな爆ばく発はつを生み出していた。

　鳶雄たちの目の前で派手な魔法バトルが繰くり広げられていたのだった。

　息を吞のむ鳶雄たち。

　いまの戦闘だけで、二人の戦いが自分たちの想像と力量を超こえているのが、わかってしまった。

　彼女たちの魔法は自分たちのいる世界の遥はるか上の領域──。

　刃やグリフォンを飛び出させたところで、あの強大な炎に焼かれるか、逆に捕とらわれて、ラヴィニアの邪じや魔まになってしまう。

　助けに来たはずが、うかつに飛び出せない状況だった。

　──もし、自分が姫島唐棣を倒したときの力が発揮できれば……。

　そう思慮する鳶雄だが、同時にそれは抑おさえきれない力ゆえに相手を殺してしまうことにも繫つながるのだ。

　先ほど、夏梅が呪のろいの右腕を持つ男の腕を落とせなかったのは、『虚蟬機関』との戦いで変へん貌ぼうしたグリフォンが、童どう門もん計かず久ひさの腕を切り落としたことに起因していた。

　どうやら、そのことがトラウマに近いものを彼女のなかに作り出してしまい、人間相手には派手な攻こう撃げきが出来なくなっているようだ。

　……自分も夏梅も、高校生。その辺りの覚かく悟ごが子供なのだと痛感してしまう。

　しかし、眼前の同い年ぐらいの魔法使いの少女は、相手を凍らせる勢いで魔法を撃ち放ち続ける。

　ある種の覚悟──。それをラヴィニアとヴァーリのなかに感じ取れてしまう。

　二人はどのような環かん境きようを経て、そのような覚悟を決めたのか──。

　ラヴィニアとアウグスタ、魔法使い同士の戦いは続く。

　両者が展開する魔方陣より、氷と炎だけではなく、突とつ風ぷう、雷らい撃げき、無数の光の矢、黒々とした暗黒の球、鳶雄たちが見たことのない超ちよう常じよう現象の数々が、眼前で繰り広げられていった。

　その一撃一撃が、岩肌の岸を破は壊かいし、川が何度も水柱をあげていく。

　不敵に笑えむアウグスタと、表情を一いつ切さい緩ゆるめないラヴィニア。

　──と、両者がほぼ同時にこちらの気配に気づいた。

　アウグスタが言う。

「おや、サタナエルの用事は終わったようだね。しかも、子飼いの者たちも倒たおしてきたようだ」

　夏梅が叫さけんだ。

「ラヴィニア！　私たちが来たから、もう安心よ！」

　ラヴィニアが仲間の到とう来らいにようやく頰ほおを緩ませた。

　それを見ていて、アウグスタはせせら笑う。

「いまのお嬢じようちゃんじゃ、神滅具ロンギヌス同士の戦いに乱入したら、私と氷姫の魔法の余波で死ぬのがオチだよ」

　老魔法使いの一言に夏梅は「なんですと！」と憤ふん慨がいしていた。

　アウグスタは視線を鳶雄と──詩求子が抱える「ポッくん」に配らせていた。

「……まあ、その狗いぬと饕とう餮てつには隙すきを見せられないだろうけどね」

　──と、アウグスタが次に紗枝のほうにも目を向けていた。

「……黒くろ獅じ子しの被ひ検けん体たいか。無事だったようだね。……おや？　出せないのかい？　そんなはずはないのだけどね。堕だ天てん使しの総そう督とくが、何かしたのかしらね」

　…………。

　……不ふ穏おんなことを口にするアウグスタ。紗枝は、『虚蟬機関』の実験で、人工セイクリッド・ギア──黒い獅子の独立具現型を強制的に宿された。

　鳶雄はよく覚えていないが、あれは禁手バランス・ブレイカーとなった鳶雄によって、切り裂さかれたと聞いている──のだが……。

　ラヴィニアがアウグスタに訊く。

「……黒獅子の情報は、オズのものですね？　アザゼル総督が、いま解かい析せきしている途中なのですよ。トビーとシャーエが不安になることを言わないでほしいのです」

　どうやら、ラヴィニアは紗枝に宿っていた獅子のことを知っているようだが……。

　アウグスタが、いやらしい笑みを浮うかべる。

「その通り、あれは私たちがサタナエルと『虚蟬機関』に提供したものだけどね。グリンダの研究がとても役に立ってねぇ。ほら、グリンダは氷姫のお嬢ちゃんの面めん倒どうを見ていたから」

「お師し匠しようさまから、強ごう引いんに私のセイクリッド・ギアの情報を奪うばったのですね」

　この言葉を聞いて、アウグスタは──含ふくみのある笑いを漏もらす。

「くっくっくっ……」

　醜しゆう悪あく極きわまりない笑みを作り、アウグスタはこう述べる。

「違ちがうねぇ。違うのさ。──グリンダから、提供されたんだよ。おまえさんの独立具現型の力についてね」

　──っ。

　……グリンダ、つまり、ラヴィニアの師匠から、ラヴィニア自身の能力について、情報が提供された……？

　耳を疑う告白に鳶雄たち以上にラヴィニアが、困こん惑わくした表情で聞き直す。

「……何を言っているのです……？」

　アウグスタは、一層嫌いやみな笑みを深めて、嬉き々きとして話す。

　それは衝しよう撃げき的な告白だった。

「おやおや。案外、察しの悪い子だね。じゃあ、ハッキリ言ってあげようか。──グリンダは、こちら側の魔女だ。最初からね。いい魔女？　悪い魔女？　それはこちら側の人間が手前勝手な尺度で伝えた情報だよ。当時、オズの世界は東西南北で派は閥ばつ争いが酷ひどかったからねぇ。ま、『オズの国』の魔法使いは最初から、自分たちの魔法を高めることしか興味がないよ」

　一いつ瞬しゆん、時が止まったように硬こう直ちよくしてしまうラヴィニア。

　しばしの静せい寂じやくがこの一帯に訪おとずれるが……。

　ラヴィニアは、震ふるえる声を絞しぼり出す。

「……………………噓うそ。噓なのですッッ！」

　語気を強めた彼女にアウグスタは嘲あざ笑わらいながら続ける。

「噓じゃないねぇ。それなら、これならどうだい」

　老魔女は、手のひらを上にして、小型の魔方陣を展開させた。

　おそらく、通信用の魔方陣であろうそれにアウグスタが語りかける。

「聞こえるかい、グリンダ？」

　一いつ拍ぱくあけて、年老いた女性の声が魔方陣を介かいして聞こえてくる。

『……急に連れん絡らくだなんて、何か起こったのかしら、アウグスタ』

　その声を聞き、ラヴィニアは目を見開いた。

　その反応は、覚えのある声だったからだろう。

　アウグスタは、楽しげに通信用魔方陣の先にいるであろう者に言う。

「いま、ちょうどあんたの弟で子しの氷姫と戦っていてね。ほら、声を聞かせてやっておくれよ。健けな気げにあんたを捜さがしているそうだよ？」

　アウグスタの言葉に、ラヴィニアの師匠と思われる女性は、こう返した。

『…………話すことはないわ』

　突つき放したような口調だった。

「──っ！」

　この答えにラヴィニアは絶句し、全身を震わせた。

　ラヴィニアの反応を心底楽しむアウグスタは笑い声をあげる。

「かっかっかっ！　つれないねぇ！　あんた、こっちに居たときに一応可愛かわいがった娘むすめなんだろう？　何か一言ぐらい言ってやればいいのにねぇ！　薄はく情じようだねぇっ！」

『…………』

　アウグスタの言葉に通信先のグリンダと思われる魔ま法ほう使つかいは、少しの間だけ沈ちん黙もくする。

　そして、弟子に語りかけた。

『──ラヴィニア』

　それは──師匠の安否を探さぐっていた弟子のラヴィニアにとって、痛つう恨こんとも言える返事になる。

『もう一度言うわ。──あなたに話すことは、無い』

　そこで通信は終わり、魔ま方ほう陣じんは消えていく。

　あまりの出来事に鳶雄たちも言葉を失っていた。

　とうのラヴィニアは──。

「……………………」

　杖つえを落とし、両りよう腕うでをだらりとさせたまま、視線が定まらず、表情は尋じん常じようではない動どう揺ように包まれていた。

　隣となりに立っていた氷こおり姫ひめも、攻撃の姿勢を止やめてしまっている。

　自分の能力に翻ほん弄ろうされ、身寄りも失った彼女をやさしく受け入れて、希望を与あたえてくれた恩人が、敵として追っていた一味の一員だったという現実は、とうてい受け止められるものではないはずだ。

　これが現実ではないとさえ思ってしまっていてもおかしくはないだろう。

　震える唇くちびるをどうにか開けて、ラヴィニアは──。

「……そ、そんなの」

　普ふ段だんの彼女からは想像もつかないほどの声量で体の底から、心の底から叫んだ。

「信じないのですッッ！　しんじ、信じない……っ！」

　よろめくラヴィニア。あまりのショックに足あし下もとがおぼつかないほどになっていた。

　心と体の動揺具合は半はん端ぱではない。

　しかし、いまは戦いを行っている最さ中なかだ。その状態は、危険すぎる。

　鳶雄と夏梅の目が合う。二人とも、ラヴィニアを助けることで一いつ致ちしていたようで、無言でうなずき合う。

　鳶雄と夏梅が、その場から飛び出して、ラヴィニアの救助に行こうとしたときだった。

　アウグスタが手元から危険な魔法力を漂ただよわせて、不気味な紋もん様ようを表した漆しつ黒こくの魔ま方ほう陣じんを展開し始める。

「正気を失ったね。いまだ！」

　刹せつ那な、無防備となっていたラヴィニアの周囲に巨きよ大だいな黒い魔方陣が展開し始めた。そこから、異様な魔法力が溢あふれ出していき、ラヴィニアを爪つま先さきから覆おおい始めていく。

　ラヴィニアは抵てい抗こうする間もなく、黒々とした魔法の力によって包み込まれていった。

　彼女の全身が漆黒で埋うめ尽つくされていくと同時にアウグスタのほうにも変化が訪れる。

　老魔女の体が、光り輝かがやき、光の球体となっていく。その光の球体が、漆黒と化したラヴィニアのほうに猛もうスピードで向かっていき、ついには衝しよう突とつした。

　光の球体が、漆黒となったラヴィニアのなかに入り込んでいく。

　すると、魔方陣が消えていき、ラヴィニアを覆っていた漆黒の魔法も瞬時に消失した。

　残ったのは──ラヴィニアだけだった。

　一連の事象を見て、夏梅が困惑の声をあげる。

「──っ！　何が起こったの!?」

　しばらくすると、ラヴィニアが体勢を戻もどして、顔を下に向けたまま、不気味な笑い声をあげる。

『あっはっはっ！』

　普段の彼女から、考えられない声量での哄こう笑しようだった。

　ラヴィニアがこちらに顔を向ける。その目は鋭するどく、敵意に満ちていた。

　彼女はこう述べる。

『残念だね。この娘の体は貰もらったよ。さーて、どうしてくれるかね？』

『──ッ!?』

　ラヴィニアの口調が、アウグスタのものになっていることに鳶雄たちは驚きよう愕がくする。

　彼女から漂うオーラもアウグスタのものとなっている！

　──アウグスタに体を乗っ取られたというのか!?

　先ほどの不気味な魔法は、ラヴィニアの体を乗っ取るためのもの……。

　事情はどうにか理解したものの、眼前のラヴィニアが敵対していたオズの老魔女に意識を捉とらえられてしまった驚おどろきは相当なもので、鳶雄たちは対応に心底苦く慮りよしていた。

　ラヴィニア──アウグスタは、こちらの困惑ぶりなど、意にも介さずに傍かたわらにいた氷姫に指示を飛ばすと──氷で出来た独立具現型が、四本の腕うでをこちらに向けたではないか！

　しかも、アウグスタ自身が操あやつっていた紫し炎えんの巨きよ人じんも、こちらに攻こう撃げきの姿勢を取り始める！

　アウグスタが、氷と炎ほのおの神滅具ロンギヌスの分身を両りよう脇わきに立たせて、不敵に笑えんだ。

『神滅具ロンギヌスを二種も相手にできるのかい？　黒い狗と四凶のお嬢ちゃんたち？』

　氷姫の手の先に氷ひよう塊かいが作り出され、紫炎の巨人が十じゆう字じ架かを振ふり上げていく。

　このままでは、神滅具ロンギヌスの氷と炎の攻撃を同時に食くらってしまう！

　身構える鳶雄だったが、夏梅が彼の腕をつかむ。

「──一いつ旦たん引くわよ」

　いまのままのラヴィニアを放置すると夏梅が言い出したのだ。

　鳶雄は、厳しい表情で訴うつたえる。

「け、けど！　このまま、残すのは──」

　そこまで言いかけて、鳶雄は夏梅が唇を嚙かんでいることに気づいた。

　彼女にとっても、それは土ど壇たん場ばでの苦く渋じゆうの決断だったのだろう。

　どうせ、いまの自分たちでは、乗っ取られたラヴィニアを救う手立ては思いつかない。

「～～～～ッッ！」

　鳶雄は苦く悶もんの顔となり、声にならない悔くやしさに拳こぶしを強く握にぎりしめた。

　そして、鳶雄は紗枝の手、夏梅は詩求子の手を引いて、その場から退たい避ひしていく。

『逃にげるのかい！　あっはっはっはっ！』

　後方からはラヴィニアに入り込んだアウグスタの哄笑が聞こえてきた。

　最悪の結果となったのだった──。
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　鳶とび雄お、夏なつ梅め、紗さ枝え、詩シ求グ子ネの四人は、アウグスタに体を乗っ取られたラヴィニアから距きよ離りを取り、山を駆かけていく途と中ちゆうで鮫さめ島じま、ヴァーリ、古こ閑がの三人と合流する。

　どうやら、あちらも刺し客かくを退けたようだった。

　合流したところで、鳶雄たちがサタナエルと出会ったことと、ラヴィニアの状じよう況きようを伝えたところ──。

　表情を一変させたヴァーリが、鳶雄に詰つめ寄より、激高した。

「それで逃げてきたというのか!?　ラヴィニアを救わずに！　くっ！」

　あのクールな様相を見せてばかりの少年が、ラヴィニアの状況を伝えた途と端たんに感情的になり、鳶雄たちも驚いた。

　ヴァーリが、鳶雄たちが来た方向に駆け出そうとする。

　夏梅が腕を引っ張って引き留める。

「ちょっと、ヴァーリ！　どこに行くのよ!?」

「俺一人でもラヴィニアを助ける！」

　夏梅の手を振り払はらい、まさに向かおうとした少年だったが──。

『やめておけ、ヴァーリ。相手は神滅具ロンギヌス二種だ。いまのおまえでも荷が重い』

　ヴァーリが肩かたに乗せたドラゴンの人形から、アルビオンがそう言う。

　ヴァーリがアルビオンに叫さけぶ。

「いざとなったら、鎧よろいになればいい！」

『あれはまだ完全な形ではない。何よりもその小さな体では白はく龍りゆう皇こうと己おのれの力に耐たえられずに命が危険に晒さらされるぞ』

　身に宿るドラゴンの言葉にヴァーリは悔しそうに両手を震わせて、吐はき捨てるように言う。

「……どうせ、一度捨てられた命だっ！」

　そのとき、第三者の声が発せられた。

『まあまあ、そう言いなさんな、ヴァーリ』

　彼が肩に乗せたドラゴンの人形より、今度はアザゼルの声が聞こえてきたのだ。

「──アザゼル！」

「総そう督とく！」

　ヴァーリ、夏梅が人形に視線を向けた。

　アザゼルが言う。

『連れん絡らくが遅おくれてすまなかったな。大おお雑ざつ把ぱなことはバラキエルから報告を受けている。──それで、現状はどうなんだ？』

　鳶雄たちは、ラヴィニアの状況を詳くわしく話した。

　アザゼルは考え込むようにしばし黙だまっていたが……。

『……なるほど、オズどもめ。彼女たちの狙ねらい自体はラヴィニア自身か。最初から、あの娘むすめの精神を追い詰められるだけのものは持ってきていたんだな。しかし、ラヴィニアの師し匠しよう自体をそう使ってくるとは……』

　鳶雄が悔しそうに言う。

「……俺たちのせいです。罠わながあると想像もついていたのに……」

　罠かもしれないと鳶雄や皆みなが思っていた。それなのに一瞬の隙を突かれてしまったのだ。

　鳶雄だけじゃなくて、夏梅も責任を感じるように悲痛な表情となっていた。

　後こう悔かいを口にする鳶雄。

　鮫島も腕を組み、苦い表情となっていた。

　この場にいる面々はそれぞれ責任を重く受け止めていた。

　アザゼルがフッと笑っていた。

『……ったく、おまえらは出会ってそう月日が経たっていないのに、仲間想おもいなことだ。だからこそ、「虚うつ蟬せみ機関」の計画を崩くずせたとも言えるが……。どちらにしても、アウグスタが本気になれば、現状ラヴィニア以外では対処できなかっただろうよ。それにあちらも対複数での作戦も想定したはずだ。時間の問題だとも言える。つまり、気にするなってことだな。──おまえらはまだまだ未熟なのだから』

　その一言に返す言葉もない面々。

　夏梅がアザゼルに問う。

「総督、ラヴィニアを助ける方法はないの？」

　これにヴァーリも訊きく。

「アザゼル！　どうなんだ！」

『落ち着け、ヴァーリ』

　焦あせるヴァーリをいさめるようにアザゼルはそう言う。

　そして、アザゼルは語る。

『ないわけじゃない。予行練習なしの作戦になるかもしれないがな』

『──っ！』

　アザゼルの言葉に古閑以外の全員が、食いついた。

　アザゼルが続ける。

『鳶雄の力であれば、ラヴィニアからオズのババアを切り離はなせるかもしれないな。おまえのセイクリッド・ギアはそういう特性なのだから』

　鳶雄が生なま唾つばを吞のみ込みながら訊く。

「……俺の……刃ジンの剣けんは斬きることしかできません。そのまま斬りつけてもラヴィニアさんごとアウグスタを殺してしまうことになります」

『いや、おまえの刃やいばは何も物体を斬ることだけが芸じゃない。それは術を、魔法を、概がい念ねんすらも切り伏ふせることができる特別な刃だ。何せ、神すらも斬り倒たおせるって触ふれ込みのあるセイクリッド・ギアなんだからな』

　──術を、魔ま法ほうを、概念すらも切り伏せる。

　アザゼルは続けて言う。

『想え、願え、セイクリッド・ギアは、所有者の想いと願いを力とする異能だ。心で強く思い描えがいたことを果たそうとすれば、必ずおまえに宿った神じん器ぎは応こたえてくれるだろう。もちろん、今回の件は相当な事態だ。おまえもそれ相応の覚かく悟ごを決めないといけない』

「……覚悟？」

　アザゼルがハッキリと述べる。

『──禁手バランス・ブレイカーだ。おまえが生まれながら持っていたあの禁じられた手段を一時的に解放しなければならないだろう。必要なものは一応渡したはずだ』

　鳶雄はここに来るときに持たされた装備のひとつを懐ふところから取り出す。

　──五本の数じゆ珠ずだった。

　それは、アザゼルたちグリゴリが、鳶雄の祖母が孫の禁手バランス・ブレイカーを封ふう印いんするために練り上げた呪じゆ法ほうを数珠の形として作り上げたものである。

　アザゼルが言う。

『その数珠は、おまえの祖母の術が封じられたものだ。ひとつにつき、十秒ほど正気を保ってくれるだろう。──が、あくまで研究段階のものだ。予期せぬことが起きるかもしれないし、使用後に禁手バランス・ブレイカーによる副作用が出るかもしれない。──使うか？』

　アザゼルの問いかけに鳶雄は──。

「使います。俺は禁手バランス・ブレイカーになったとき、ラヴィニアさんに助けられた。ようやく、それを返せる」

　即そつ決けつだった。淀よどむことすらなかった。

　アザゼルが紗枝に言う。

『東とう城じよう紗枝、多分、成功の鍵かぎを握っているのはおまえさんだ。幼おさな馴な染じみが正気を失いかけたら、声をかけ続けろ』

「そ、そんなことでいいんですか？」

　控ひかえ目めな紗枝の問いにアザゼルは笑う。

『ああ、そんなことが意外に重要になるもんだ』

　アザゼルは次にヴァーリにも言う。

『……ヴァーリ、やるか？　不安定な鳶雄の力だけでは、失敗する可能性が高い。おまえの力も必要になるだろう』

「俺の力も不安定だとアルビオンは言っているけどな。あんたもそう思っているんだろう？」

『それでもおまえもやりたいんだろう？』

「──後悔はしたくないだけだ。あれを使ってみせるさ」

　ヴァーリの表情には固い決意が表れていた。

　アザゼルが四し凶きようの面々に言う。

『皆みな川がわ夏梅と鮫島綱こう生きは言わずもがなだろうが……新たに七なな滝だる詩求子と古閑雹ひよう介すけ、そちらはどうする？』

　この状況で、まだ世話になっていない組織の長おさから、会って間もない少女の命を救えるかどうか詩求子と古閑の二人は訊かれたのだった。

　詩求子は──。

「……よくわからないけど、同級生の友達みたいだし、救えるなら救います！」

　震ふるえる体でセイクリッド・ギアの「ポッくん」を抱だきしめつつ、そう答えた。

　古閑は腕うでを組みつつ言う。

「ま、乗りかかった船だし。やれるところまではやりましょうかね」

　簡潔に答える彼にアザゼルが忠告する。

『……サタナエルから、何かをされたようだが、あまり力を使わないほうがいい。おそらく、ろくでもない結果になるぞ？』

　アザゼルは古閑のあの変身について言ったのだろう。

　古閑は肩をすくめる。

「俺に敵対する奴やつ以外にこの力は使うつもりはありませんよ。ただ、せっかく得た力だから、どこまでやれるか知りたくなったんですよね。主に『四神と黄おう龍りゆう』ってのに興味が湧わいてますよ」
















　古閑の言葉にアザゼルも『困ったもんだ』と呆あきれ声だった。

　鳶雄は……古閑の真意が測れないが、『虚蟬機関』の残党の者たちをあそこまで惨ざん殺さつできる彼に対して警けい戒かいの意識を抱いだいていた。

　ここにいる全員の意思を訊いたアザゼル。

　ふいに冷気がこちらにまで漂ただよい出した。全員の視線が一方に向く。

　……ラヴィニアを乗っ取ったアウグスタが近づいているようだった。

　鳶雄たちは視界に白いものが降ってきたことを視し認にんする。

　紗枝が手のひらを出すと、そこに白い──雪が舞まい降りてきた。彼女は訝いぶかしげに空を見上げる。

「……雪？」

　それはしだいに強まり、ついには──季節外れの降雪となった。

　アザゼルが言う。

『……雪か。ラヴィニアのセイクリッド・ギアは能力を高めれば、異常気象による降雪……吹雪ふぶきすらも可能とする』

　天候すらも塗ぬり替かえるラヴィニアのセイクリッド・ギア──神滅具ロンギヌスの特性をあらためて鳶雄たちは脅きよう威いに感じてならなかった。

　その後、アザゼルから詳くわしい対処方法を聞いた鳶雄たち。

　アザゼルは最後にこう述べる。

『俺はバラキエルと連絡を取ったあと、出来るだけ早くにそちらに行くよう調整する。ったく、総督自らあんま顔を出すのはヤバいんだけどな。メフィストの手前もある。とにかく、おまえら！』

　アザゼルが全員に言った。

『死ぬなよ？　まだ教えることがあるからな。ラヴィニアを連れ戻もどしてこい！』

『おおっ！』

　全員が気合いを入れて意識をひとつにしたのだった。

　ラヴィニア救出作戦が開始となる──。




　　　　２




　季節外れにも程ほどがある降雪は、どんどん強まり、この一帯に雪を積もらせつつある。

　すでに靴くつで踏ふんで跡あとが残るほどに雪が積もっていた。

　鳶雄たちは、アウグスタに乗っ取られたラヴィニアを村にまで行かせないようにするため、村の近くにある山の中腹──大きな池の辺りに身を潜ひそませていた。

　ちょうどそこは先ほどラヴィニアたちが戦っていた場所と、仲間たちと合流した場所の中間地点にある。

　見み渡わたしやすい池の周辺を戦せん闘とう場所に決めたのだった。

　池のほとり──身を隠かくす物もの陰かげから、様子をうかがっている面々。ラヴィニアが出てくるのを待っている。

　だが、こうしている間にも気温はぐんぐん下がり、吐はく息は白く、寒さによる体の震えは止まらない。

　当然のことだが、拠きよ点てんにしているマンションから、ここに向かうとき、防寒対策など露つゆほどにも考えていなかった。

　しばらくすると、雪のなか、池の対岸に人ひと影かげが見えてくる。白いローブの少女──ラヴィニアだ。

　まずは最初の作戦として、夏梅、鮫島、古閑の三名でラヴィニア──アウグスタの意識を集中させる。

　物陰から姿を現していく夏梅たち。

　相手も彼女らを確認したのか、一歩前に出てくるが……。前進は止まらず、池のなかに足を踏み入れる寸前まで行った。そのまま足を池に──。

　しかし、足は池に沈しずむことはなかった。池が凍こおり出したからだ。アウグスタは凍り付いた池の上をゆっくり一歩ずつ歩いてくる。

『おやおや、四凶の子供たちが三人』

　アウグスタは面おも白しろおかしそうに視線を配らせる。

『狗いぬと白龍皇がいないねぇ。隠れて何か罠わなでも張っているのかね？』

　不敵な笑えみを見せるアウグスタ。

　その背後に氷のオーラが集まりだして、何かを形成させていく。

　それは腕となり、顔となり、ドレスとなっていった。

　アウグスタの背後に現れたものを見て、全員が息を吞のむ。

　──十数メートルはあろうかという巨きよ大だいな氷の姫ひめ君ぎみが、出現したからだ！

　ラヴィニアが使し役えきしていたものは三メートルほどだった。それの四倍はありそうな氷のセイクリッド・ギアに全員驚おどろくしかない。

　使う者が違ちがうと、ここまで大きさが変化するのだろうか？　それとも普ふ段だんのラヴィニアは力をセーブしていた？

　彼女はまだ神滅具ロンギヌスの力を制せい御ぎよしきれていないと口にしていたが……。

　アウグスタは杖つえを前に突つき出すと、前面に魔ま方ほう陣じんを幾いく重えにも張っていく。

『さて、最初は誰だれが相手をしてくれるのだろうね？』

　魔女の魔法力が高まり、魔方陣より属性様々な魔法が撃うちだされてく！

「グリフォン！」

「いくぞ、クソッタレがッ！」

　夏梅はグリフォンを空中に飛ばし、鮫島は白びやく砂さの尾おをランス状にして腕に巻いていく。

　空を滑かつ空くうするグリフォンに向けて、魔法によって生み出された無数の氷の矢と、炎ほのおの球が襲おそいかかる。グリフォンはそれらすべてを避さけていく。

　繰くり出された魔法の雷らい撃げきは、鮫島が電気を帯びた白砂の尾のランスで相そう殺さいするが、魔法による勢いは凄すさまじく、一発受けるたびに後方に吹ふっ飛ばされそうになっていた。

　古閑が、素す早ばやく右みぎ腕うでに装着されている籠こ手てを操あやつり、自身のセイクリッド・ギア──ブリッツと共に例の状態になっていく。

「──禁手化バランス・ブレイク」

『Si-xiongスーシオン HúnDùnホウンドウン Overオーバー Boosterブースター!!!!』

　音声と共に黒々としたオーラが広がり、彼をパワードスーツの姿に変えていく。

　──が、それになった途と端たんに古閑が、ふらりと軽くよろめく瞬しゆん間かんを鳶雄は見み逃のがさなかった。……何か、あの変身によってよくない傾けい向こうが出たのか？

　そう心配するなかで、瞬時に体勢を持ち直した古閑は夏梅の前に立ち、彼女に迫せまっていた魔法を頭部より生える硬こう質しつ化した長い毛によって、打ち払はらっていく。

　古閑が言う。

「皆川、前に出すぎだろ。生身なんだから、あんな攻こう撃げき食くらったら一発で塵ちりになるぜ？」

「ありがとう！　でも、仕方ないでしょ！　私のグリフォン、まだうまく変化できないんだから！」

　夏梅は古閑の苦言にそう返した。

『虚蟬機関』との戦いで、夏梅のグリフォンと鮫島の白砂は怪かい物ぶつの姿に変化したというが、この状じよう況きよう下かでその兆候はない。

　古閑の頭部に生える硬質化した毛が勝手に束ねられていき、鞭むちのようなものを何本も作り出していく。それらでアウグスタが放つ魔法と、魔女の背後に立つ巨大な氷姫の氷の攻撃を打ち払っていった。

　古閑が相手の攻撃を砕くだきながら言う。

「なるほど。じゃあ、こういうのはどうよ？」

　古閑が作り出した頭部の鞭のようなものが、宙を飛ぶグリフォンと、鮫島の肩かたに乗る白砂のほうに高速で伸のびていった。

　鞭が、グリフォンと白砂を巻き付けていく。

　何事かと誰もが思った瞬間、古閑のパワードスーツが発光し、エネルギーのようなものが頭部に集まり、鞭に伝達して、巻き付けたグリフォンと白砂に流れていった。

　グリフォンと白砂も古閑と同じ発光現象を起こしていく──。

　夏梅と鮫島の体が同時に脈動したように見えた。

　刹せつ那な、グリフォンと白砂の発光現象がさらに高まり、周囲一帯に閃せん光こうを放っていく。

　……輝かがやきが止やむと、そこには──背中に二対ついの翼つばさを生やす魔物のグリフォンに似た四し足そくの巨大な獣けものが宙を飛んでいた。鮫島の傍かたわらにも、幾重もの長い尾を持ち、サーベルタイガーのような突き出た牙きばを持つ巨体の白い獣が立っていた。

　──グリフォンと白砂が、巨大な獣に変化した！

　これにアウグスタが唸うなる。

『ほう、四凶の本来の姿になったわけかい。サタナエルが与あたえた疑ぎ似じ禁手バランス・ブレイカーの力が強制的にその姿になるよう促うながしたようだね』

　古閑は鞭のような毛をグリフォンと白砂から離はなして、肩をすくめた。

「俺が制御できてない過か剰じよう分のパワーをそちらに分けた。ま、これでいくらか形勢はよくなるでしょ」

　言うなり、彼は鞭と化した毛をしならせてアウグスタに向かって放っていく。

　……制御できていない過剰分のパワー……。

　どうにも古閑のあの状態は危険な匂においがしてならないと鳶雄はますます恐おそろしく感じてしまう。

　しかし、夏梅と鮫島は、古閑の力ちから添ぞえがあったとはいえ、以前『虚蟬機関』との戦いで変化した力を再び手にしたことで、攻撃の勢いを増していく。

「グリフォン……ううん！　窮きゆう奇き！　突とつ風ぷうを起こしなさい！」

「んじゃ、檮とう杌こつッ！　電撃をぶちかませッッ！」

　夏梅と鮫島の命令を聞いた相棒──四凶は、さっきとは比べものにならない規模の突風と、膨ぼう大だいな電撃をアウグスタに向けて放っていった！

　魔方陣を幾重にも展開し、氷姫からも氷の槍やりと氷の柱を撃ちだすアウグスタも、先ほどよりかは表情に余よ裕ゆうがなくなり、真に迫ったもので攻撃をしていく。

　夏梅、鮫島、古閑の攻撃でアウグスタは釘くぎ付づけに出来た。

　そして、アザゼルの言っていたことのひとつが眼前で証明できつつある。

　アザゼルが言っていたのだ。

『多分な、オズのババアは自身の魔法と神滅具ロンギヌス二種を同時には出せないだろうな。魔法と神滅具ロンギヌス一種の同時攻撃がベターだと踏むだろう。神滅具ロンギヌス二種を同時ってのもよほどのことがない限り、やりゃしない』

　これに夏梅は「なぜ？」と訊きく。

　そのとき、アザゼルはこう答えた。

『セイクリッド・ギアはよほどのことがない限り、あるいはよほどの者でもない限り、二種同時に使うのは結構しんどいようでな。特に神滅具ロンギヌスなんてとんでもないセイクリッド・ギアを二種も同時に使うとなると……かなりのものが持って行かれる。体力や魔法力がごっそり消しよう耗もうするならいいほうだ。──命を削けずることも十分にあり得る。そこに加えて魔法まで撃つとなった日には、どれだけの代だい償しようを払はらうことになるか。魔女が、神滅具ロンギヌスを二種使うようになれば警けい戒かいを強めて当然だが、逆に言うと、相手も追い詰つめられたから使ったと踏んでいい』

　アザゼルは最後にこう言った。

『どちらにしても、相手を乗っ取って神滅具ロンギヌスを使用するのは相当な労力を要する。戦いが長引けば長引くほど、おまえたちに勝機が生まれると思っていい。無理にスタミナを使って派手な攻撃はするな。対たい抗こうできるだけの力で、できるだけ引っ張れ。あがき始めるのは案外あっちになるだろうよ』

　夏梅と鮫島がセイクリッド・ギアを変化させて攻撃をしていることで、アウグスタは力を込こめて戦い始めた。

　これが続けばいずれ──。

　だが、ただ徒いたずらに待っていても土ど壇たん場ばで逃にげられては意味がない。

　夏梅たち三人がアウグスタを引きつけている間に、次の作戦は進んでいた。

　この戦場に白い閃光が舞まい降りる──。

　光翼を羽ばたかせたヴァーリだった。ヴァーリの体は、オーラが高まっており、いままでにないほどの質量を纏まとっていた。

　彼は少し離れたところで、精神を統一してオーラを一時的に高める準備に入っていたのだった。

　ここに現れたということは、準備は整ったということだろう。

　アウグスタが上空に浮うかぶヴァーリに言う。

『ようやく登場のようだ、おチビの白龍皇』

　ヴァーリは不ふ機き嫌げん極きわまりない表情で言った。

「……うかつだったよ。オズの年老いた魔女ぐらいなら、彼女一人でも十分に相手にできるだろうと踏ふんだ俺が甘かった。まさか、彼女の恩人が、そちら側で……彼女の神滅具ロンギヌスに悪あく影えい響きようを与えるなんてね」

　その言葉を聞いたアウグスタは、嫌いやみのある笑みを見せて、あろうことか、ラヴィニアの声こわ音ねを使う。

『ヴァーくん、そんなに怒おこらないでほしいのです。いつものようにかっこいいヴァーくんでいてほしいのですよ？』

　それは──おそらく、禁忌タブーだった。触ふれてはいけない領域だったのだ。

　ヴァーリの体を包むオーラが──莫ばく大だいなほどに放出される。少年の表情は憤ふん怒ぬの形相となっていた。

「……その顔と声で、俺の名を呼んだな……？　俺の領域に……土足で踏み込んだ……」

　打ち震ふるえるヴァーリは叫さけぶ。

「貴様だけは半分に滅めつし続けてやるッッ！　禁手化バランス・ブレイクッッ！」

『Vanishingバニシング Dragonドラゴン Balanceバランス breakerブレイカー!!!!!!!!』

　その音声が鳴り響ひびき、ヴァーリの体がまばゆい白き閃光を放つ──。

　光が止んだ先にあったのは、光翼を羽ばたかせる真っ白な全身鎧プレートアーマーだった。

　ヴァーリの禁手バランス・ブレイカー──『白龍デイバン・皇のデイバイデイング鎧・スケイルメイル』だ。身長の低いヴァーリに合わせて鎧が顕けん現げん化されている。

　アルビオンが叫ぶ。

『ヴァーリ！　わずかな時間しか鎧になれないぞ！』

「十秒もあれば十分だっ！」

　ヴァーリは能力発動のため、高速でアウグスタに一度触れ、距離を取る。退避するヴァーリに向けて、アウグスタが無数の魔方陣を展開し始める。

『恐ろしいねぇっ！　その小さな体でもう禁手バランス・ブレイカーができるのかい！　驚きよう異いなんてもんじゃない！　けどね！　これはどうだい！』

　無数の魔方陣より、いままでと比べものにならないほどの魔法の数々が撃ちだされていった。

　炎ほのお、氷、突風、雷らい撃げき、暗黒、光、あらゆる属性のフルバースト状態。──だが、ヴァーリは一いつ切さい怯ひるむことなく、高速で接近し、身にまとうオーラを最大にまで高めたところで、手を前に出した。

「──半減となれっ！」

『DivideデイバイドDivideデイバイドDivideデイバイドDivideデイバイドDivideデイバイドDivideデイバイドDivideデイバイドDivideデイバイド!!!!』

　彼の能力を表すであろう音声が、幾いく重えにも響き渡わたり、同時にヴァーリに向かっていた魔法の数々が、質量と規模に変化が訪おとずれる。魔法の攻撃が、半分に減少し、さらに半分、もっと半分へと縮小していくではないか。

　ついにはフルバースト状態の魔法攻撃は、無いに等しい規模に減少されていった。それをヴァーリは容易に手で払って打ち消してしまう。アウグスタ本人の力を半減できないが、魔女の魔法は可能だったようだ。

　アウグスタが驚きよう愕がくしていた。

『──白龍皇の半減か！　禁手バランス・ブレイカーとなると、ここまでの威い力りよくになるとは！』

　ヴァーリは手元に滾たぎった絶大のオーラをアウグスタに向けて撃うちだしていく！

　アウグスタが防ぼう御ぎよ型の魔ま方ほう陣じんを展開するが──。

　鎧の状態と化したヴァーリのオーラ砲ほう撃げきは威力、密度共にアウグスタの予想を超こえていたようで、すぐに魔女は押される格好となっていた。

『…………ッッ！　こんな子供にこれだけの力があるとは……ッ！　これが二に天てん龍りゆう……ッッ！　ルシファーだというのかい！』

　オーラ砲撃の威力に足場となっていた凍こおりついた池もヒビが生じて、全域に広がり始める。

　その場で膝ひざを突つくアウグスタを確かく認にんしてから、ヴァーリは背後の氷姫に視線を向けた。

「あれを打ち消す！」

　ヴァーリが手を前に出して、氷姫にオーラ砲撃を撃とうとする！

　氷姫もそれを察知して、四本の腕うでを前に出して巨きよ大だいで強大な氷の槍を無数に宙に作り出した。

　氷姫がそれを空中にいるヴァーリに放つ。ヴァーリはオーラで打ち落としていきながらも、接近し、素早く氷姫に一度触れて、再び距離を取る。半減の力を氷姫に向けた。

「半減となれっ！」

　氷姫の周囲が、風景ごと歪ゆがみだす。ヴァーリの能力に空間すらも歪んだのだろう。

　ヴァーリの半減のオーラが氷姫を包み、縮小させようとするが──氷姫も青白いオーラを発して、抵てい抗こうしてきたのだった。

　ヴァーリの半減のオーラと氷姫の氷のオーラは、拮きつ抗こう──否いな、氷姫のオーラが押し返す格好となり、周囲の歪みも徐じよ々じよに元の状態に戻もどろうとしていく。

　氷姫のオーラが、現時点のヴァーリの力を上回っているのだろうか？

　いや、変身した当初より、ヴァーリが纏うオーラは弱まっている。これは……あの形態でいられる時間がもうないということなのだろう。

　彼はまだ僅わずかな時間しか禁手バランス・ブレイカーになれないと聞いている。

　ヴァーリの才能は確かだ。あの歳としでセイクリッド・ギアの進化形である禁手バランス・ブレイカーに至っている。

　だが、彼の才能の彼自身のオーラ量がついてこられていないのだ。

　つまり、禁手バランス・ブレイカーになっても、ガス欠になりやすいということだった。

　それでも、ヴァーリは……変身を解かずに残りのオーラで対抗していく。

「半減しろ、半減しろ！　半減しろ半減しろ半減しろ半減しろ半減しろ半減しろ半減しろ……ッッ！」

　子供がわめくように、無我夢中で、ヴァーリは氷姫をどうにかしようと力の限りにオーラを送る。

　ヴァーリが空中で叫んだ──。

「こんなことも叶かなわないままで、あの男に……リゼヴィムに一発かますこともできないんだぞッッ！　もう、目の前でやさしい人が傷つくのを見るのは嫌なんだよぉおッッ！」

　涙なみだ交じりの必死な声量──。

　ヴァーリが最後の力と思われるものを体から解き放つ！　莫大なオーラが小さな体から放出されていく。

「だから、半減になれぇえええぇぇぇぇぇええええッッ！」

　──その瞬しゆん間かんだった。

　バシュンという乾かわいた音が、一帯に響く。見れば、氷姫の腕が吹ふき飛んでいた。その現象はそれだけで留とどまらず、氷姫の全身が横に縦に歪んで徐々に縮小していくではないか！

　腕がもう一本飛び、ドレスも砕くだけていき、ついには頭部も破は裂れつしていった。

　崩くずれて消えていく氷姫を見て、アルビオンが叫んだ。

『──通った。通ったぞ、ヴァーリ！』

　鎧が消えて、いつものヴァーリに戻る。

　肩かたで苦しそうに息をしているが、表情はいつもの無む邪じや気きなものとなっていた。

「……当然だ。俺は……魔ま王おうの血を引く、ヴァーリ・ルシファーだぞ……」

　すると、ヴァーリは気を失い、空から落下していく。

　それを夏梅と鮫島が地上でキャッチする。

　鮫島がヴァーリを抱かかえて言った。

「……男だぜ、ルシドラ先生。ったく、無理ばっかしてよ！」

　鳶雄は、見事やり遂とげたヴァーリを確認して、すでに前に飛び出しており、一歩一歩、アウグスタのほうへ近づいていた。手には例の数じゆ珠ずを五本つけている。

　その傍かたわらには黒き狗いぬの刃──。

　涙を流す夏梅が、鳶雄と刃に吼ほえる。

「ヴァーリがカッコイイところ見せたよッ！　幾いく瀬せくんッッ！　鳶雄ッ！　ぶった斬ぎれぇぇえええええッッ！」

「──ああ、わかってる」

　もう、覚かく悟ごは決まっていた。

　鳶雄は、歩きながらアザゼルから聞かされていた禁断の呪じゆ文もんを口にしていく。

《──人を斬れば千まで啼なこう》

　闇やみが──彼の周囲に集まる。この世の闇、常とこ世よの闇、すべての暗黒が一人と一匹ぴきを包み込む。

　常闇によって姿を作り替かえられていく鳶雄は、ラヴィニアの言葉を脳のう裏りに蘇よみがえらせていた。




　──そのときの私は、自身のこれからよりも、パパとママを失ったことによる深い悲しみと──『氷のオバケ』への憎にくしみに包まれていたのです。




《──化け生しよう斬るなら万まで謳うたおう》

　ラヴィニアさん、俺も紗枝を失ったとき、深い悲しみと憎しみに包まれた。だから、キミの言うことは全部ではないけど、少しわかる気がするんだ。

　鳶雄はそう思っていた。




　──これは、私の事情ですから、皆みなさんは皆さんの目的を叶えてほしいのです。邪じや魔まはしません。私は私だけでも、彼女たちを追うのです。




《──暗き闇に沈しずむ名は、極夜を移す擬まがいの神なり》

　ラヴィニアは自分たちを救ってくれた。最後までサポートしてくれた。異能だとか、怪かい物ぶつだとか、まったくの未知の世界に足を踏み入れることになった自分たちに最後まで『虚蟬機関』と共に戦ってくれた。




　──……夏梅、シャーク、シャーエ、トビー……ありがとうなのです。




《──汝なんじらよ、我が黒き刃やいばで眠ねむれ》

　お礼を言いたいのは自分だ。自分たちだ。

　キミがいてくれたから、紗枝は戻ってきて、自分も禁手バランス・ブレイカーから戻ってこられた──。




　──独立具現型は、内に眠る力を探さぐろうとすればするだけ、真理に近づける分、その力に吞のみ込まれる可能性も高まるのです。分身は自分の一部であり、もう一人の自分。もう一人の自分は、隙すきあらばいつでも入れ替わろうとしてくるのですよ。




　それもわかる。とても恐おそろしいものが、自分のなかに眠っていることがよくわかる。

　それに意識を取られるかもしれない恐きよう怖ふも日に日に強まっている。

　でも、真理に近づくとか、内に眠る力を探ろうとか、それは二の次だと鳶雄は思っている。

　自分は──紗枝と、皆と、キミが無事でいてくれるために、自分たちを理り不ふ尽じんが襲おそいかかってくるからこそ、力を得ようとしているだけだ。

　鳶雄は呪文の最後の一節を読み上げる。彼の体はすでに闇に包まれ、六尾びを持つ人形の獣けものと化していた。

《──愚おろかなものなり、異い形ぎようの創造主かみよ》

　オオオオオオォォォォォォオオオオオオオオオオン……。

　隣となりにいた刃が見事な遠とお吠ぼえをしていく──。この一帯に響ひびき渡る透すき通った鳴き声だ。

　アザゼルにこの禁手バランス・ブレイカーの名を教えてもらっていた──。

　──夜天ナイト・光のセレステイアル乱刃・スラツシユ狗神・ドツグズ。

　鳶雄と刃が体から放つ暗黒のオーラゆえか、氷姫が起こしていた降雪は止やんでおり、雪雲の間から月明かりが覗のぞく。

　……意識は、あのときのように内に宿るモノに支配されていない。腕につけた数珠が、鳶雄の正気を保ち続けてくれているが……。すでに一本めの数珠にヒビが入り出していた。……長くは変じていられないようだ。

　二匹の獣は、月の光に照らされながら、得え物ものを影かげより取り出していった。

　鳶雄は大おお鎌がまを握にぎる。一方、刃が口にくわえた剣けんは禁じられた紋もん様よう──呪文が刻まれていた。

　周辺の風景も、巨大な歪いびつな剣が次々と地面より生えるという奇きっ怪かいな現象が起こっていた。夜天ナイト・光のセレステイアル乱刃・スラツシユ狗神・ドツグズの影えい響きよう、暗黒のオーラの余波だという。

　様変わりする情景のなかで、二匹がそれぞれの武器を構えて、膝を突くアウグスタに近寄っていく。

　アウグスタがこちらを視界に捉とらえる。

『──白い龍バニシング・ドラゴンの次は黒い狗か。まったく、白も黒も禁手バランス・ブレイカーとはね。どうなっているんだか、今世の神滅具ロンギヌスは……』

　そうつぶやきながらも、アウグスタは立ち上がり、手を前に出して魔ま方ほう陣じんを展開していく。

『氷姫の人形を壊こわしたところで、すべてが決したと思うのはまだ早いよっ！　オズの魔法を見せてやろうっ！』

　いままでにないほど、無数とも思えるほどの魔方陣が、一帯を埋うめ尽つくす規模で展開していった！

　そこより、各種様々な属性の魔法が鳶雄だけじゃなく、この周辺にいる者たちに向けて撃うち放たれていく！

　あれだけの魔法攻こう撃げき、自分たちだけではなく、この一帯──山に大きく被ひ害がいを出すほどのレベルだろう。村にまで影響を及およぼすかもしれない。

　大規模の魔法が鳶雄たちに襲いかかるなかで、アザゼルの言葉が脳裏を過よぎる。

　──おまえの刃やいばは何も物体を斬ることだけが芸じゃない。それは術を、魔法を、概がい念ねんすらも切り伏ふせることができる特別な刃だ。

　大鎌を構える鳶雄──。刃が口にくわえた剣の紋様が妖あやしい輝かがやきを放つ。

　──何せ、神すらも斬り倒たおせるって触ふれ込みのあるセイクリッド・ギアなんだからな。

『──斬る。……切る。……伐きるさ。……キルよ。──斬ってみせるッ！』

　大鎌を大きく振ふるう鳶雄！　刃も前方に飛び出していき、横よこ薙なぎに剣を振るった！

　空を盛せい大だいに震ふるわせる勢いの衝しよう撃げきが、辺りに広がっていく！　同時に腕うでの数珠が一本砕けていった。

　空間が断だん裂れつしたような裂さけ目めがふたつ、前方に生じていた。それと同じくして、こちらに放たれていた無数の魔法攻撃にも断裂の軌き跡せきが生まれていた。

　そして──。鳶雄と刃の斬ざん撃げきによって切り崩された魔法は、大規模な爆ばく発はつを巻き起こしていく。

　鳶雄たちに被害もなく、眼前ですべての魔法が切り崩されたことにアウグスタは目を見開いて仰ぎよう天てんし、戦せん慄りつしていた。

『じゃあ、これならどうだいッ！　聖十じゆう字じ架かを定められし、紫し炎えんの祭主よッッ！』

　アウグスタの全身から、紫むらさき色いろの炎ほのおが生じ、その傍らに紫炎の巨きよ人じんが作り出されていく。

　巨人は十字架を抱えて、一気に振り下ろすと鳶雄と刃に向かって、膨ぼう大だいな紫炎が放出されてきた。

　鳶雄と刃は、その場から瞬しゆん時じに駆かけ出し、アウグスタの目では捉えきれない高速で距きよ離りを縮めていく。

　一瞬で紫炎の巨人に詰つめ寄り、近距離から鎌を振るった。巨人もすぐに反応して、十字架で鳶雄の鎌を防ぐが──背後に回っていた刃が、巨人を背中から斬りつけていく。

　刃がくわえる禁じられた呪文が刻まれた剣は、巨人を斬りつけた途と端たんに所有者であるアウグスタに斬られた感覚が伝わったようで──。

『がぁああああああああああああああああッッ！』

　言葉にならない大きな悲鳴をあげた。

　もちろん、ラヴィニアの体にダメージを与あたえないよう調節をしている。あくまで、ダメージは憑ひよう依いしているアウグスタのみだ。

　巨人も動きを鈍にぶくするが、それでも十字架を振るい続けていく。鳶雄は最小の動きだけで、巨人の攻こう撃げきをいなした。時折、紫炎の余波が飛んでくるが、それすらも鳶雄は素す早ばやく避さけていった。

　この状態の鳶雄にとって、巨人の動きはあまりにスローだ。鈍く、重たい。相手が一挙動する度たびに、鳶雄と刃は、十は斬りつけることができる。

　紫炎の巨人を容よう赦しやなく、鳶雄の大鎌と刃の剣にて、切り刻んでいく。そうこうしているうちに数珠がまた一本砕くだけていった。

　巨人を切り崩くずした鳶雄は、アウグスタとの距離を縮め、鎌を構える。

　あとはラヴィニアの体からアウグスタを切り離はなすだけだ。

　──が、それを察知したのか、アウグスタはもう一度紫炎を纏まといだし、ラヴィニアの体を炎に包み込んでいく。

『いいのかい？　この娘むすめの体が炎で塵ちりになるよ!?』

　この期ごに及んで脅おどしてくるオズの魔女。アウグスタの言葉に手が出せなくなる鳶雄。彼の三本目の数珠はすでにヒビが入り出している。ここに来て、禁手バランス・ブレイカーの力が高まりだしたのか、数珠の壊れる速度が増した。一刻の猶ゆう予よもないだろう。

　そのときだった。アウグスタの頭上──上空に飛来するものがあった。

　本来の姿に戻もどったグリフォンこと窮きゆう奇きだ。窮きゆう奇きが、何かを落としていく。

　──見れば、それは詩求子のセイクリッド・ギア、「ポッくん」だった。窮きゆう奇きが、空中に持ち上げたのだ。

　仮面の獣が落下するなかで、主あるじの詩求子が命令を飛ばす。

「ボッくん！　あの炎を食べてぇぇぇっ！」

「ボォッ！」

　主の命を聞き、「ポッくん」が、饕とう餮てつが、口を大きく開けて、吸い込む姿勢となった！

　そして、ラヴィニアを覆おおっていた紫炎が、「ポッくん」の口に吸い込まれていった！

「ポッくん」の吸い込みに為なす術すべもないアウグスタはついに炎のすべてを吸い尽くされてしまった。

　凍こおりついた池に落下した「ポッくん」は「げふっ」というゲップをついていた。

　詩求子のセイクリッド・ギアの仕し業わざにアウグスタも目元をひくつかせていた。

『──バカな！　私の紫炎がっ！　神滅具ロンギヌスの炎を食くらうというのかい!?』

　アザゼルがこう言っていた。

『四凶と四神の力量差がどれほどかはその時々の時代性や操あやつる者によって変化するだろうが、饕とう餮てつだけは別だ。そいつは誰だれが使し役えきしても、シンプルに厄やつ介かいだ。──すべてを喰くらう。物だろうが、術だろうがな』

　総そう督とくの言う通り、「ポッくん」は、饕とう餮てつの力はシンプルだった。──すべてを喰らう。相手が神滅具ロンギヌスの炎だろうと。

　完全に無防備となったアウグスタ。

　鳶雄は勝負の決め時だと判断して、大鎌を強く握る。

　鮫島が叫さけぶ。

「いまだ、幾瀬ェッ！」

　祈いのる格好の紗枝も叫ぶ。

「──鳶雄。お願い！　ラヴィニアさんを助けてッッ！」

　ラヴィニアの体から、アウグスタを切り離す──。

　想おもえ、思え、セイクリッド・ギアは主の強い想いに応じる異能だ。

　俺自身が、強く願えば、きっと叶かなうはず。届くはずっ！

　いつかの夢のなかで、鳶雄の内に巣くうモノの声が頭に蘇よみがえる。いや、もう一度、鳶雄に訴うつたえかけてくる。

《おまえの刃やいばは、どこまでも届く》

　ああ、それなら届くはずだ！　どんなところにも、どんな相手にも──。

《だが、おまえの刃は、すべてを傷つける》

　いいや、俺の刃ジンは仲間を傷つけないッ！

《おまえは、すでに人を止やめているのだから》

　それでもいい。俺が人間を止めることで、誰かが助かるなら──。

　俺の内な側かに巣くう何か擬いものの神よ！　そんなに食いたいなら、俺の人間性を食らえ！

《愚かな宿主だ。そんなことをしなくとも、ラヴィニア・レーニごとオズの魔女を斬きり殺せば楽に終わる》

　ふざけるなっ！　そんな選せん択たくをするものか！　すべてを斬れる刃やいばがあるとしても、斬るモノは俺が選ぶッ！

《その願いは闇やみに染まるだけだ。否いや応おうなくおまえは戦いの連れん鎖さに身を置くことになるのだから》

　それでも今は、これだけは叶えさせてもらうっ！

　仲間を、ラヴィニア・レーニを救わせろッ！　救う力を出せッ！

『だから、届いてみせろよォォォオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！』

　鳶雄は、大鎌をアウグスタ──ラヴィニアに向けて、大きく振り下ろしたのだった。鳶雄の斬撃は、彼女の体を飛び越こえて、後方へ、遥はるか先の木々、山にまで余波を生み、巨大な一直線の軌跡を作り出していた。

　…………。

　……一いつ拍ぱくあけたあとで、ラヴィニアの体からドス黒いオーラが漏もれ出した。

　オーラは彼女の横に集つどい、形を成していく。そこにはラヴィニアから、離れたアウグスタの姿が形成されていた。

　見事、鳶雄の一撃はラヴィニアからアウグスタを切り離したのだった。

　そのアウグスタの体に、縦に線が生じて、そこから紫むらさきの炎が噴ふきだしていった。

　自分の炎に燃えていくアウグスタ。老魔女は、信じられないという面おも持もちで言う。

「……バカな、私だけが斬られたというのかい……？　……こ、こんなことが……グリンダ、オズ……私は、私は──」

　それを言い残して、アウグスタは紫炎によって、塵と化していった──。

　老魔女を、人を切り倒したことは鳶雄にとっても……。

　鳶雄のなかの何かが忠告を言い残していく。

《おまえはラヴィニア・レーニを救うことを何よりも優先した。その魔女を救うことは選せん択たく肢しにも入れなかった。だから、斬り伏せた。斬るモノを選びたいのであれば、もっと刃の認にん識しきを広げるがいい。意識せねば、おまえの刃はすべてを等しく斬り刻むだけだ》

　……内なる声に言葉もない鳶雄。敵とはいえ、また人を殺あやめてしまった……。

　大おお鎌がまの刃は先さきを見つめる。否いな、睨にらむ。

　意識しなければ、自分の刃はすべてを容赦なく斬り刻むだけとなる──。

　自分たちと敵からの戦意が無くなったからか、鳶雄の禁手バランス・ブレイカーは解けて、通常の状態へと戻っていく。

　数じゆ珠ずは……五本目がヒビ割れていた。リミットはギリギリだったようだ。

　凍りついていた池の様子が危なくなってきたため、鳶雄は急いでラヴィニアを抱だきかかえてほとりに戻っていく。

　仲間たちのもとにラヴィニアを下ろすと、彼女を夏梅が抱きかかえて、泣きながら名を呼び出した。

「ラヴィニア！　ラヴィニアっ！」

　すると──。

「……うぅん……」

　ラヴィニアが反応したのだった。

　無事だったことで、夏梅が一層ぶわっと涙なみだを流しつつも笑え顔がおを見せる。

「──っ！　もう、心配させないでよっ！」

　ラヴィニアを奪だつ還かんし、アウグスタを倒たおしたところで鮫島が疲つかれ切ったのか、その場に座り込んだ。

「一件落着か。ったく、しんどい戦いばかりだぜ」

　──と、気絶しているヴァーリの肩かたの人形より、アザゼルの声がした。

『応答しろ。作戦はどうなった？』

　心配で通信してきたようだ。

　無事成功したことを告げると、アザゼルはすぐにこう言ってきた。

『ラヴィニアは無事か。よし、誰か、アウグスタの紫し炎えんを早く確保しろ。それは──主を渡わたり歩くセイクリッド・ギアでな。見み逃のがすな』

「渡り歩く？」

　初めて聞く情報に皆みなが眉まゆをひそめていると──。池の対岸に見覚えのあるゴシック調の衣い装しようを着た少女が姿を現す。

　アウグスタの弟で子しのヴァルブルガだった。

　彼女の手には──紫色の火が灯ともっていた。

『──っ！』

　その光景に一息吐ついていた面々は驚おどろくしかない。

　ヴァルブルガはイタズラな笑みを見せて言った。

「んふふ♪　この炎ほのおはあげないわよん！　回収回収ってね！」

　言うなり、ヴァルブルガは素早く去って行く。

　話を聞いていたアザゼルが、悔くやしそうな声こわ音ねで言う。

『くっ、手の速いことだ。仕方ない。バラキエルと合流後、すぐに撤てつ収しゆうしろ。あとのことはこちらでどうにかする。五大宗そう家けと一ひと悶もん着ちやくあるのは面めん倒どうだからな』

　アザゼルの命令を聞き、鳶雄たちは携けい帯たい電でん話わでバラキエルと連れん絡らくを取り付ける。

　撤収状じよう況きようになったとき、一人この場を去ろうとする者がいた。

　──古閑だった。

　鳶雄たちが目指す方向とはまったく異なるほうに歩き出そうとしていた。

　鮫島が言う。

「古閑。おまえも来いよ、黒い翼つばさのおっさんどもが、とりあえず生活は保障してくれるぜ？」

　古閑は肩をすくめて、こう答える。

「──いや、俺は俺で当分やらせてもらう。ま、四凶ってのは自然と集うようだから、そのうち会えるっしょ」

　彼はそう言うと、セイクリッド・ギアのブリッツと共に森の奥へと消えていく。

「おい、古閑ァッ！」

　名を叫ぶ鮫島だったが──。

「じゃあ、鮫ちゃん、皆」

　それだけを言い残して、彼は足早に去っていった──。




　　　　３




　村の入り口──。

　戦いを終えた鳶雄たちとバラキエルが、車でここを離はなれていく様を物もの陰かげより遠目に見送る姫ひめ島じま朱雀すざくと、櫛くし橋はし青せい龍りゆう。

　朱雀が言う。

「サタナエルに逃げられたようだけど、合流自体はどうにかなったようね」

　青龍が息を吐きながら言った。

「『虚蟬機関』は彼らに捨てられたようだ。そそのかされた機関の連中もどうかしているが、僕ら五家を巻き込んだサタナエルとオズの魔ま女じよたちも度し難がたいね」

「……さて、各家の当主さま方は、このあとにどんな采さい配はいを振られるのかしらね」

　青龍が朱雀に忠言を口にする。

「しかし、朱雀、御お家いえに黙だまってここまですると、あとで何を言われるかわからない。その覚かく悟ごはあるんだろうね？　──って、僕も同罪か」

　彼が言うように、鳶雄たちとオズの東の魔女アウグスタが戦っている間、被ひ害がいを最小限に抑おさえるため、五大宗家の術者を使い、大規模な人ひと払ばらいの術を行使していた。

　それに、彼らの邪じや魔まをさせないよう、『虚蟬機関』の残党と、オズの魔法使いたちの妨ぼう害がいもしていたのだった。

　そのせいもあり、鳶雄たちはアウグスタとの戦いにのみ集中できた。

　朱雀が言う。

「あなたの分は弁明するわ。私は……無理矢理当主を納なつ得とくさせるしかないわね」

　さて、どんな言い訳をしようかと思し慮りよしているときだった。

「──では、こちらを納得させる理由を聞かせてもらおうか」

　第三者からのその言葉と共に強大な気を近くに感じ取れてしまう。朱雀と青龍がそちらに振ふり向けば、そこには軍服を着た長身の男性が立っていた。見た目は二十代前半ほどで、鋭するどい目つきの美び丈じよう夫ふだ。

　自衛隊の軍服ではなく、その家の術者が着き込こむ特別なものだった。

　朱雀は声をかけられるまで、気の気配すら感じ取れなかった。それだけ見事にこの男は気を感じ取らせなかったのだ。

　朱雀が言う。

「……あなたが来るなんて。──百鬼なきり家現当主、百鬼中なか神がみ黄のおう龍りゆう」

　そう、軍服の男性は五大宗家の筆頭──百鬼家の現当主、百鬼百鬼中神黄龍その人だ。

　霊れい獣じゆう最強とされる黄龍と契けい約やくした者──。

　黄龍が朱雀と青龍に言う。

「近く、幾瀬鳶雄をはじめとした『虚蟬機関』の事件に関かん与よした者たちを『奥の院』にて質ただしたいと他の当主にも進言するつもりだ。大方、叶かなう話となるだろう」

　その言葉に青龍は苦く笑しようする。

「……『奥の院』、黄龍は本気のようだ」

　朱雀は目を細めて、問いかける。

「……彼らをどうするつもり？」

　黄龍は簡潔に答えた。

「それは──彼らの答えしだいだ」

　その黄龍が、バラキエルの運転する車の去った方向に視線を送った。

「……狗いぬか。さて、どう出るか」







　　　断罪者／狂きよう剣けんの師し弟てい







　幾いく瀬せ鳶とび雄おたちと『虚うつ蟬せみ機関』の残党及およびオズの魔法使いたちと戦っているなか、その様子を少し距きよ離りを置いた山の頂上から見ていた者が二名いた。

　ヴァチカンからのエージェント──ダヴィード・サッロと、その弟子のフリード・セルゼンである。

　今回の戦いに参加はせずに、静観──様子見をすることにした彼らは、敵対組織同士の戦いを見られる位置から望遠鏡で終始見届けていた。

　暴走した氷こおり姫ひめ──ラヴィニア・レーニが、白はく龍りゆう皇こうの力と狗いぬ神がみ、神滅具ロンギヌスの能力で、止められたようだった。

　ダヴィードが望遠鏡から目を離しながら、つぶやく。

「……『永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ』、『紫炎祭主による磔台インシネレート・アンセム』、『白龍皇の光翼デイバイン・デイバイデイング』、『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』……氷と炎、白と黒、神滅具ロンギヌスが一か所に四つも集うとはな。神の奇き跡せきか、あるいは神の悪戯いたずらか。──状じよう況きようは理解した。ここは退ひくぞ、フリード」

　ダヴィードが後方で控ひかえていた弟子にそう言う。

　弟子の周辺には、無残な姿の死体が複数転がっていた。

　ダヴィードとフリードを襲しゆう撃げきした『虚蟬機関』の残党と、オズの魔法使いたちだった。

　彼らは教会関係者がこの地に現れたことで警けい戒かいし、襲おそいかかったのだが、逆に返り討うちに遭あい、凄せい惨さんな結末を迎むかえた。

　女性魔法使いの遺体から光の剣を抜ぬき放つフリードにダヴィードが言う。

「異教徒と魔女どもの手先をこれだけ始末すれば、此こ度たびの調査としては問題あるまい」

　イカレた笑みを浮うかべて、応じるフリード。

「へいへい、ボス。つーか、さっきのオーラが神滅具ロンギヌスっスか……。いやー、まともにやったら、簡単に殺されちまいますな」

　ダヴィードが言う。

「我らが神が創つくり出したものだが……宿る人間はランダムゆえ、信しん仰こう心しんがないと、こういう結果に繫つながる。やはり、神滅具ロンギヌスは等しく我ら信徒が管理すべきだ」

　愉ゆ快かいそうに笑いながらフリードは師し匠しように訊きく。

「管理できない場合はどうしましょうかね？　やっぱ、チョンパですかね？」

　そう言いながら、首に手を当てる。

　ダヴィードは胸の十じゆう字じ架かを握にぎりながら天を仰あおぐ。

「当然だ。断罪しかあるまい」

　──幾瀬鳶雄たちと彼らの衝しよう突とつは近い。







　　　末章　仲間たち／結束は強く







　山やま間あいの村から戻もどってきて十日が過ぎた。

　鳶とび雄おは禁手バランス・ブレイカーによる影えい響きようから、一応の検査入院となり、グリゴリの医い療りよう施し設せつに厄やつ介かいになっていた。

　体力の消しよう耗もう具合も激しかったため、休養ともいえるものだった。

　ようやく退院の目め処どがたった鳶雄は、その日の検査を終えて病室に戻ってきていた。部屋の隅すみで丸くなって寝ねている刃ジンの姿に鳶雄は笑えみをこぼす。

　──と、病室には先に来訪者が入室していた。

「どうだ、調子は？」

　病室の椅い子すに座っていたのはアザゼルだった。

　以前、『虚うつ蟬せみ機関』との戦いのあとも、このような感じだったのを鳶雄は思い出す。

　鳶雄はベッドに腰こしかけながら答える。

「はい、なんだか、前よりいろいろ感知するようになったようで……ちょっと怖こわいですね」

　禁手化バランス・ブレイクした影響なのか、今回の事件の前よりも、聴ちよう覚かくなどの感覚が鋭えい敏びんになった。

　遠くの足音や物音を感じ取れてしまって仕方がない。

　アザゼルが言う。

「……セイクリッド・ギアとの同調が進んだせいだ。魔ま物ものやらが封ふう印いんされているセイクリッド・ギアの系統はな、能力を求めれば求めるだけ、封じられているモノに近づくことになる。そいつらは決して意思がなくなったわけじゃないし、所有者のおまえに従う気なんざさらさらないだろう」

　……あの数じゆ珠ずがすべて砕くだけたとき、どうなっていたのだろうか？

　あのとき、ヴァーリもラヴィニアも万ばん全ぜんではなく、アザゼルも近くにいなかった。以前、元に戻ったときより状況は悪化していたのだから、数珠が無くなってたとしたら……。

　考え込む鳶雄にアザゼルが続ける。

「おまえのは特に危険性の高い代しろ物ものだ。力を得るために求めれば求めるだけ、おまえのなかにいるそれは代だい償しようとして、大事なものを要求してくるだろう。それに応じるか、抗こうするか、そこはおまえしだいになるだろうな」

　いずれ、内に宿るモノと向き合わねばならなくなるということだろう。

　……リュカオンと、天あめ之の尾お羽は張ばり……。どう接すればいいのか、これから考えていかねばならない。

　まだまだ自分の戦いは続く。これからのために……これから無事に過ごすために、鳶雄はもっと『力』を知らなければならない。

　アザゼルが一いつ拍ぱくあけたあとで、鳶雄にこう述べる。

「グリゴリの裏切り者であるサタナエルがしようとしていることは……神をも滅ほろぼす具現こと、神滅具ロンギヌスを人工的に作り出すことだ」

　──っ。

　……人工的に神滅具ロンギヌスを作り出す？　鳶雄やラヴィニア、ヴァーリ、アウグスタの持っていた強力で凶きよう悪あくなものを人工的に……。

　アザゼルが続ける。

「ようやく、通常のセイクリッド・ギアを人工的に作り出すことが叶う寸前まで来ているなかで、奴やつは数段飛ばし……いや、十段飛ばしで、事を成そうとしている。危険極きわまりない思想だ。もし強ごう引いんに行おうとすれば……いろんなところに影響が大きく出るだろう。俺は、俺たちグリゴリは、それを未然に防がなくてはいけない。とはいえ、俺や幹部連中が表に出れば、敵対勢力も黙だまっちゃいないだろうさ。この国の異能力者集団も、ヴァチカンの信徒ども、それこそ、お空のエンジェルどももな」

　あのときに出会ったサタナエルは、強い興味を抱いだいて自分に接してきた。アザゼルの言葉は十分にあのときのサタナエルの態度を説明できるものだった。

　何より古こ閑がに施ほどこしたものが怖くて仕方がない。……同級生の安否が非常に気になっていた。

　──あの堕だ天てん使しは、自分の研究のために、各勢力とこの世界に混乱をもたらそうとしているようだ。

　アザゼルが言う。

「……公おおやけにせず、秘密裏りに事を済ませたい。だからこそ、おまえたち四し凶きようと、ロンギヌス使いの力が必要なんだよ。力を貸してくれるか？」

　アザゼルの質問に鳶雄が応じようとしたときだった。

　病室に飛び込んでくる二人の少女。夏なつ梅めと紗さ枝えだった。

「幾いく瀬せくん、検査から戻ってる!?」

「鳶雄！」

　二人とも酷ひどく慌あわてている様子だった。

　夏梅がアザゼルを視線に捉とらえて詰つめ寄った。

「あ、総そう督とくもいた。大変なの！」

　夏梅が鳶雄とアザゼルに言った。

「ラヴィニアが目を覚ましたわ」

　それは吉きつ報ぽうだった。







　山間の村より連れ戻したラヴィニアは、そのままグリゴリの医療施設に運び込まれ、『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』の関係者が見守るなかで、各種検査と治ち療りようを受けたのだった。

　アウグスタに乗っ取られた体と心は相当疲ひ弊へいしており、絶対安静を申しつけられた。

　その間に、アウグスタの魔法の影響が残らない措そ置ちを幾いく重えにも受け続け、いまに至る。

　専用の病室に運ばれ、十日間眠ねむり続けていたのだが……ようやく目覚めたのだった。

　ラヴィニアの周りには仲間たちが集つどう。もちろん、新しい仲間の七なな滝だる詩シ求グ子ネと「ポッくん」も一いつ緒しよだ。

　上半身だけ起こすラヴィニアに鳶雄が訊く。

「ラヴィニアさん、もう体は大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

　鳶雄の問いかけにラヴィニアはいつもの笑みを見せた。

「おかげさまで元気なのです」

　夏梅がうれしそうにヴァーリに指をさして言った。

「もう、心配させて！　ヴァーくんなんて泣いてたのよ？」

　部屋の隅に背を預ける銀ぎん髪ぱつの少年は半眼で言い返す。

「誰だれが泣くか。彼女が死ぬと目覚めが悪いから助けただけだ」

　しかし、ヴァーリの耳は真っ赤になっていた。

　ラヴィニアはすべてをわかっているようで、微笑ほほえみをヴァーリに見せる。

「うふふ、ヴァーくんがやさしい子だっていうのはわかっていることなのです」

　ヴァーリは顔を背そむけていたが……照れた顔を皆みなに見せたくないのだろう。

　ラヴィニアは皆の顔を見回したあとで決意の表情で述べる。

「……私、決めたのです。──お師匠さまと直接会うのです。会って、真相をあらためて問うのです」

『──っ！』

　ラヴィニアの告白に皆が驚おどろくが……すぐに彼女の心情をくみ取り、強くうなずき合った。

　夏梅が言う。

「わかった。じゃあ、私たちはそれを手伝うわ」

「夏梅……」

　鮫さめ島じまも苦く笑しようしながら言う。

「今いま更さらってやつだろうな」

　鳶雄もその意見に同意だった。

「うん、俺たちは仲間だ。どちらにしても、オズはこれからも俺たちの前に現れるだろうし、目的は依い然ぜんとして同じだよ。なら、これからも協力しあおう、ラヴィニアさん」

　手を出す鳶雄。ラヴィニアは受け入れてくれた仲間たちの反応に驚きながらも、うれしそうに笑みを見せた。

　鳶雄の手を取り、握あく手しゆを交かわす。

「皆、ありがとうなのです」

　ラヴィニアは鳶雄の手を両手で包み込みながら、こう言ってくる。

「……それと、『さん』はいらないのです。仲間でしたら、そうしてほしいのです」

　彼女が……いままで以上に心を開いてくれたような気がしてならなかった。

　鳶雄はうなずき、こう返す。

「わかったよ。──ラヴィニア」

　鳶雄が名前を呼ぶと、ラヴィニアはいままでにないほど顔を赤く染めて、彼から視線を逸そらしてしまったが……。

　──と、夏梅が鳶雄とラヴィニアの手に自分の手も重ねて、こちらにこう言う。

「じゃあ、私は夏梅ね！　私も鳶雄って呼ぶわ！」

　ここに鮫島も手を重ねた。

「あー、じゃあ、俺も鳶雄って呼ぶか。おまえも俺のこと、名前で呼んでいいからよ」

「わかった、夏梅、綱こう生き」

　ここにさらに詩求子も手を重ねる。

「わ、私も仲間に入れて！　詩求子でいいから！」

「ああ、夏梅、綱生、詩求子。これからもよろしく」

　最後に紗枝も手を重ねた。

「私も最後まで仲間だからね」

　一人手を重ねず、壁かべに背を預けたままのヴァーリに全員の視線が集まる。

　ヴァーリは半眼で言った。

「……俺がそんなことできるか」

　しかし、ラヴィニアがくすりと小さく笑って言う。

「ヴァーくん。ここに手を重ねると、美お味いしいご飯が食べられるのですよ？　じゃないとご飯抜ぬきになるかもしれないのです」
















　などと言うのだった。ヴァーリは間の抜けた表情となるが……観念したのか、息を吐はきつつ、後頭部をかいてから渋しぶ々しぶ応じて、恥はずかしそうにしながらようやく手を重ねた。

　うなずき合う面々。今回の事件を通して、彼らは何か大事なものを強め、深めたように思えた。

　状じよう況きようは依然として厳しく、混こん迷めいしていくばかりで、死の危険と隣となり合わせだが……それでも共に強くありたい、強くなっていきたいと願う。

　結束を強めた子供たちを『神の子を見張る者グリゴリ』の総督であるアザゼルは楽しげに見守っていた──。







　　　白い龍バニシング・ドラゴン／禁手バランス・ブレイカーの先へ







　ラヴィニアの病室から一足早く抜け出たヴァーリは、真に迫せまった表情で、内に宿るドラゴンへ言う。

「アルビオン、今回の件でよくわかった。俺にはもっと力が必要だ」

『禁手バランス・ブレイカーか。目下の目的であることに変わりないが』

　いまのヴァーリでも『白龍皇の光翼デイバイン・デイバイデイング』の禁手バランス・ブレイカーである『白龍デイバイン・皇のデイバイデイング鎧・スケイルメイル』状態を顕けん現げんできる。

　──が、体格など、まだ不安な面もあるため、完全な禁手化バランス・ブレイクは無理となっていた。

「いや、それは通過点に過ぎない。もっと先だ」

　ヴァーリの言葉にアルビオンは驚く。

『──まさか、ヴァーリ。……覇龍ジヤガーノート・ドライブか』

「……ようやくわかった。他の神滅具ロンギヌスを逸いつ脱だつするほどの強さを得るには、俺はこの身に宿る血を使いこなして、天てん龍りゆうの力をも容易に従えなければならないと」

　そうしなければ、自分は……再び『優やさしい人』を失ってしまう。

　いや、自分が強くなればなるほど、『優しい人』を傷つけてしまうだろう。自分の体に流れる血と、自分の体に宿るセイクリッド・ギアが本格的に目覚めたとき、必ず決断しなければならなくなる。

　これ以上、『優しい人』を失わないために、その人の傍そばを離はなれることを──。

　呪のろわれたルシファーの血だと、誰よりも自分が理解しているのだから。

　けれど、傍にいる間だけは、強くありたい。守れる存在でありたい。

　だから──。

「アルビオン、俺はオズを許すつもりはない。西の魔ま女じよ？　東の魔女？　北も南もいるようだ。──全員倒たおして、エメラルドの都とやらにいる大魔法使いオズを引きずり出してやる」

　ヴァーリの迫はく力りよくある声こわ音ねにアルビオンは頼たのもしそうに唸うなった。

『……ヴァーリと戦う今世の赤せき龍りゆう帝ていは難なん儀ぎだな。手も足も出ずに勝敗を決しそうだ』

　アルビオンの言葉にヴァーリは不敵な笑えみを見せる。

「ふっ、案外、俺以上の逸いつ材ざいかもしれないぞ？」

『それはないだろう、ヴァーリ。おまえは歴代最強の白はく龍りゆう皇こうだ。おまえに勝てる赤龍帝が存在するのなら、それはもう奇き跡せきの産物だろう』

　できることならば、いずれ見まみえる宿命のライバルは、自分のような特別な存在であってほしいと願うヴァーリであった。







　　　禍わざわいの起源／無限へと







　今回の実験を終えたサタナエルと、オズの魔法使いたちの組織は、拠きよ点てんとしている研究施し設せつに帰き還かんしていた。

　そこは日本のとある都市部の地下に作り出した広大な空間に設けた施設だった。

『虚うつ蟬せみ機関』の者たちにさえ、伝えていない場所だ。出入りできるのは、現状でサタナエルの関係者と、オズの魔法使いのみ。

　最初から機関の者たちは、捨て石にするつもりだったのだ。

『虚蟬機関』を操あやつった際の資料と、アウグスタの協力で、目標としていた成果は滞とどこおりなく手に入れた。

　施設の自分用のラボに戻もどってきたサタナエルは、ボードの上に置かれていたコニャックの蓋ふたをあけて、グラスに注ついでいく。

　一口呷あおったとき、ラボに入室してくる魔女が数名いた。

　オズ側の幹部の魔女たちだった。

「帰還したようね、サタナエル」

　魔女の一人にあいさつをもらったサタナエルが言う。

「アウグスタの件は知っていると思うが」

　幹部の一人である『東の魔女』が亡なくなったと知っても彼女たちは特に動じていなかった。

「『東の魔女』候補はまだいるわ。紫し炎えんが無事回収できたことのほうが喜ばしいぐらいよ」

　アウグスタの身に宿っていた神滅具ロンギヌスの炎ほのおは、弟で子しのヴァルブルガが回収し、この施設に無事持ち運べている。

　とうのヴァルブルガも、この室内に幹部と共に入ってきており、物もの珍めずらしげに室内の実験道具に目を配らせていた。

　師し匠しようであるアウグスタの死について、まるで気にしてもいない様子だった。

　サタナエルが言う。

「あちらに連れん絡らくはしたのか？」

「ええ。『エメラルドの都』はなかなかに盛り上がっているようよ。目的としていた『三魔ま獣じゆう』を再び使し役えきできるかもしれないのだもの」

　オズの『三魔獣』──勇カ気ウをア失ドっリた・獅レ子オ、魂を求める鋼人デツド・ランバージヤツク、脳無しの案山子ランペイジ・スケアクロウのことだ。

　それらを再び使役することが、オズの者たちが掲かかげる目標のひとつとなっていた。

　魔女の一人が、室内の一角に視線を移す。

　そこには専用のポッドに眠ねむる一本の長ちよう剣けんが収まっている。

「それは魔剣かしら」

　魔女の問いにサタナエルは調整中のポッドの前に立った。

「私たちの敵はどうやら厄やつ介かいな『刃やいば』を持っている者が何名かいるようだ。だから、グリゴリを抜け出すときに持ち出したものを使えるようにしておこうと思っただけだ」

　ポッドを指でコンコンと鳴らしながら、彼は言う。

「──アロンダイト。聖剣から魔剣に堕おちた伝説の一ひと振ふり。これならば神滅具ロンギヌスの刃であろうと、追っ手の聖剣使いであろうと、打ち合えるだろう。何より、堕ちた天使である私に合いそうだ」

　堕ちた聖剣に視線を配りながらも、魔女たちはサタナエルに訊きく。

「それで、先の目標は？」

「不ふ穏おん分ぶん子しを呼ぶには『力』が必要だ。人であれば、セイクリッド・ギアを与あたえればいいが、異い形ぎようとなると話は別だろう。引き寄せる異形にとって、明快な手て土産みやげとなる『力』が必要だ」

「──して、当てはあるのかしら？」

　サタナエルは魔女の問いに対して、部屋の壁かべに目線を送る。

　そこには──蛇へびのように胴どう体たいの長い黒きドラゴンの絵画が飾かざられていた。ドラゴンは自らの尾おを口にくわえていた。

　サタナエルが言う。

「この世で一番強い生物──ドラゴン。そのなかで、龍の神とされ、無限の力を有するという……」

　魔女たちが得心する。

「──ウロボロスか。力とはウロボロスの『蛇』……」

「そう、オーフィスを探し当てる」

　伝説のドラゴン。この世で最も最強とされる龍の神──。

　無限を体現する存在。サタナエルは、その最強のドラゴンに目標を定めていた。

　ヴァルブルガが、部屋の隅すみにあったフラスコを手にしながら訊いてくる。

「ところで、この集まりの名めい称しようとかあるんですか？」

「名称なぞ、どうでもよかろう」

　幹部の魔女が若いヴァルブルガの言葉を一いつ蹴しゆうするが、彼女は構わずに興味深そうに訊いてくる。

「でもでも、そういうのって結構重要になりません？　敵対勢力に格好かっこよく名乗って決めたいじゃないですかぁ」

　これにサタナエルは答えた。

「名なら一応考えてある」

　一いつ拍ぱくあけて、彼はその名を口にした。

「──『禍の団カオス・ブリゲード』、我らの集まりをそう呼こ称しようしようと思っている」

　すべてはここから始まる──。

















堕だ天てんの狗いぬ神がみ -SLASHDØG-　ハイスクールＤ×Ｄ Universe

第一部『刃狗スラツシユ・ドツグ顕けん現げん　─黒き狗と四し凶きよう─』編　完




第二部『ヴァルプルギスの夜　─四し神しんと黄おう龍りゆうとオズの魔法使い─』編　始動












　　　あとがき




　お久しぶりです。石いし踏ぶみ一いち榮えいです。

　SLASHDØGの二巻めとなりました。一巻の部分は、二〇一四年からファンタジアBeyondで連れん載さいし、二〇一五年の初頭に終えてしまっていたので、そこから三年以上経過しての続編二巻となりました。連載時から追ってくださっていたファンの方を大変お待たせ致いたしまして、まことに申し訳ございませんでした。

　ここからは定期的に刊行されると思いますので、応おう援えんのほど、よろしくお願い致します。ということもありまして、一巻から続いた始動の章が二巻のこのお話で終わりました。

　一巻のあとがきでも書きましたように、基本、六巻程度のお話にする予定です。今回のように二冊で一部ずつ計三部までやろうと思ってます。

　次の第二部は、五大宗家が本格的に絡からんできつつ、魔ま術じゆつ師し協会回りも取り上げていこうかなと思います。そこで次回は朱雀すざく回となります！　姫ひめ島じま家をはじめ、五大宗家の設定に踏ふみ込んでいこうと思います。残りの四神である玄げん武ぶや白びやつ虎こも次の章から登場します。




　ここで謝辞を。

　きくらげさま、担当編集Ｔさま、お世話になっております。Ｄ×Ｄ本編との二回連続二冊同時刊行にお付き合いくださいまして、まことにありがとうございました。……やっぱり、キツかったです！　でも、おかげで良いものをファンの方々にお送りできました。




　実は、大本のハイスクールＤ×Ｄがこの巻と同時発売されました二十五巻をもちまして、完結となります。ただ、夏頃ごろから続きとなる「真ハイスクールＤ×Ｄ」が新たに一巻よりスタートとなりますのでご安心ください。そのまま最終章の続きです。もしまだＤ×Ｄを手に取っていない方がいましたら、この機会にどうぞお手に取ってみてください。

　それと、もうひとつ。これが発売された翌月から、ハイスクールＤ×Ｄ関連でＴＶアニメ新シリーズ『ハイスクールＤ×Ｄ　ＨＥＲＯ』が四月より放送が開始されます。

　こちらのほうもぜひご覧いただければ光栄です。……Ｄ×Ｄのアニメがまだまだ続けば、鳶とび雄おも出てこられそうなんですけどね！　もちろん、SLASHDØG自体がアニメになれば最高なんですが！　応援のほど、よろしくお願い致します！

　次回の三巻は、夏頃刊行予定です。引き続き、よろしくお願い致します！








石踏一榮

●いしぶみいちえい



１９８１年生まれ。生まれも育ちも千葉県。私の創作を構成しているものを大別すると、少年漫画、ガンダム（ガンプラ）、ポケモン、特撮（主に仮面ライダー）となっております。この巻からよりその辺が濃くなってくると思います。そのようなわけでSLASHDØGの２巻めとなります。よろしくお願い致します。


















カバー・口絵・本文イラスト／きくらげ

キャラクター原案／みやま零

カバーデザイン／アフターグロウ
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